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１章　赤点は出会いの予感







　夏は女子が薄着だからドキドキするとか、男子が全員そんなことを考えているかというと、そんなことはない。

　草食系がどうとかそういう話じゃなくてなんというか、割とリアルに充実した環境にいなければ、そんなことを考える間もなく夏は過ぎていく。つまり空調の効いた部屋にこもって宿題とか予習とかゲームとか、そんなことばかりしていると、女子が夏に薄着でいようがダウンコートを着ていようがあまり関係ないわけさ。

　実際、僕がそう。

　高二になるまで夏がこんなに胸高鳴る季節とは知らなかった。暑さがこんなにも女子を無防備にさせるなんて、まさかねっ。ビバ・夏！

　そんなわけでたった今。

　僕は、夏の素晴らしさを全身で感じている。



「ぶううううううううう」

　目の前で、一ひと片ひら恋れんはムスッと口を尖とがらせて不満そうな声をあげる。その横では愛あいさんが、ニコニコと女神の微笑ほほえみを浮かべて妹を見守る。

　フローリングのリビング。僕たちはテーブルを囲むように座っていた。

　遠くから聞こえる蝉せみの鳴き声、開かれた出窓。夏の暴力的な太陽光が容赦なく差しこみ、部屋の空気の温度をガンガンに高めている。時折、吹きこむ風はぬるっとしていて、冷やすどころか熱気を部屋中に撒まき散ちらすだけ。

　そんな状況下にもかかわらず、僕は臆おく病びような小こ鳩ばとのように、胸を高鳴らせていた。

　ドキドキドキドキ――。

　心臓が痛いくらいに脈を打つ。

　動どう悸きの原因。それは、至近の距離にいる一片姉妹にある。

　愛さんは白ベースのデザインＴシャツに短パンという格好をしている。Ｔシャツは結構、愛さんの体にピッタリで、そのグラマラスな体型を際立てている。ってか、胸が思いっきりせり出していて、柄のアルファベットが歪ゆがむほど。しかも、この暑さではいつも涼しげな顔をしている愛さんでも汗をかくらしく、白い生地が体にピッタリと張りついている。たぶんだけど、Ｔシャツの下には何もつけてないノーブラ。大胆に開いた丸首から、そのボリューミーな生胸の谷間が見えそうで、ついつい見つめてしまいそうになる。

　これがドキドキの原因その１。

　恋はというと、ノースリーブのブラウスに赤と黒のチェックのミニスカート。さり気なく視線を下に落とすと、ミニスカから長いカモシカのような足が伸びている。下半身の内、ミニスカで隠れる部分は椅い子すの座面で終わっていて、残りは肌色の足のみ。しかも、恋は落ち着きなく足をブラブラとさせる。ミニスカが揺れるたびに、もう少しで絶対領域が見えそうになり、僕はハッとする。これが原因その２。

　二人をこんなにも大胆にさせてしまうのは、言うまでもなく暑さのせい。まだ八月にもなっていないというのに、割と広めのリビングダイニングは、きっと三十度近くある。

　壁に設置された人類の発明品の傑作である電化製品を見やる。つまりエアコン。ちょっと古めだけど、大きくてよく効きそう。だが、無情にもコンセントが抜かれている。待機電力を恐れてのことかどうかは不明だが、絶対に稼動させないという一片家の強い意思が感じられる。

　オレは愛さんの顔を見る。

　ニコニコと笑っている。だが、いつの間にか額には汗の粒がいっぱい浮かんでいる。そして、貼はりついたＴシャツの汗は、さらに広がりを見せている。このままでは、Ｔシャツ全体に広がって透き通ってしまうかもしれない。

　一方、恋はというと、一歳年下だから、それとも自称木星人だからかは分からないが、汗一つかいていない。代わりに、ぶうと頬ほおを水風船のように膨らませて、不満げな顔を僕に向けていた。

「あのお、愛あいさん」

　恋れんの視線を無視して、僕は愛さんを見る。

「ちょっとこれは暑いんで、そろそろ……」

　エアコンについて言及しようとした時――、

「やはり納得がいかない！」

　恋がバンとテーブルを叩たたいて、僕の発言の邪魔をする。仕方なく、僕は彼女の方を向く。

「なにが……？」

「今、私がこんなところにいることが納得いかない」

「こんなところって、ここは君の家だし」

「君って言うな。恋って呼べ」

「別にそれはいいじゃん」

　僕は面倒くさそうに首を振る。

「まあ、場所のことはいい。でも、ようやく苦痛だった定期試験が終わり、いよいよ明後日あさつてから夏休み……、というこの日に、なぜわたしはこんなことをしなくてはいけない？　時間のある今だからこそ、ショータを使って地球人の研究を進めなくてはいけないのに」



    


  
    
      



    


  
    
      「そういうことはね……」

　僕は手元に置かれたファイルからＡ４の紙の束を取り出し、トランプのようにテーブルの上に並べていく。

「テストでもっといい点をとってから言いなよ」

　レ点だらけの答案がズラリ並ぶ。中にはよっぽど腹に据えかねたのか、十問もまとめて大きな×をつけている先生もいる。これみんな、この前あった定期試験の一ひと片ひら恋れんの酷ひどすぎる答案。愛あいさんに見せられた時、僕は気を失いそうになった。マーベラスな点数の数々に。

「これは酷い。酷すぎるよ。赤点だらけじゃないか。これ全部足しても、僕の一科目に達してないよ？」

「ショータ。今のはさりげに自慢だな？」

「自慢じゃないよ。事実を述べただけだよ」

「そもそも、地球人でもない私が、地球人のテストを受けることが変なんだ」

　恋はいじけたように横を向く。

「そりゃあ、一応、地球人の格好をしているんだから。テストくらい受けないと」

「だから受けたじゃないか」

「そして、赤点だったら追試も受けるべきだよね？」

「それがわからんっ！」

　恋はバンとテーブルを叩たたく。

「テストというのは、その人の実力を測るためのものだろう？　だったら一度で十分。わたしはあまり地球の学問が基本的に得意じゃないことが実証された。ワッハッハ」

「威張るなよ。文科省の要綱ってのがあるの。ある程度の点数をとらないと、単位をやれないようになっているの」

「だったらそんな単位いらないもん」

　恋は再び頬ほおを膨らませる。

「ガラじゃないから、もん、とか言うなよ」

「私だって、もん、くらい言うぞもん！」

「それ、用法がちょっとおかしいよ」

「とにかく、私はもう一度勉強なんてしたくないのだ、もん」

「そんな無理に言わなくても！」

「恋……」

　愛さんがニコニコ笑いながら、恋を見る。

　ビクッと恋の顔に緊張が走る。

「単位は絶対にとらなくてはいけません」

　ニコニコ。

「ましてや、２号が……いえ、翔しよう太たくんが勉強を見てくれる、というのだから、不満を言ってはいけません」

　ニコニコ。

「木星人で、地球人のことを知りたいというなら、地球の勉強もできて当然です」

「だが、しかし……」

「勉強しますよね？」

　愛あいさんはニコニコを恋れんにグッと近づける。恋はコメカミをピクピクさせて、

「はい……」

　下を向き、口を尖とがらせたまま頷うなずいた。

　愛さんの笑顔の裏には恐ろしい暗黒面ダークサイドが存在する。それには、恋ですら逆らうことはできない。傍はたから見ていた僕ですらゾッとしてしまう。

「それで、私はどの科目の勉強をすればいい？」

　恋はテーブルに並べたノートに目をやる。僕が一年生の時に定期試験用に作ったスーパー必殺ノート（テストをやっつけるという意味で）。恋のために門外不出の掟おきてを破った。

「えっと……」

　僕は言いづらそうな顔を恋に向ける。

「数学と英語と化学と物理と経済と世界史と倫理……」

「つまり？」

「国語以外の全すべて」

「ふざけるなあっ！」

　またテーブルを叩たたく。

「僕にキレるなよ」

「国語以外全部とかふざけてるじゃないか。どうして一度、勉強したのに、全部しなおさないといけない？」

「恋が全部赤点を取ったからです」

　愛さんが冷静に言う。恋は「ぐぐぐ……」と言い返せない。

「それにしても、宇宙人だというのに、国語は満点近いというのが……」

「なにか？」

　恋はカツアゲする不良のような顔で僕を見る。

「いえ、随分と現地の言葉に堪たん能のうだなと」

「当然だ！」

　フンと鼻を鳴らす。

「言っておくが、私の学力は一ひと片ひら恋に依存しているのだからな。木星人としての、つまり精神体としての私はもっと普遍的な存在なんだ。木星人は知識や記憶が精神上でシェアされているために、このような知識確認テストなどまったく意味がない」

「にしてもこのノート、よくできてますね。さすが翔しよう太たくんです」

　恋れんが熱く語る会話の流れをぶった切って、愛あいさんが僕のノートを覗のぞきこむ。一瞬、丸首から胸の膨らみがはっきりと見えて、ドキリとした。

「えっええ。で、でも、た、たぶん追試はほぼ同じ問題らしいので、テストの問題さえ解けるように、な、なればいいと思うんですよ」

　ノートを未いまだ覗きこんでいる愛さんの胸元をチラチラ見ては、僕はドキドキしながら答える。長い髪から漂う、シトラスのシャンプーの香りが鼻び腔こうをくすぐる。やっぱ、ビバ夏だよ、おいっ！

「ショ――――――タアアア!!」

「は、はいっ！」

　僕はビクンと背筋を伸ばして、突然、怒鳴った恋を見る。恋は眉まゆ根ねを寄せたまま、顎あごをしゃくりあげた。

「勉強する」

「はあ」

「勉強するから、もっとちこう寄れ。家庭教師のように横から教えて欲しい」

　ムスッとした顔で言う。

「いいけど」

　椅い子すを横に持っていくと、恋はようやく機嫌を直したように頷うなずいた。

「じゃあ、私はアイスコーヒーを作りますね」

　妙な空気を読んだように、愛さんが立ち上がる。ああ、僕のビバ・夏が去っていく……。名残惜しく、愛さんの汗でＴシャツが貼はりついてもブラが透けて見えない（たぶんつけてないから）背中を見つめていると、横から頬ほおをつねられた。

「なにすんだよ」

「勉強するんだから、真面目まじめにしろ」

「してるって」

　頬を押さえながら、肩をすくめる。

「それで、なにから勉強すればいいんだ？」

　恋は真剣な顔で僕を見る。

「それくらいは自分で考えて欲しいような気もする」

「じゃあ、リンリだな」

「なぜそのチョイス!?」

「お前が自分で考えろと言ったじゃないか！」

「そうだけど、倫理、基本覚えることばかりであんま教えることは……」

「あ――、うるさいな。分かった。じゃあ数学だ。数学の一番いいヤツを一つ頼む」

「いいヤツって……」

　どうしてこんなに偉そうなの、と思いつつ、僕は恋れんの数学の答案用紙を取り出す。

「追試はほぼ同じ問題が出るから。これを全部解けるようになればいいんだけど……」

　彼女の答案用紙を見ているうちに、それが割とハードであることに気がつき始める。解答欄はビッチリ、はみ出すくらい埋まっているのに全すべて討ち死に。用紙の上が死し屍し累るい々るい。

「とりあえず、一問目からやろうか。この二次関数の問題なんだけど……」

　気を取り直して、ジックリ読み始める。

　その途端、頭がクラクラとしてくる。一行目から問題とは関係無い式がいきなり現れている。それを解いていくから、当然、答えも合うはずがない。しかも、ちゃんと解けてない。実数の世界を越えて、虚数の世界に向かっている。

「恋……」

「なんだ？」

「この最初の式はどこから出てきたの？」

「問題を見ていたら、パッと頭に浮かんだ」

「シナプスをどう繋つなぎ間違えたら、そんな閃ひらめきが起きるの!?」

　ツッコミを入れながら、シャーペンを手に取る。

「とりあえず、スタート地点くらいは問題に沿っていこう！」

　ノートの上に最初の式を書く。

「これをスタート地点にして、やってみて」

「うむ」

　恋は大人しく式を展開していく。数学は好きだから教えるのも嫌いじゃない。顔を近づけて、ペン先を観察する。

　フワッといい匂においがする。愛あいさんとはまた違う、いいフレーバー。

（もしかして、姉妹でシャンプー違うのかなあ）

　目を細めながら、そんなことを思う。

「ショータ」

「ん？」

「ちょっとお前、近くないか？」

　恋が頬ほおを少し染めていた。

「だってそっちがちこう寄れと……」

「だからと言って、そんなに近づいたら暑いじゃないか。それに、口臭が気になるかもしれない」

「えっ？　オレの口、そんなに臭い？」

「例えの話だ」

　恥ずかしそうに顔を横に向ける。

「分かったよ。じゃあ」

　僕は椅い子すを離した。すると、恋れんはさらに不満そうな顔になる。

「それじゃあ、教えてもらってないみたいじゃないか」

「じゃあ、どうすればいいの？」

「これだから答えが一つしかないと考えるマニュアル人間は……」

　バカにするように笑って肩をすくめる。

「地球にはクーラーという文明の利器があるだろ……もん！」

「ってか、それ、マニュアル人間関係ないよね？」

「とにかく、これを使えば暑さも口臭も問題ないもん！」

　恋はテーブルの上のリモコンをエアコンに向ける。

「前方オールクリア！　エンジン全開！　設定18℃！　風量最強！　いけえ！」

　口で「ピッ！」とか、自分で効果音を発して、リモコンの電源を押す。だが、肝心の本体はうんともすんともピッとも言わない。

「どうした！　それでもかつて地球人を震しん撼かんさせた魔物か？」

　よく分からないことを言いながら、恋は何度もリモコンのボタンを押す。

「いや、無理だって」

「どうしてだ？」

「だって、電源抜けてる」

　僕はブラーンと壁からぶら下がったコンセントを指差す。

「くっ、姉者の陰謀か！　でも、これくらいでへこたれる木星人ではない」

　恋は立ち上がると、テクテクとエアコンの下へいく。

　そして、つま先立ちでコンセントに手を伸ばす。だが、届かない。その場でピョンピョンと跳ねても無理そうだった。

「むう」

　不満げにこちらを振りかえる。

「見てないで、手伝え」

「手伝う？？」

　言われた通り、恋の傍そばまでいく。

「どうすればいいの？」

「肩車して欲しい」

「本気か？　ってか、その格好で肩車か？」

　僕は恋の格好を見る。ミニスカートである。ミニスカートとは丈が短いスカートのことである。

「なにか問題あるかな？」

「その格好で肩車というのは、どうだろうか」

「格好？」

　恋れんは自分の穿はいているスカートを検分して、唇を尖とがらせた。

「べ、別に、なんの問題もないだろ？　スカートの中に頭を突っこむわけでもなし。何かが見えるわけでもないんじゃないか？」

「そうか。そういうものか」

　よく納得できないまま、僕は恋の前にしゃがんだ。恋は肩に足をかけて、背中に乗ろうとする。両手で恋の足を持つ。

　その時、

「うっ」

　顔に押し当てられる恋の太もも。ムニュッと柔らかで、ふんわりとしていて……。なるほど、ミニスカを肩車すると生太ももで頬ほおを挟まれる効用があるのか、これはマメだね。

「た、立ち上がるよ」

「うん」

　頭の上から声が聞こえたので、ゆっくりと立ち上がる。

「ちょっと待て」

「ど、どうかした？」

　まさか、太ももに胸を高鳴らせていることがばれたかと思い、焦る。

「いや……、ここで私が背中から飛び降りつつ、足を絡ませたショータの顔を床に叩たたきつけたらすごい技だな、と思った」

「ってか、僕、死ぬよ。必殺技だよ！　なに、凶悪な技を考えてるの？」

「そうだな。今は、コンセントに集中しよう……」

　そう言って恋はコンセントに手を伸ばそうとする。

　その時――、

「ダメです」

　僕の背後で愛あいさんの声。ビクッとして僕は肩車のまま振りかえる。お盆にアイスコーヒーを三つ並べた愛さんが、ニコニコと笑顔で立っていた。

「コンセントを入れることはなりません」

「どうしてだ？　だって暑いじゃないか」

「節電です。30℃になるまで、エアコンはつけません」

「もう30℃だぞ？」

　恋は壁のアナログ温度計を指差す。

「29・７℃です」

「四捨五入すれば」

「しません」

　愛あいさんは笑いながら首を振る。

「でも、勉強には最適な室温というものが」

「この温度なら問題ありません」

　ニコニコ。張りついたような愛さんの笑顔が恐こわい。

「分かったよ。ショータ、下ろせ」

「う、うん」

　僕は不審な気持ちになりながら、恋れんを下ろした。妙だ。素直すぎる。愛さんも怪しむような目つきをしていた。

　恋はトコトコとテーブルに戻っていくと、パタッと立ち止まり振り返る。

「温度を下げれないとなると、こっちが涼しくなるしかない。姉者、そうだよな？」

「そ、そうですね」

「よし」

　満足そうに頷うなずいて、リビングから出ていく。

「何を考えているんですかね？」

「さあ」

　しばらくオレと愛さんが、訝いぶかしげな顔を見合わせていると、

「ジャジャジャジャ――ン！」

　派手な効果音を口ずさみつつ恋が戻ってきた。

「……！」

　その格好に僕と愛さんは言葉を失う。

　水着姿である。しかも、派手なデザインのビキニだ。ピンクとブラウンのチェック。

「恋……。お前な……」

　呆あきれたように言う僕。隣で愛さんは首を振っていた。

「翔太にこっちの水着を見せるのは初めてだと思う。どうだ、可愛かわいいか？」

　恋はその場でくるっと回ってみせる。露出の少ないスクール水着に比べて、体つきのようなものがよく分かる。膨らみかけた胸とくびれかけた腰に、思わず目が行く。

「う、うん。まあ可愛いんじゃないか？」

「そうか。やった」

　恋は両手に拳こぶしをつくって嬉うれしそうに笑う。その仕草がちょっと可愛かった。

「じゃあ、涼しくなったところで勉強に戻ろう」

　恋は水着のまま席についた。

「いいですかね？」

　恐る恐る愛あいさんを見ると、唇を尖とがらせつつも頷うなずいていた。

「それでこの二次関数とやらが、なんだというのだ？」

「ええっと」

　オレは横に座りながら、先ほどシャーペンを走らせていたノートを確認する。

　ふと横を見ると、至近距離に水着姿の恋れんがいる。なんという肌色成分の多さ。視界の大半を占める肌色。水着というのはかくも肌が露出しているのか、と今更ながらに思う。

　見ていると変な気持ちになってくるので、ノートに集中しようとする。

「えっと、さっき言ってたのはさ……」

「ふむふむ」

　シャーペンを走らせようとする僕のノートを、恋が乗り出すようにして見る。ピッと手が、水着に覆われていない腰に当たる。電流が走ったみたいにビクッとした。

「うん。ショータ。お前、顔が赤いな？　暑いのか？」

「まあ暑いのは暑いけど……」

「お前も水着になるか？」

「いや、なりたくても持ってきてないし」

「だったらパンツ一丁になればいいじゃないか」

「さすがにそれは……」

「遠慮するな。パンツも海水パンツも似たようなものだ」

「気の持ちようが違うんだよ！」

「大丈夫。木星人にとっては些さ細さいな違いだ」

「地球人には大きな違いなの！　ってか、ズボンに手をかけようとするのは止やめろ！」

　僕がズボンの裾すそをひっぱり下ろそうとする恋の手から逃れようとしていると、

　ドン――。

　愛さんが激しい音を立てて、アイスコーヒーのお盆をテーブルの上に置いた。

　愛さんの顔を見た瞬間、暑さが吹っ飛んだ。かなり凶悪な顔で僕と恋を見ていたから。

「ごめんなさい。真面目まじめに勉強教えます……」

「確かに暑いわ」

　恋から慌てて離れた僕を無視して、愛さんは額の汗を拭ぬぐった。

「じゃあ、姉者、エアコンを！」

　恋が期待で目を輝かせる。

「却下。節電は絶対よ！」

「姉者、なんという節電意識の高さよ……」

「でも、クールビズは間違ってはないと思うの」

　そんなことを言って、リビングを出ていくと、二分かそこらで帰ってきた。恋れんと同じように水着姿で。

　愛あいさんは僕たちの前に立つと、そのダイナミックなボディを誇示するように、両手で後ろ髪をかきあげてポーズを決めた。

「どう。似合ってる？」

「似合ってます。似合ってますが……。どうしてスクール水着なんですか！　しかも、それ、高校のものじゃないですよね？」

　紺色のワンピースのスクール水着には違いないが、形がモサッとしていて変である。胸のところは大きな白いネーム欄になっている。しかも、愛さんの体には小さいらしく、パツンパツン。ナイロン生地が愛さんの体に合わせて伸びているかのようだ。

「これ、中学校の時の水着よ」

「またマニアックな物を持ち出してきましたね……」

「前はビキニだったから今回は変化を。翔しよう太たくんって、確かこういう水着好きよね？」

「そんなこと一言も言ったことありませんよ！」

　嫌いでもないですけど。

「まあ、いいじゃない。涼しければ」

　愛さんは鷹おう揚ようなことを言いながら、元の席に座る。僕が困ったような目で見ていると、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「さあ私のことは気にせず、恋に勉強を教えてあげてください」

「そうだ。ちゃんと教えろ」

「は、はあ……」

　ノートに視線を戻すが、やはり水着の愛さんのことが気になる。なにしろ愛さんは本当に、間違いなくナイスバディなのだ。恋だって着実に育ってはいるが、さすがに愛さんと並べば月とすっぽん。シャーペンを走らせながら、チラチラッと愛さんを見てしまう。

「ショータ。お前、真面目まじめにやっているか？」

　恋の不機嫌そうな声。

「やってる。やってるって」

　慌てて目線を戻していると、

「きついせいか、水着でも暑いわね」

　愛さんが胸元を指で摘つまんで、パタパタさせる。

（あ、愛さん！　なんという罪なことを）

　シャーペンを持つ手が震えた。

「ショータ、やっぱり暑いのか？　やっぱり脱いだ方がいいんじゃないか？」

「そんなことないって。だからズボンを脱がそうとするな」

「いや、お前は暑がっている。下着になるべきだ」

　恋れんはテーブルの下にもぐりこむと、強引に僕のズボンを下ろそうとする。ズボンをズリ落とされないように、僕は必死でズボンを掴つかむ。

「恋、止やめなさい。翔しよう太たくんが嫌がっているでしょ」

　愛あいさんが、ジーパンの裾すそを引っ張る恋の腕を掴もうとしゃがんだ時――、

　ビシッ――。

　なにかが破れるような音がした。

「あっ」

　愛さんの顔が引ひき攣つる。水着のお腹なかに、大きな裂け目ができていた。

　愛さんは顔をピクピクさせながら、ソ――ッと立ち上がろうとする。

　その時――、

　ビビビビビ――という、繊維が破れる音がして、紺色のスクール水着が縦に破れた。そして、ポロリと。大きく熟うれた果実のような胸が、僕の目の前で露あらわになる。

「キャ―――――!!」

　悲鳴を上げて両手で胸元を隠そうとする愛さんを瞳ひとみに映しながら、僕はカッと熱くなった鼻から鮮血を飛ばした。

　鼻血のジェット噴射で押されるように後ろに傾斜していきながら、頭がボーッとして、意識が遠くなっていく。そのままバタン――と、リビングの床に倒れた。

　暗転していく視界の中、「ショータ！」「翔太くん！」と叫ぶ恋と愛さんの声が聞こえたような気がした。



　こんな風にして、僕の高校二年生の夏は始まった。

　ビバ・夏。



　　　　　☆



「あんなんで本当によかったのか……」

　夕日に染まる道路を歩きながら、僕は漫然と呟つぶやいた。

　一ひと片ひら家で恋に追試の勉強を教えて帰っている。途中、鼻からの出血により意識を失うトラブルにみまわれたものの、その後、数学と物理だけは教えることができた。今日だけは特別、と、愛さんが空調も入れてくれたお陰で、水着の雑念もなくなり、効率も向上。恋も多少は分かってくれたと思う。

「次はもっと違う場所でするかなあ」

　一片家では雑念が多すぎる。真剣に勉強会をするならもっと快適で涼しい場所を……と、そこまで考えて、

「ってか、僕、なんで恋れんに勉強教えることに、マジになってるの？」

　と自分にツッコミを入れる。

　恋とつきあっていることになっているからか？　それとも愛あいさんから恋のお世話をする“〝いもうとがかり”〟に任命されたからなのか？

　恋は僕にとってどういう存在なのか、そんなことを考え始めるとドップリ深みにはまりそうなので、途中で止やめておく。なるようになるしかない、と思おう。

　時々頭をもたげるそんな命題について意識から振り払おうとしながら、僕は家路を急ぐ。

　恋と初めて出会った公園の傍そばの、小さな交差点に差し掛かった時――、

「あああ―――」

　交差する坂道から女の子の悲鳴が飛んで来た。

　そっちの方向を見る。坂道を滑降してくるスーツケースと、それに引きずられるように走る女の子が目に映る。

　その直後――、

　強い衝撃が僕の横っ腹を襲った。

「ぐはっ」

　ボクサーに殴られたような激痛と共に、僕はその場に倒れこむ。顎あごをアスファルトの舗装にぶつけ、その直後、視界が真っ暗になった。

　本日二度目の気絶!?　と一瞬思うが、どうやら違うことに気がつく。

　僕の頭の上からスッポリと袋状のものがかぶさっているらしい。そして、ボンヤリとした視界には、白っぽい三角形の布地が見える。

「！」

　それは女性もののパンツである。

（なぜパンツ？　というか、ここは一体どこ？）

　ボーッとした頭でそんなことを考えていると、

「いつまで入っていますか？」

　女の子の声が聞こえて、僕は覆っている布地の上から頭を押された。ズリズリとアスファルトの上に顎をすらせながら、僕は暗くら闇やみの世界から茜あかね色いろの外の世界に、強制脱出させられる。

　上体を起こす。

　目の前にポニーテールの女の子がペタンと座っていた。卵形の顔で長い睫まつ毛げの瞳ひとみをキュッと尖とがらせて、僕を睨にらんでいる。チェックのスカートに白いブラウスという格好。僕の横っ腹に当たったと思われる大きなスーツケースが倒れていた。

「……見ましたね」

　女の子は真っ赤な顔で、隠すようにスカートの裾すそを押さえる。

「いや、その……」

　僕は頬ほおをピクピクさせながら、どういい訳しようか考えた。あの状況で、見てないとは言えない。というか、むしろ見えすぎたくらいだ。

「いや、そのなんというか……。でも、大丈夫だよ！　薄暗くてあまり見えなかったから！」

「でも見たんですね？」

「いやいや、本当によく見えなかったって。パンツが縞しま々しまで、犬のマークっぽいのが入っていたことも分からなかったよ！」

「ななな！」

　女の子は真っ赤な顔をさらに赤くして、立ちあがる。その瞬間、短すぎるたけのスカートが跳ね上がりアングル的に……。

「あっ。犬じゃなくて、熊くまだったのか……」

　と、呟つぶやく僕。

「なななななっ！」

　女の子は顔を更に真っ赤にさせて、体をブルブルと震わせると、

「やっぱり見てました！」



    


  
    
      



    


  
    
      　ゆっくりしたモーションで足を振り上げた。そして、フリーキックを放つ長なが友とものような華麗なモーションで、蹴けり飛ばす。僕の頭を！

「うわっ、ガフッ！」

　僕は仰あお向むけに吹っ飛ばされ、また頭をアスファルトにうちつける。

　女の子は仁王立ちでそんな僕を指差す。

「誤解のないように言っておきますが、私はぜんぜ――――ん、恥ずかしくありません」

　と、啖たん呵かを切る。

「なぜなら」

　女の子は一呼吸置くと、

「なぜなら、私は木星人だから！」

　そう叫ぶ女の子の顔は、夕日と紅潮のダブル効果でものすごく赤い。さすがに恥ずかしくないことはないんじゃ……。

　というか、えっ？

「木星人……、だから？」

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　木星人だから恥ずかしくない……。どこかで聞いたようなコメントじゃないか。

　その意味を考えようとした時、女の子は反転した。倒れたスーツケースを起こし、逃げるように去っていく。

「ちょっ……」

　僕は手を伸ばして呼び止めようとするが、すぐに角を曲がって消えてしまった。

「なんなんだろう……」

　僕は立ち上がり、ズボンの埃ほこりを払う。

「ナウでヤングな女の子の間で、木星人が流は行やっているのかな……」

　肩をすくめる。

　そして、ちょっと可愛かわいかったなあ、と思う。もう一度会えたらいいなって、考えるくらいに。



　で、その希望はすぐにかなった。



    


  
    
      

２章　木星人は試験と一緒にやってくる







「なんで呼び出しなんですかね。しかも学校で……」

　一ひと片ひら家で恋れんに勉強を教えた翌日。七月最後の登校日の学校。

　今日も晴天。暴力的な日差しが照り付ける校舎。蝉せみの鳴き声以外何も聞こえない、奇妙な静寂に包まれた階段を降りながら、僕はポツリと呟つぶやく。

「よく理由は分かりませんが、今日は三人一緒に“〝通信基地”〟に行きたいそうです」

　横で、愛あいさんもやや疲れたように目を細めている。

「明日から夏休みだというのに……」

　僕は軽くため息をつく。さっき終業式が終わったばかり。クラスメイトは部活や買い物に行ってしまった。辺りがやけに静かなのはそのせいだ。

「私としては、三人で遊びに行きたかったのですが……」

「それ、賛成です」

　愛さんとウインドウショッピングとかしたかった。

「そう言えば、恋の追試対策は大丈夫なんですか？」

「昨日の続きを、基地でするって言ってました」

「試験、明日ですよね？　それに基地って暑そうで、とても勉強ができそうには……」

「そうですね。じゃあ、また水着になるとか……」

　愛さんは少し頬ほおを赤らめる。

「いえ、もう鼻血はイヤですから」

　僕はパタパタと手を振った。

　一年生の、恋の教室の前までくる。

「なんかまだホームルームやってますね」

「それに、なんかざわついてます」

　僕たちは首を傾かしげあう。他のクラスは既に教室の扉が開け放たれ、生徒たちは思い思いの場所に散っていた。ところが恋のクラスだけが閉め切られ、シーンとしている。

「なんか嫌な予感……」

　また恋がやらかしたのでないか。僕と愛さんは廊下に面した窓から、中を覗のぞいた。

　黒板の前に、担任教師と女の子が立っていた。着ている制服がうちと違う。ラインの入ったブラウスにチェックのスカート。なんだかアイドルグループでも着ていそうな制服。勝手なイメージで言うならば、都心の女子高の生徒が着てそうな感じだ。

　その顔を見た時、僕は「あっ」と叫ぶ。

「あの子……」

「知ってるんですか？」

「いや、昨日たまたま家の近くで見かけて……」

　ぶつかってパンツを見た、とはもちろん言わない。

　女の子は先生に促され、黒板に名前を書いている。

“〝文ふみ月つきゆう”〟、と。

「転校生ですね」

「たぶんそうですね」

　女の子、文月はチョークを置くと、ポニーテールを振りながら、こちらを向いた。どこか冷めた顔で、教室を見まわす。

「文月ゆうといいます」

　静かな声で言う。

「私は木星人です。地球の方はあまり話しかけないでください」

　ペコリと頭を下げた。その瞬間、ザワついていた教室がシンとなった。

　文月は時間が止まったような教室の中をおずおずと歩いていき、自席にスッと腰を下ろした。

　ちょっとした間の後、教室内に小さなざわめきが起きていた。教師が夏休みの注意を話し始めてもざわめきは収まらず、生徒たちは隣の生徒と言葉を交わしながら、文月に視線を向けている。

　みんなが何を話しているか、なんとなく分かる気がした。そして、恐らく話題になっているであろう一ひと片ひら恋れんに、目を向ける。

「ああ……やっぱり」

　僕は絶望的な声を上げて、額を押さえた。

　一片恋は、転校生の文月ゆうに、ギラギラと熱い視線を送っていたのだ。





「同胞だ!!」

“〝通信基地”〟と呼ばれる建物の中で、恋は立ったまま握りしめた拳こぶしを振り上げた。それを、パイプ椅い子すに座る僕と愛あいさんが困った顔で見守っている。

「お前も見ていたんだろう、あの、ええっと、ホニャララら……」

「文月ゆう、だよ。同胞なら名前くらい覚えようよ」

「地球のカバーの名前なんて、なんでもいい。大事なのは木星人だってこと！」

　恋は腕を振りまわす。

「地球に来て十年余。初めて、同胞に会えた」

　目を輝かせ、祈るように手を組んだ。木星人のくせにクリスチャン式だ。

「そんなに感激？　というか本当にあの子、君の同胞なの？？」

「だって、自分で木星人だって言ってたじゃないか。木星人、嘘うそつかない」

「それはそうかもしれないけどさ」

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せて、愛あいさんを見る。

「どう思います？」

「文ふみ月つきさんが本当に木星人かどうかですか？　……さあ、分かりませんね」

　冷静な様子で頷うなずく。そもそも愛さんの定義で、恋れんは本物の木星人になっているのかも不明だけど。

「本物かどうか、話してみればすぐに分かることだ。そのためにも、一度、ここに呼びたいんだ」

　恋はコクコクと頷く。

「別にここに呼ばなくても、さっきホームルームの後、声をかければよかったのに」

「そうしようと思ったんだが……」

　終わった直後、すぐに教室から出ていってしまったらしい。

「話しかけるな、とか言っていたし、一人が好きな子かもしれませんね」

　愛さんが少し不安そうな顔をする。

「それに学校じゃ、話しづらいこともあるだろう。できれば、ここに呼び出したいんだ」

「でも、みんなの前であんなことを言う子が、誘われて、素直にこんな所に来るかなあ」

「嫌がっても来させるんだ。無理やりにでも」

「それじゃあ誘拐だよ」

　僕は首を横に振る。

「とにかく明日、私が誘ってみよう。大丈夫。同胞なら来てくれるはずだ。遠く離れたこの星で、寂しい思いをしているはずだからな」

　自信たっぷりに言う。

「それはいいけどさあ……。明日、文月に会えんの？」

「えっ？　どういう意味だ？」

　恋はキョトンと首を傾かしげる。

「これだよ……。明日から夏休みだろ。文月が学校に来るとは限らないよ」

「ついでに言えば、明日、恋は一日中、追試です」

「ガ――ン。そ、そうか。そんな罠わなが隠されていた。むむむ―――――」

　僕と愛さんにケチをつけられ、恋は唸うなり始める。

「とりあえず夏休みが終わるのを待って、それから誘ってみたら？」

「そんな悠長なことを言っていられるか！」

　イライラとテーブルを叩たたく。

「木星人が与えられた任務はそれぞれ違う。次々とカバーを変えて、地球を移動していく同胞もいるだろう。今回だって転校してきたのだ。もしかしたら、またすぐに転校していくかもしれない」

「はあ。そういうものなの？」

「そういうものだ！　だからショータ。私はなんとか、あの同胞のホニャララを――」

「文ふみ月つきゆう、な」

「そう、そのゆうを、だ」

　恋れんは覚えるためなのか、「ゆう、ゆう」とラップのようなリズムで口ずさむ。

「“〝ゆう”〟と、早急に腹を割って話したい。それが同じ木星人としての責務だ」

　ガチッと僕の肩を掴つかむと、超真剣な顔を近づけてくる。

「分かった、分かったから。ちょっ、近いって」

　僕が横に顔を逃がそうとした時、

　ブチュ――。

　さらに顔をせり出してきた恋の頬ほおに、口の先が微かすかに当たってしまった。

「げっ！」

「なっ！」

　恋は目を見開いて、あとずさってたじろぐ。

「ご、ごめん、めんご！」

　僕も慌てて、恋から離れる。鼓動がいきなり超加速した。

「ショ、ショータ。お前、い、いきなり何をするんだ」

　恋が恥ずかしげに赤らめた顔を横に向ける。

「いや、今のは偶然で、事故であって……」

「い、いや、別にいいんだ。私とショータは恋人同士なんだからな。いいんだけどな、でも、そういうことをやる時は事前に言ってくれないと、心の準備ができないじゃないか」

　恋は指を突き合わせながら、窄すぼめた口をボソボソと動かす。

「いや、だから、今のは……」

　僕がパタパタと手を振っていると、

　オホン――。

　背後で咳せきばらいが聞こえた。愛あいさんが目を糸のように細めてこっちを見ている。

「妹と仲良しする時は、私のいないところでやってもらいたいわ」

　ものすごく冷たい声で言う。

「は、はい。イエッサー」

　背筋を伸ばして、ビシッと敬礼ポーズする。

「と、とにかくだ。可及的速やかに、わ、私はゆうに接触したい」

　恋れんはまだ少し赤い顔のまま話題を戻す。

「ショータ、手伝ってくれるよな」

「ああ、うん。分かったけど……」

　僕は言葉を濁す。

　文ふみ月つきゆうに恋のことを話すこと自体は簡単だけど、実際に会ってくれるかどうかは実に微妙だと思った。





「私は協力したいです」

　恋に明日の追試の勉強をさせている間、“〝通信基地”〟の隅で僕は愛あいさんと秘密会談をしていた。

「恋のクラスメイトですし。もしかしたら、友達になれるかもしれませんから」

「そうですよね。愛さんならそう言うと思ってました」

　僕はハアとため息を吐つく。

「翔しよう太たくんは、反対ですか？」

　愛さんは心配そうな顔をする。

「反対ってわけじゃないんですが……」

　僕は顎あごに手を当てる。

「あの文月って子と、恋、本当に友達になれますかね？」

「それは……、私もちょっと心配です」

「確かに木星人を自称していますが……」

「そうですね。文月さんは、恋とは違う木星から来たのかもしれませんね」

　愛さんは遠い目をする。

「ち、違う木星、ですか？」

「人それぞれ、木星もそれぞれですから」

　愛さんは時々、不思議なことを言う。

「そういう意味で言うと、もし、文月が恋の希望とは違ったらどうします？　ってか、恋は木星についてかなり妄想を膨らませていますよね。とても世界観が一致するとは……」

「かといって、事前に口裏を合わせておくのもちょっと無理です。そこまで協力してくれる理由はありませんから」

　愛さんは首を振る。

「巧うまくいくとしたら、そうですね。文月さんも恋の友達になりたいと思ってくれたら。同じ木星人として」

「そんなこと、ありますか？」

　僕と愛あいさんは腕を組んで、ウ――ンと唸うなる。僕は、転校早々、話しかけるなって言うような子が、恋れんと友達になりたいと思うとは、ちょっと思えなかった。

「まあ、ダメもとでやってみましょうかね」

　僕が自信なさげな顔をすると、愛さんも似たような顔でコクリと頷うなずいた。



　　　　　☆



　ガランとした薄暗い教室。開かれた窓から吹きこむ灼しやく熱ねつの風。近くの樹木から聞こえる蝉せみの声に混じって、遠くから部活のかけ声が聞こえる。

　夏休み初日の学校の朝。僕は一年生の教室で、机に腰掛けている。

「それで、試験の方は大丈夫なわけ？」

　僕は席についている恋の方を見る。

　夏休みは学校に来ない、という信条をやぶって僕がここにいるのは、今日、恋が丸一日かけて追試を受けるから。先生も早く成績をつけなければいけないので、全科目、同じ日におしこめられた。生徒会の仕事に行ってしまった愛さんに頼まれ、僕は午前だけ、恋の様子を見ることになった。

「大丈夫だ。問題ない」

　恋は意味不明にもニヤリと笑う。机には筆記用具のみ。ノートや教科書などは一切なし。最後に駆けこみ勉強をする気など、さらさらないらしい。

「本当かよ。恋の大丈夫ほど危ないものはないからなあ」

「心配するな。つまり、あれだろう？　二次関数の問題では自分で勝手な式を立てない」

「……その通りだが、それが全すべてというわけじゃないよ。しかも、それ数学に限った話だよね？」

「だから大丈夫だ。ショータがあれだけ教えてくれたんだからな」

　恋は微笑ほほえみを僕に向ける。

「恋……」

　僕も優しげに目を細めつつ、

「言うほど、教えてないんだけど……」

　冷静に指摘した。

「でも、コツは教わったぞ。あれだろ。自分で勝手に式を……」

「もうそれはいいから」

　やれやれと首を振る。

「そろそろ時間だね。僕、午前中は学校にいるから。しっかりやれよ」

「うん。ショータは、えっと……。そう、ゆうと接触する方法でも考えておいてくれ」

「へいへい。じゃね」

　僕は椅い子すから降りると、手をパタパタと振って教室を出て行く。廊下に出ると、入れ替わるように、高一の数学教師が入っていく。

「もしかして、追試受けるの、恋れんだけかなあ？」

　やっぱり不安になってくる。

「まあ、いいや。それより、どこで時間潰つぶそうかな」

　何しろ部活もやらず、委員会にも属さず、できるだけ学校にはいないようにしているから、勝手が分からない。

「とりあえず、図書室にでも行こうか」

　一年生のオリエンテーリング以来、一年ぶりくらいだった。



　少々迷ってようやくたどりついた図書室の席で、僕が『大学への数学』というややマニアックな数学の雑誌を読んでいると、

「どうしてダメですか？」

　貸しだしカウンターの方から、女の子の声が聞こえた。最近、聞いたことのある声だ。

　体を傾けて、声のした方を見ると、ポニーテールの女の子の背中が見える。間違い無い。文ふみ月つきゆうだ。

「ガ―――ン」

　僕は一人で効果音を付けて、悩んでしまう。まさか、こうも簡単に文月ゆうと再会できるとは予想してなかった。

（どうすっかなあ……）

　見なかったことにする、という選択肢もあることはある。ここで頑張っても、僕にそれほどメリットがあるかというと実にビミョーだし。よくて、恋から「よくやった！」って上から目線で誉められるくらいだ。

「でもまあ……」

　ブツブツ言いながら僕は立ちあがる。

　どちらにしても、恋に急せかされていつかは文月と接触することになる。めんど臭そうなことは、早めに済ませておくのが僕の流儀。どうやら、文月はトラブっているらしいから、放ほうっておくのもあれだし。

「どうして、図書カードを作ってもらえないのですか？」

　文月は小さく眉まゆを寄せている。感情を押し殺しているが、不機嫌なのは明らかだ。

「生徒手帳がないと、ＩＤが分からないから。登録できないんです」

　図書委員の眼鏡の女の子が困った様子で答えている。よく見ると、近こん藤どうケイだった。同級生。一年生の時、クラスが同じだった。

「生徒手帳の発行は九月と言われました。夏休みの間、本は借りれないということでしょうか？」

　文ふみ月つきは残念と不満が入り混じった目で近藤を見る。

「えっと、ですね……」

「私が木星人だからですか？」

「え？」

「あ―――、ちょっといい？」

　文月の横から口を挟む。文月と近藤がこっちを向く。

「天あま乃のくん？」

「あっ、あの時のパンツの人……」

　文月が顔を赤らめて小声で呟つぶやく。

　くっ。やっぱり向こうも覚えていたかぁぁぁ。あり難がたくない二つ名に、コメカミをピクピクさせる。

「ええっと、あれだよね。図書カードを作りたいんだけど生徒手帳のＩＤがないと、登録できないんだよね？」

　近藤の方を向くと、「そうそう」と頷うなずいた。

「確か、転校生とか新入学生は、入学の時に、ＩＤ番号が書かれた紙ペラがもらえるはずだけど。仮の生徒手帳になるって言われなかった？」

「？　あっ」

　文月が鞄かばんを漁あさって、中からＡ４の紙を一枚出す。

「そこにバーコードが入ってない？」

「ホントです……」

　文月はばつが悪そうに紙を、カウンターに差し出す。紙にプリントされたバーコードを読むと、ＰＣがピッと反応する。

「ちゃんと、データは登録されているわね」

「うん。それで図書カードは作れるんじゃない？」

「うん」

　近藤は手て馴なれた手つきでパソコンを操作する。その間、文月がジッとこっちを見ている。僕は気がつかないふりをする。

　五分足らずの間に、ラミネート加工されて図書カードができた。

「本の返却期限は一週間です。超える場合は、延長手続きをしてくださいね」

　ニッコリ笑って図書カードを差し出すと、文月がコクリと頷く。

「転校生ならあんまり図書室のこと知らないよね？　天あま乃のくん、説明してあげてくれないかな？」

「え？　なんで僕？」

「今日、私一人しかいないから。利用法くらいは分かるでしょ？」

　近こん藤どうは手を合わせる。

「う――ん、それくらいなら……。でも、僕でいいの？」

　文ふみ月つきを見る。

「別に、いいです……けど」

　文月はツンツンと言う。

「じゃあ、僕がオリエンテーリングで教えてもらった通りのことを説明するから」

　僕はコクリと頷うなずいた。



「その……」

　本棚の分類を説明しながら図書室内を歩いていると、急に文月が立ち止まり、ボソボソと窄すぼめた口を動かした。

「うん？」

　僕は首を傾かしげる。

「ありがとう、です。お陰で図書カードをもらうことができました」

　文月は少し照れくさそうに赤く染めた顔を下に向けていた。

　僕は目を瞬きさせる。意外に素直で驚いた。

「いや、別に感謝されるほどのことをしたわけじゃ」

　頭を掻かいていると、

「ホント、ありがとです。………………パンツ見た人」

「ちょっ！」

　思わず人がいないか周りを見てしまった。

「その呼び方止やめてよ」

　口に手を当てて、小声で言う。

「だって実際、見ましたよ？」

「そりゃそうかもしれないけど、だからってパンツ見た人、って呼び方はないよ。酷ひどいよ、酷すぎる」

「じゃあ略して、“〝パンツ見た”〟？」

「大して変わってないよ」

「大胆に省略して“〝パンツ”〟で」

「最悪だ」

　僕はブンブンと首を振る。すると女の子はいじけたように口を尖とがらせる。

「だって……名前、知らないですから」

「だからってパンツ呼ばわりするの？　天あま乃の翔しよう太た。それが僕の名前」

　名刺代わりに生徒手帳を見せつける。文ふみ月つきは写真をジッと見ると、

「なるほどお。天乃さん、ですか」

　と、目を細めて、うんうん、と頷うなずいていた。

「私は文月ゆうといいます」

「知ってる」

「むむっ。なんでですか？　図書カード覗のぞき見みましたか？　ダメですよ。覗きはダメです」

「違うよ。昨日、教室で自己紹介しているのを見た」

「なんで一年の教室に天乃さんがいるんですか？　もしやストーカーですか？　パンツ見たから好きになったんですか？」

「ちがう。ぜんぜん違う！」

　首をブンブン振ると、文月は小さく微笑ほほえんだ。

「冗談です。図書カード、ありがとでした。夏休み中、図書室を使えないのは不便過ぎでしたから。パンツのことは帳消しです」

　僕は「うっ」、と視線を逸そらしてしまう。相好を崩した文月の顔が、ものすごく可愛かわいかったから。

「図書室の案内はもういいです。よく分かりました」

「そ、そうなの？」

「だってどこの図書室も似たりよったりです」

「それはまあ、確かに」

「それに私、これから家に帰らなくてはいけないのです。今日、引っ越しのダンボールが届きますから」

「そっか。だよな。まだ引っ越し直後だもんな」

　僕はポンと手を打つ。

「では、失礼します。天乃さん」

　文月が手を挙げると、ポニーテールを翻して回れ右する。

「ちょ、ちょっと！」

「なんですか？」

　振りかえる文月がキョトンと小首を傾かしげる。

「いや、その」

「なんでしょうか？　もしかして、また、パンツ見たいですか？」

「ちがうよ。そうじゃなくてさ……」

　文ふみ月つきの表情にややたじろぎ、僕は息を呑のみこむ。

「あのさ………。なんで木星人なの？」

「？　ああ――」

　ポンと手を叩たたく。

「だって、私、木星人ですから」

「いや、それ理由になってないし」

「立派な理由です。とにかく、木星人なのです。自分が地球人なわけありません。だから地球人とは仲良くできないのです」

　と、口を窄すぼめる。

「いや、気を悪くしたらあれなんだけど……」

　思わず上目遣いになってしまった。

「実は文月ちゃんのクラスに……」

「ちゃん付けは、やや気持ち悪いので止やめてください」

　うっ。ちょっと傷ついた。

「文月の教室に、実はもう一人、自称木星人がいるんだ」

「……？？」

　不審そうに目を細めた。

「その木星人も、女の子なんだ」

「ふ――む。そうなんですか」

「で、その子が君と話したがっているんだけど。どうかな？」

「……」

　文月は細めた目のまま、僕を見ている。

「その子と天あま乃のさんはどういったご関係でしょうか？　彼氏彼女の事情ですか？」

「い、いや……、表向き上、付き合っていることにはなっているのだけど、実際はそのお姉さんに頼まれてお世話をしているというか……」

「？　よく意味が分かりません」

「実は僕もよく分かってないんだ」

「……」

　文月は首を傾かしげている。

「一度、来てくれるだけでいいんだ。もしかしたら、それでダメになる可能性もあるけど」

「ダメになるというのは？」

「いや、君のことを木星人と認めなかったりしたら……。もしかしたら、不愉快な思いをさせることになるかもしれないけど」

「知らない人と話すだけでも、不愉快になるかもしれませんが……」

　眉まゆ根ねを寄せる。

「カノジョじゃないということですが、天あま乃のさんはその子のことが好きなのですか？」

「いや……、そういうわけじゃない、と思う」

「そうですか」

　文ふみ月つきは思案顔で顎あごに手をあてると、

「分かりました。では、行きます」

　頷うなずいた。

「マジで？　マジで来てくれるの？」

「嬉うれしくないですか？」

　文月は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「いや、嬉しいよ。いや、ホッとしたよ。でも、今の説明でオッケー出るとは思わなかった。ありがと。マジ、感謝だよ」

「図書カードのお礼もしたいですから……」

　文月は少し恥ずかしそうに、顔を横に向ける。

「では、その子とはどこで会えばいいですか？」

「本人に聞いて、セッティングするよ。連絡先、教えてもらってもいい？」

「はい、分かりました」

　携帯の電話番号とメアドを交換していると、文月は突然、目を怪しむように細めた。

「会いたがっている人がいる、と言うのは嘘うそで、実は最初から私の電話番号がパンツさんの目当てだったりしませんか？」

「それはない。自意識過剰。というか、パンツさん復活させないでよ」

「じゃあ、連絡待っています」

　一転、文月は笑う。僕はまたドキリとする。性格がきつくて、いちいち上から目線だけど、笑った顔は可愛かわいい。

　文月は回れ右すると、スタスタと歩いていく。

（木星人vs木星人か……）

　左右に揺れるポニテをいつまでも見守りながら、僕は波は瀾らんの予感を覚えていた。



　　　　　☆



　新緑の萌もえる夏の森、蝉せみの大合唱の中を僕は歩いていた。

　恋れんが“〝通信基地”〟と呼ぶ山の上の施設へ続く山道である。最近、よく召集されるので慣れたもの。息が上がることもなくなった。喜んでいいものやら。

　僕の前方を、文月が歩いている。真っ白なシャツに短い丈のチェックのスカート。真っ黒なタイツに覆われたほっそりとした足が眩まぶしい。

「天あま乃のさん……」

　急に立ち止まり、振りかえった。

「こんなところに本当にあるのですか？　秘密基地？」

「あるんだなこれが」

「と言いつつ、実は私をこんな人ひと気けのないところへ連れていって、変なことをするつもりですね」

「断定!?　しないよ、そんなこと」

「パンツを見た余勢を駆って、といったところでしょうか？」

「知らないよ。いいから、しゃきしゃき歩いて。先方はもう待ってるから」

「はい」

　手を振って促すと、文ふみ月つきはまた歩き出した。

（ホント、大丈夫かなあ）

　心配な気持ちになりながら、追いかけていく。

　昨日、午前の追試が終わったばかりの恋れんに文月と接触したことを話すと、すぐに会いたいと言い出した。その結果、文月の都合もよかった今日、秘密基地での会談（？）が決まったのだ。で、僕は文月と待ち合わせして、連れていっているわけ。

「あの、天乃さん」

「今度はなに？」

「私と会いたがっている、木星人の女の子というのはどんな子ですか？」

　前を向いたまま、文月は尋ねてくる。

「どんな子って、また抽象的な質問だなあ」

「顔は可愛かわいいですか？」

「見ただろ、終業式の日。同じクラスなんだから」

「クラスの誰だれの顔も覚えていません」

「そっかあ」

　僕は肩をすくめる。

「可愛いかどうかっていうと、まあ、可愛い部類に入るんじゃないかな」

「そうですか」

　文月は真剣な顔で振りかえる。

「私よりも可愛いですか？」

「感想には個人差があります」

「天乃さんの好みはどうですか？」

「なんで僕にそんなハイレベルな質問ぶつけてくんの？　どっちも可愛いよ。優劣つけ難がたい。それでオッケー？」

「オッケーではないですが、オッケーです。では、性格はどうですか？」

「性格？　あ―――、恋れんは、まあ、木星人だな」

「私も木星人です」

「お前よりもっと木星人だ」

　僕は断言する。

「木星人に程度がありますか？」

「あるんだよ。なんというか、ぶっ飛び方？　文ふみ月つきの場合、木星人と言っても、話していてカルチャーショック、あんまないんだよな」

「でも、私は木星人です。私が地球で生まれたはずがありません」

　文月はやや真面目まじめに言う。

「はずがないって言われても。まあ、大事なのは僕よりも、恋が文月を木星人だって認めてくれるかなんだ」

　再び心配になってくる。

「文月、恋の木星人トークに合わせること、できる？」

「分からないです」

「だよね……。でも、もしニセモノだって怒られたりしたら、ゴメン」

「私はニセモノではありません。木星人です」

「……」

　やや強い口調でいう文月に、僕は眉まゆをひそめる。

　もし、同じノリで恋と木星人論争を始めることになったりしたら、面倒臭いことになるかもしれない。



「もしかして、基地、あれですか？」

　山道が終わり、森が途切れると、再び文月が立ち止まる。屋上に鉄塔の立つコンクリートの建物を指差した。

「ああ。あれが“〝通信基地”〟だ。木星との交信を行う」

「そうですか。あれが基地ですか……」

　文月は何か考えるように、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「何も言っちゃダメだよ。どんなにツッコミどころ満載だとしても」

「はい。とにかく、あそこに一ひと片ひら恋さんがいるのですね」

「うん。お姉さんの愛あいさんと一緒に」

「そうですか。では、早速、行きましょう」

　文月はコクリと頷うなずくと、通信ベースの入口へ歩み寄っていく。僕は彼女を追いぬくと、扉に手をかけた。

「いい？　どんなに変なものを見ても、気にしちゃダメだよ。ここじゃツッコミを入れた人が負けなんだから」

「よく分かりませんが、了解です」

「じゃあ、開けるよー」

　僕はそ――っと、ドアノブを回す。

　――と。

　パ――ンと、小気味よい音がして、紙ふぶきが舞った。

「よく来た。歓迎する」

　クラッカーを持った恋れんが、にこやかな笑いを浮かべて立っている。その横には、かなり恥ずかしそうな顔の愛あいさんも立っている。天井からは、「歓迎同胞」と中国の観光地にあるような文字が踊る横断幕がぶら下がっていた。

「うっ――」

　文ふみ月つきは眉まゆ根ねを寄せて、玄関のところに立ちつくす。

「よく来てくれた」

　恋はいつもの不ふ遜そんな態度で文月に近づいてきた。

「地球での名前は一ひと片ひら恋という」



    


  
    
      



    


  
    
      「文ふみ月つきゆうです」

　文月は戸惑いの表情のまま、差し出された恋れんの手を握る。

「ショータから話は聞いているとは思うが、私は木星人だ。丁度、十年前に地球にやってきた。花の十年組と呼ばれている一人だ」

「花の？　十年組？？？」

　文月はどうリアクションをとればいいのか、分かりかねているような顔をしている。

（考えるんじゃない感じるんだ。ツッコミはご法はつ度とだぞ）

　僕はハラハラしながら、文月を見守った。

「文月はいつ、地球に来たんだ？」

　恋はキラキラと純粋な目で、文月を見る。

「……あまり、そういうのは分かりません」

「赴任の年を覚えていない？　そんな大事なことを？」

「昔の記憶がありません」

「ああ。地球人と一体化する時は、よくあるから」

　恋は同情するように頷うなずく。

「同じ理由で、地球に来る以前のことについて、あまり覚えていません」

「ふ――――ん。そうかあ」

　恋は不安そうな顔をする。

「でも、だとしたら、木星人ではないかもしれないじゃないか」

「いえ。私が木星人なのは間違いありません」

　そこだけは譲れない、という風に文月は言った。

「私が木星人なのは本当です。でも、木星の記憶はないから、他の木星人と話が合うかどうかは分かりません。ただ、天あま乃のさんが私に会いたがっている子がいる、と言うので来ました。信じられないと言うなら、それでも構いません」

　淡々と文月は言う。

「ふむう。私も同胞を疑いたくはないんだが……、こういうこともあろうかと、こんな物を用意してある」

　恋は近くのアルミテーブルの上から、Ａ４のプリントを取ってきて、文月に見せる。横から覗のぞくと、文字がいっぱい並んでいた。

「これはなんですか？」

　文月が不安そうな顔をする。

「これは木星人検定試験だ」

「検定試験!?」

　恋以外の全員の声が重なった。確かに紙の一番上に、「検定試験」と書かれている。

「け、検定試験って？？」

　思わず聞いてしまった。

「これは木星人ならば、誰だれでも知ってる“〝常識”〟やあるあるネタを集めて作ったんだ」

「木星人のあるあるネタ？」

　なんだそれ。

「検定試験で八割以上、木星人検定一級以上をとれない限り、ゆうを木星人と認めるわけにはいかないな」

「ちょ、ちょっと恋れん」

　僕はチラチラと恋の顔色をうかがう。

「こっちから呼んでおいて、こんな試験を受けさせるのは酷ひどくないか？」

「どうして？」

「いや、だって。垂れ幕やらクラッカーまで用意しておいて、疑うような真ま似ねは……」

「仕方がないだろう。ゆうが木星人だという証あかしがないんだから」

　恋はブウと唇を尖とがらせる。

「なんだか話が違いますが……」

　文ふみ月つきは文月で、当惑したような目で僕を見る。

「いや、なんというか……。ごめん」

「でも、いいです。分かりました、受けます。でも、点数が悪かったら、私は恋さんに殴られるのですか？　ボロボロにされますか？　ボロ雑ぞう巾きんのようにされますか？」

「大丈夫だ。木星人とは認めないが、暴力は振るわない」

「分かりました。では、受けます」

　文月は椅い子すに座って、鞄かばんからボールペンを出した。彼女の前に、恋が検定試験の問題を並べていく。

「全部で二十問。全すべて選択問題。十六問以上で一級だ」

「はい」

　文月は冷静な顔で、テストに目を向ける。僕はそれを横から覗のぞきこむ。



　問１・木星人が傘を持っていった日に限って雨が降らないのはなぜ？

　選択肢・１（雨季だから）２（水星が隣りにあるから）

　　　　　３（雲がないから）４（恋をしているから）



　あ――、意味分かんない。というか、あるあるネタかどうかすら判断できない。選択問題とはいえ、こんな恋の妄想を集めたような問題で、文月が八割以上とれるわけがない気がする。

　僕は隣りで同じように問題を覗のぞきこんでいる愛あいさんと顔を見合わせて、首を振る。

　だが、そんな僕たちの心配をよそに文ふみ月つきはすごい勢いで選択肢を選んでいく。ちゃんと問題読んでいるのか？　と心配になるくらいだ。

　問題を進めていく文月を見ながら、僕は申し訳無い気持ちで一杯になっていた。わざわざこんな山奥まで連れてこられて、電波なテストを受けさせられるなんて。ゴメン。本当にゴメン。

　二分も経たないうちに、文月はボールペンを置く。

「やりました」

「さすが早い」

　恋れんが満足げに笑う。試験の点数が悪過ぎて、笑みが激しい怒気に変わったら、と思うとゾッとする。

　恋は学校の先生が使っているような赤ペンを持って文月の横に座ると、丸付けを始める。

　一問目は、正解だった。

　おおっ。

　これで〇点はなくなったから、ホッとする。ちなみに答えは（４）だったらしい。

　二問目も……正解。

　続いて、三問目、四問目も正解。さらに○が増えている。

「えっ？　えっ？」

　増えていく丸に、僕は目を瞬きさせた。

　四択だから偶然正解する確率は四分の一。四問正解する確率は０・４％以下。こんな偶然がある？　……とそんなことを考えている内にも、正解がどんどん増えていく。もしかして、恋がバツの代わりに○をつけているのでは、と思うほどだ。

　一体どんなインチキをしたんだろう。

　そう思って文月の顔を見ると、僕と同じように目を瞬きさせていた。

（本人も驚いてる―――!?）

　既に答え合わせは十九問まで来ている。いままでのところ全問○。

　最後の問題――。

　僕はゴクッと生なま唾つばを飲みこみ、恋の赤ペンに注目する。愛さんと文月もジッと見つめている。

　そして、

　クルッと赤ペンは円を描いた。

「おおおお！」

　思わず僕は歓声を上げてしまった。

　こんな偶然がある？　ってか、本当に偶然なのか？　とにかく答案用紙では二十問全すべてに丸がついている。

「うむ」

　恋れんが満足そうに笑った。

「ゆうの木星人レベルはＳ級だ。というか、木星人そのものとしか考えられない」

　改めて文ふみ月つきに手を伸ばす。

「ゆうは木星人だ。疑ったりして悪かった」

「……」

　文月は目をパチパチ瞬かせながら、恋の手を握りかえす。彼女自身、何が起きたのか、分かっていないようだった。

「それにしても、記憶がないなんて嘘うそをつくなんて、ゆうは人が悪い。それとも潜在意識下に記憶が残っていたのか？」

「いえ、そんなことはない、と思います。たぶん……」

「紛れもなく、文月は木星人だ。同胞に会うことができて嬉うれしい」

　恋は手を放すと、ガバッと文月の腰に抱きつく。

「ハア。どうも……」

　文月は頬ほおを引ひき攣つらせながら微笑ほほえみを浮かべる。そんな二人を横目に、僕と愛あいさんは首を傾かしげあった。

「愛さん、何かしましたか？」

「やってないわよ。翔しよう太たくんこそ何かしたんじゃないの？」

「やってないです」

　文月が何かやったようにも見えなかったし。一体、どうなっているんだろう。

「木星人であることが確信できたところで、改めて話を聞きたい」

　僕たちは文月を囲うように椅い子すに座った。

　中央で、文月は居心地が悪そうな顔をしている。

「聞かれても、私は覚えてないかもしれません……」

「知らなかったら知らなくてもいいんだ」

　恋はあっさりそう言って、頷うなずく。

「ゆうの地球上での任務はなんだ？」

「任務？」

「そうだ、任務だ。お前も地球に派遣された以上、何か任務を与えられたのだろう？」

「なるほど。そういう任務ですか」

　文月が理解したように頷いた。

「私の任務は地球人のメンタリティを調査することなんだ」

　恋は誇るように胸を押さえる。

「理由は言うまでもないな。来きたるべきジュピターアタックまでに、地球人と木星人が共生できるか把握する必要があるからだ」

「共生、ですか」

「そこで……。任務遂行のため、地球人のメンタリティを調べるため、そこにいるショータと恋人になることにしたんだ」

「ええっ？」

　指差す恋れんの手と一緒に、文ふみ月つきが驚いたような顔をこっちに向ける。僕はコメカミに汗を浮かばせながら、「アハハ」と愛想笑いを浮かべる。

「恋愛は地球人にとっては大事なメンタリティだからな」

「なるほど、です」

　文月はなぜか穏やかな笑みを口元に浮かべて、僕を見る。なぜだ。なぜそんな顔をする。

「で、ゆうはどうなんだ？」

「わ、私、ですか？」

「何をするために地球に赴任した？　まさかそれまで、記憶になかったりするのか？」

「私の任務は……」

　文月は真面目まじめな顔で、顎あごに手を当てる。

　僕は心配になってそんな文月を眺める。あんまり変なことを言ってボロを出すなよ、と思った。

「私の任務は……」

　文月はゆっくりと恋に目を向ける。

「木星人と地球人が、交配できるかを調べることですっ！」

　そんなことを叫んだ。

「……」

　シ――ンとその場が凍りつく。

　な、なにを言い出すんだ、この子！

　僕は顔を引ひき攣つらせた。頬ほおの筋肉がピクピクと痙けい攣れんする。愛あいさんも彫刻のように固まっていた。

　交配って、男女が子孫を残すための云うん々ぬんかんぬんだろ？　なんで、どっからそういう話が出てくるわけ？

　文月……。恐ろしい子。

　一方、恋は、「交配？？？」と、首を傾かしげている。

「そうです。交配です」

「地球人と木星人が交配できるか調べるのか？」

「そういうことです」

「な、なるほど。つまり、将来のジュピターアタックの後、異星間で交配することもありえる。それができるかどうか調べているわけだな」

「え？　はい、イエスです」

「だが……、精神体的な存在である木星人が肉体的な実在を主とする地球人と交配できるはずがない。あっ、つまり、地球人のボディに入りこんだ状態で、本物の地球人と交配できるかってことか？」

「本来の狙ねらいはそうです」

　文ふみ月つきはしゃあしゃあと答える。

「そうか。肉体的に同化しても、精神的に木星人である我々が地球人と交わることができるとは限らない……。なるほど、確かにそうだな！」

　恋れんは納得したように頷うなずく。

「交配相手を探すために世界中を旅してきましたが、なかなかこれといった相手がいなくて困っています」

「あ――なるほどな」

「交配にはメンタル的な繋つながりも必要です。その辺、一ひと片ひらさんの調査とかぶります」

（よく言う……）

　僕は半ば呆あきれながら、文月を眺める。

「かといって、いつまでも調査を遅らせているわけにもいきません。そろそろ結論を出したいと思っているのですが……」

「なるほど」

　恋はそう言うと、胸をポンと叩たたいた。

「そういうことなら、私に協力させてくれないか。私はここに赴任して十年になるから地の利がある。交友関係も広い。交配相手などすぐ見つかるはずだ」

「言うほど交友関係広かった？」

　思わずツッコミを入れる僕。

「うるさい。その気になれば広いんだ！」

「いたっ！」

　力いっぱい、足を踏みつけられた。

　その様子を眺めていた文月が、ムッと口を引き結ぶ。

「そういうことでしたら……」

　控えめに僕を指差した。

「任務遂行のため、天あま乃のさんを貸してください」

「はっ!?」

　パカッと口を開けてしまった。

　任務遂行のためってことは、つまり、交配相手ってこと？　またまた何を言い出すんだ、この子。

「それはダメだ」

　恋れんは真剣な顔で首を振る。

「どうしてですか？　天あま乃のさんなら木星人に理解もあるから、話も早いです」

「いやいや、それほどでもないから」

　僕はパタパタと手を振る。

「とにかくダメだ。協力はする。でも、ショータはダメだ」

　恋は首を振りつづける。

「だって、ショータは私の恋人なんだから」

　大きな声で言って、恋は胸を手で押さえた。

　――私の恋人なんだから。

　その言葉に、ドキリと胸が高鳴る。なぜか興奮する。トキメキというヤツかもしれない。

「恋人なら、どうしてダメなんですか？」

　文ふみ月つきがしつこく尋ねる。

「とにかくダメだ」

「なぜですか？　もしかして、一ひと片ひらさんは、既に交配した後ですか？」

「いや、してない……よな？」

「なぜ疑問形で僕の方を見る!?　もちろんしてないでしょ！」

「では問題ありませんね」

「文月のその考え方もおかしい」

　僕は文月に向かって手を振る。

「文月さんは、翔しよう太たくん以外の相手を探すべきよ」

　そこに、愛あいさんが有無を言わせない口調で言う。細めた目で文月を睨にらみ、腕を組んでいる。ちょっと怖い。

　文月も空気を読んだか、「そうですか。仕方がありません」と、少し不満そうに頷うなずいた。

「でも、よく分かったぞ。ゆうが焦っているということがな！」

　急に恋が大きな声で叫び、立ちあがる。

「ゆうの任務を成功させるため、『全木星人連盟』をここに立ち上げる!!」

　人差指を立てた。

「全木星人連盟？」

　僕は胡う散さん臭くさそうな目で恋を見る。

「そうだ。地球に派遣された全すべての木星人が協力し合うことを目的とした連盟だ。初期メンバーは私、ショータ、姉者、ゆうの四人で構成する」

「僕や愛あいさんは木星人ではないんだけど……」

「二人は現地人の協力者として、木星人のサポートをする」

「はあ」

　まあ、看板が違うだけで、いもうとがかり、と変わらないか。

「では、これからも私、ここに来てもいいのですか？」

　文ふみ月つきが目を細める。

「もちろんだ。ぜひ、これからも来て欲しい。ここが『全木星人連盟』の本部だから」

「分かりました」

　文月は嬉うれしそうに頷うなずき、僕に思わせぶりな笑みを向けてくる。

「……」

　そんな文月に、僕は首を傾かしげていた。

　まさか今後もここに来たい、なんて言うとは思わなかった。今後も木星人として恋れんに接してくれるつもりらしい。なんでそんな気になったかは不明だけど。

「ところで、話を戻していいか？」

　恋が急に真剣な表情になって、僕の方を見た。

「戻すってどこに？」

「地球人の交配のことなんだが……」

「そ、そこにかよ！」

「ふと思ったんだが、地球人って、どうやって交配するんだ？」

　そんなことを言った。

　再び空気が凍りつく。僕は口をピクピク震わせながら、愛さんを見た。愛さんは頬ほおに紅もみ葉じを散らして固まっている。

「地球人であるお前たちは、知っているのか？」

　恋は僕と愛さんを見る。

「そりゃ、知らないわけじゃないが……」

「つーか恋だって、保健体育の授業くらい受けているだろう？」

「受けてはいるが、なんだか局部が輪切りの図解になっているだけで、実際に何が行われるかはイマイチ分かり辛づらいじゃないか」

「局部って……。まあ、確かに、よく分からないけど」

　思わず納得してしまった。

「本当のところどんな感じなんだ？　姉者は知っているのか？」

「わ、わたしに聞くの!?」

　愛さんは裏返った声を上げた。

「まあ、なんというか、知識としては……」

　真っ赤な顔を下に向けながら、指をツンツンさせる。僕は少しホッとした。

「ショータは？」

「ぼ、僕!?　僕も保健体育の教科書以上の知識は……」

「なんだ、二人とも未経験なのか。地球人のくせに」

「いや、地球人は関係ないだろ」

「生で見たこともないのか？」

「いや、普通ないよ！」

　僕はパタパタと手を振る。

「私はどんな風にするかくらいは……知っています」

　文ふみ月つきもやや赤らめた顔で言う。

「文月は任務遂行には必要な知識だからな。で、どんな風にするんだ？　体勢は？　準備は？」

「どんな風かといいますと」

　文月は紙にボールペンで絵を描き始めた。

「こんな感じです」

　線と○で構成された、アスキーアートのような人が、折り重なるように二つ描かれていることは分かるが、それ以上はよく分からない。

「お前、絵心ないなあ」

　思わず率直な感想を口にすると、

「むっ。酷ひどい侮辱です。これはワザと、デフォルメしたんです」

　文月に赤い顔で睨にらまれた。

「さっぱり分からない」

　恋れんが腕を組んで、首を振った。

「仕方ないです。では、実際にやってみせましょう。どんな感じか」

　文月がそんなことを言って、僕の方を向いた。

「なんでこっち見んの!?」

「服を着たままなら、別にいいですよね？」

「いいってなにが？」

「交配がどんな感じか、一ひと片ひらさんに見せます」

「僕にもさせるつもりかよ！　ダメだよ。絶対にイヤ！」

　僕は首をブンブンと振る。

「どうして？　お前も勉強しておいた方がいいんじゃないか？」

　恋が興味津々という風に、目を輝かせている。

「こんな勉強の仕方はいやだ！」

「だが……」

「ダメです！」

　愛あいさんがジロリと恋れんを睨にらんだ。

「恋の目の前で、そんな破廉恥な真ま似ねはさせませんよ」

「破廉恥ではなくて、保健体育……」

「とにかくダメ！」

　言いかけた文ふみ月つきの言葉を遮って、愛さんは大きな声を出した。

「恋にはまだ、早すぎます！　その内、時期が来たら私が責任を持って教えますから、それまで我慢しなさい」

「……は――い」

　恋は不満そうに答える。文月も肩をすくめていた。僕は内心ホッとしながら、ちょっと惜しいような気もしている。ホンのちょっとだけだけど。

「とにかくだ」

　恋が気を取り直したように叫ぶ。

「『全木星人連盟』の最初の責務は、ゆうの交配相手を見つけること。期限は夏休みの間。ゆう、それでいいか？」

「いいです」

　文月はコクリと頷うなずいた。

「よし。ならば、その一環として、このイベントを利用するのはどうだ？」

　恋は例によって机の引出しの中から、一枚のポスターを取り出す。僕たち三人は覗のぞきこむ。『仁に科しな神社夏祭り大会』と書かれてあった。

「毎年、沢山のこの辺の地球人が集まるらしい。本当は私の地球観察に利用しようと思っていたが、ゆうの交配相手探しの機会としよう」

　恋は不敵に笑って、文月を見る。

「あまり人の多い場所に行くのは嫌いなんですが……。天あま乃のさんも行くんですか？」

　文月はチラリと僕を見る。

「僕に聞かないでよ！」

「当然だ。異性の地球人協力者がいた方が、いいに決まってる」

「だってさ」

　僕は肩をすくめる。

「そうですか。じゃあ行きます」

　文月はコクリと頷いた。

「よし、では『全木星人連盟』の最初の活動は、お祭りに行くことに決定だ」

　恋はグッと両手の拳こぶしを握りしめる。

（なんだか、また、面倒なことになってる気がする……）

　何やら興奮する恋れんの顔を、僕は不安な気持ちで眺めていた。



　　　　　☆



「まあまあですが、楽しかったです」

　通信基地からの帰り道。山から降りて、恋や愛あいさんたちと別れた後、文ふみ月つきを家へ送っていると、文月がポツリと呟つぶやいた。

「……」

　僕は少し驚いて、横を歩く文月に目を向ける。文月は夕日で真っ赤に染まった道路に伸びる長い影に視線を落としている。

「楽しかった？　ホントに？」

「はい」

　小さく笑う。嘘うそを言ってるわけではなさそうだった。

「あのさあ……。なんで、あんなこと言ったの？」

「あんなことというのは？」

　文月が顔を上げる。

「いや、任務の内容とか……」

「一ひと片ひらさんに話を合わせろ、と言われましたから」

「いや、言ったけどさあ……。あそこまで合わせるとは思わなかった。ってか、合わせすぎ」

　そう言うと、文月は意味が理解できないように首を傾かしげていた。

「でも、いいわけ？　これからも恋の思いつきに付き合うことになるよ？」

「別に。いいです」

　肩をすくめる。

「一片さんは……」

　ポツリと言う。

「一片さんは、天あま乃のさんの言う通り、かなり木星人ですね」

「まあね」

「一緒にいたら、いつの間にか向こうのペースに流されてました」

「ああ、確かに。そういうところはある」

「一片さんは木星人だと思います。でも、私が木星人なのも本当です」

　影の伸びる道路に目を落としながら言う。

「そりゃ、そうだろう。だって木星人検定満点だったじゃん。これも聞きたかったんだけど、あれ、どういうインチキ使ったんだ？」

「だって、私、木星人ですから」

「全部答えが分かったということ？」

「これかな、と思ったのばかり選んだら、全部正解でした」

「なんだそれ？　木星人っていうより、超能力者なんじゃないの？」

　僕は肩をすくめる。

「それよりですね」

　文ふみ月つきは僕の方を向いて「ふっふっふっ」と笑った。

「天あま乃のさんが、一ひと片ひらさんと“〝一応、付き合っている”〟と言っていた意味が分かりました」

「だろ。色々、苦労してるんだよ」

「と言いつつ、ちょっと本気になってきていますね」

「だから、なんでいつも断定なの？　んなわけないよ」

　と答えつつ、僕は冷や汗をかいていた。

　大きな道の交差点に来る。

「お前の家、どっち？　僕はまっすぐだけど」

「こっちです」

　文月は、街の中心から離れていく方の道へ歩き出す。僕もついて歩く。

「別に家まで来なくていいですよ？」

「いや、なんというか。無理言って、せっかく来てもらったし」

「そ―――ですか」

　文月は冷めた返事をしながらも、頬ほおを綻ほころばせていた。

　文月と並んで歩いていくと、だんだんと住宅が減って田や畑が増えてきた。この辺は、街の中心に比べるとやや寂れた場所だ。

「私の家はあそこです」

　田の中にある、一軒の家を指差す。古いが大きい家だ。

「あそこに引っ越してきたの!?　すごい貫かん禄ろくなんだけど」

「祖父母の家です。江戸時代から続く農家です」

「へえ」

「十年くらい前までは、あそこに住んでいました。私」

「そうなんだ」

　夏休み前に戻ってきたということは、何か事情があるのだろう。

「見送りはここまででいいです」

　文月が立ち止まる。

「おう」

「天あま乃のさん」

　振りかえった顔で、僕を見つめる。

「なに？」

「いや、なんでもありません。お祭りが楽しみです」

「？　う、うん」

「じゃあ、またです」

　無む垢くな笑みを浮かべると、駆け足で家へ走っていく。

「なんなんだ？」

　背中を見送りながら、僕は首を傾かしげる。

　今日、半日一緒にいて分かった。文ふみ月つきは、思っていたより悪い子ではないらしい。生意気だけど、根はいい子だ。恋れんの木星人トークにも合わせてくれそうだし。

「なのになんで、任務が……、あれなんだ」

　やれやれと首を振る。

　まあなんにせよ、愛あいさんの狙ねらい通り、恋に友達ができるならよいことだ。たとえ、それがプチ木星人だとしても。

　僕は肩をすくめると、回れ右して元来た道を歩き出した。



    


  
    
      

３章　囃はや子しはドキドキの調しらべ







　カラカラと石畳を叩たたく下駄の音、微かすかに聞こえる囃子。屋台に取りつけられたハロゲン電灯と、真っ赤な提ちよう灯ちんに照らされた参道。

　八月一週の週末――。僕は仁に科しな市内の神社で行われるお祭りに来ている。

「久しぶりだよなあ」

　参道入口の鳥居の近くから参道を眺めながら、僕は一人呟つぶやく。

　祭りというものに来るのは小学校以来。かれこれ五年以上来ていない。高学年になると、一緒に行く人でもいなければ、縁の無いイベントだ。

「ショ―――タ」

　声がしたので振りかえる。そしてハッと、息をのんだ。

「恋……その格好」

　思わず、ジッとその姿を見つめてしまう。

　浴衣姿なのだ。白地に、大きく描かれた金魚の柄の可愛かわいい感じの浴衣。それが小柄な恋によく似合っている。結われた髪もいい感じだ。

「な、なんだ？　私の顔に何かついているか？」

　恋れんは怪け訝げんそうな顔で、お約束な対応をする。

「いや、そんなことはないよ」

「ふっふっふ……」

　怪しい笑い声が聞こえて、恋の後ろから愛あいさんが現れた。こちらも浴衣姿。紫地に夕顔のデザインが大人っぽい雰囲気を演出している。

「さては翔しよう太たくん、恋に見み惚ほれていたでしょう？」

　笑いながら、手で口を押さえてみせる。

「い、いや見惚れてたわけじゃ！」

「でも、可愛かわいいと思ったでしょ。実際、こんなに可愛いし。目に入れても痛くないくらい、可愛い―――!!」

　愛さんはそう言って、恋を抱きしめる。

「な、何をする姉者！」

「まるで和人形みたいな可愛さ。さすが私の妹」

「私は木星人だ。仮の姿だあ」

　恋は愛さんの腕から逃れようとバタバタと手を動かすが、ガッシリと抱きしめた愛さんは、なかなか手を放そうとしなかった。



    


  
    
      



    


  
    
      「先を越されました」

　悔しそうな声が聞こえた。振りかえると、文ふみ月つきが立っていた。

　これまた浴衣である。グレイの落ちついた色の生地が文月の真っ黒な髪によく似合い、クールな可愛かわいさを引き出している。

　恋れんの時と同じように、思わずジッと観察していると、

「似合ってますか？」

　文月は両手を広げて、上目遣いで僕を見た。

「う、うん。いいと思うよ」

「そ、そうですか」

　照れくさそうに笑う。その顔がちょっと可愛かった。

「私はともかく、ゆうは今日、外見を気にしないといけないぞ」

　恋が腕を組み、偉そうに頷うなずいていた。

「なにしろこのお祭りで、ゆうは交配相手を見つけ……」

　愛あいさんが慌てて恋の口を押さえる。

「モグググ――。何をする姉者――」

「こんな人の多いところで、交配、とか言っちゃダメです」

「なぜだ？　地球人が子孫を残すために必要なことなのだろう？　なぜ隠す？」

「とにかくダメなものはダメです！」

「むう」

　顔を赤らめつつ首を振る愛さんに、恋は口を尖とがらせる。

「どういう表現でもいいです。この場所で私の理想の相手を見つける、ということでよいですか？」

　恋が首を縦に振った。

「そういうことだ。これだけ人がいれば、最適な地球人が一人くらいはいるだろう」

　参道に消えていく祭り客に、恋は視線を向ける。

「最適って、どんなヤツなわけ？」

　一応、質問しておいた。

「ゆうの木星人トークを受け入れて、なおかつ、ゆうが気にいるようなヤツ、だな」

「そんな曖あい昧まいな……」

　やれやれとため息を吐つく。

「ってか、文月はこれでいいのか？　本当に探しているわけじゃないんだろ？」

　僕は文月の耳元で囁ささやく。

「お祭りを楽しめれば、いいです」

　あっさりそんな答えが返ってきた。まあ、本人がそういう気ならいっか。

「じゃあ、行こう。ゆうの交配相手をさが――」

　最後まで言う前に、また愛あいさんが口を押さえた。





「ショータ！　あれはなんだ？」

　参道の人ごみの中を歩いていると、恋れんが屋台を指差した。照明に照らされた屋台の下に、水色に塗られた浅い水槽が置かれ、中を金魚が泳いでいる。

「金魚すくい、知らないの？」

「知らないな。地球の文化か？」

「恋は今まであまりこういう場に行くことがありませんでしたから」

　愛さんがやや寂しげに目を細める。

「なるほど。あの水槽に捉とらえた金魚を、あの紙でできた柄ひ杓しやくで捕らえて辱めるわけだな」

　恋は屋台をジッと見つめながら、一人で納得している。

「恋、お前、金魚すくいやってみる？」

「なに、できるのか？」

　キラキラとさせた目で僕を見る。

「いいのか？　私のような異邦人ごときがやっても!?」

「なんで急に卑屈になるの？　いいんだよ。宇宙人でも異邦人でも。お金さえ払えば」

「そうなのか！　ならばやる。木星人代表として恥ずかしくない活躍を見せるとしよう」

　恋は大おお袈げ裟さに息を吸いこむと、屋台に向かって歩き出した。僕たちは顔を見合わせて、後からついていく。

「どうやるんだ？」

　恋は屋台のおじさんから渡されたポイを構えたまま、後ろの僕たちの方を振りかえる。

「翔しよう太たくん、金魚すくい得意ですか？」

「いや、普通ですけど。文ふみ月つきは？」

「得意ですがなにか？」

　文月がクールに答える。

「そ、そうなの？　得意なの？」

「農家育ちですから」

「農家、金魚すくいと関係あるの？」

　僕のツッコミを無視して、文月は恋の横に腰を下ろす。百円玉を二枚払って、おじさんからポイとボウルを受け取った。

「恋さん。やり方は簡単です。このポイっていう紙で金魚をすくいます」

「はっ？」

　恋れんは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「そんなことをしたら、紙が破れるじゃないか」

「紙が破れる前にすくいます」

「そんなことができるはずがない。ゆうは私を騙だまそうとしている！」

　恋を無視して、文ふみ月つきはポイを水面に近づけていく。水槽で泳いでいる大半が、小こ赤あかというワキンだ。

「上の方にいるヤツを狙ねらいます」

　水面をダラダラと泳いでいる出目金にポイとボウルを近づける。ボウルを水面側に傾けると、ポイの端を使って出目金をすくいあげた。ポチャッと水みず飛沫しぶきを上げて、出目金がボウルの中に入る。

「おおおお」

　恋は目を丸くすると、神かみ業わざでも見たかのような顔で文月を見た。

「こんな感じです」

「す、すごい。紙が破れてない」

「できるだけ水につけないことが大事です」

　文月は少し恥ずかしそうな表情で言う。

「すごい」

　恋はやる気になったようで、自分のポイを水面に近づける。

「よし。では、大物を狙うぞ」

「それはやめたほうが……」

　文月が言っている横から、恋はポイを派手に水槽へ浸し、底の方を悠々と泳ぐ大物に狙いをつけて、すくい上げようとする。

「ロックオン……」

　恋が不敵に笑った直後、金魚にたどりつくより先に、ポイに穴が空いた。

「あああ……」

　恋は情けない顔をして、破れたポイから目を覗のぞかせる。

「破れたじゃないか、ゆう」

「底の大物は難易度高いです。ベリーハードです」

「しょぼ――ん、だ」

　残念そうに口を窄すぼませる。

「水の表面に泳いでる子を狙うのが吉です。できるだけ浅くすくう感じです」

「表面的で浅く？」

　恋は僕の方を振りかえる。

「ちょっ、なんで僕の方を見てるの!?」

「いや、なんとなくショータの顔が浮かんで……」

「とんだ失礼だよ。僕は深いし重厚だよ！」

「とにかく、大体コツは掴つかんだ。ご主人。もう一枚！」

「あいよっ」

　お金を渡して、新たなポイをゲットする。

「表面で浅く……。ショータのように」

「さりげに個人攻撃するのはやめようよ！　はなはだしく傷つくよ、主に僕が！」

　僕の主張を無視して恋れんは水槽を覗のぞきこむと、突然、目をキランと光らせる。狙ねらいを定めたらしい。浅いところを泳ぐ小こ赤あかに向かって、ポイを水面に走らせた。

　だが、

「あ、あ―――」

　悲鳴を上げて、うな垂れる恋。

　先ほどよりはポイが長い時間生き残っていたが、結局、金魚を捕れずに破れてしまった。

「ダメだ。アドバイス通りしたのに。ショータのように手を動かしたのに……」

　僕は恋からキッと睨にらまれる。

「えっ？　今の失敗、僕のせい？」

「他にない。だってショータのように動かして失敗したんだから」

「とばっちりだよ！　僕に言わせれば、恋は水の中にポイをつけすぎ。もっと素早く、すくわないと」

「そこまで分かっているなら、手取り足取り教えて欲しい」

「はっ？」

　恋は新たなポイを貰もらうと、僕の腕を引っ張って横に座らせる。

「一緒にこれを持って」

　ポイを持つ手をこちらに差し出す。

「はっ？　一緒に？」

「私は自分の手ですくってみたい。ショータが支えてくれ」

「それなら僕より、プロの文ふみ月つきの方が……」

「ゆうは上手過ぎて、自分の力で取れた気がしない。ショータくらいの方が都合いい」

「はあ……」

「いいから、手伝え」

　恋は左手で僕のリストを掴んで、ポイを持つ右手の甲に重ねさせた。

　柔らかな肌に触れた瞬間、ドキッと心臓が高鳴った。なんだか久しぶりに恋の手の感触。柔らかで、少し温かい。肩が当たるくらい体も近づき、赤あか提ちよう灯ちんに照らされて赤くなった恋の頬ほおが、僕のすぐ傍そばまで近づいてくる。

　同時にス――と、殺気のようなものを感じ、僕は横を向いた。文ふみ月つきが少し怖い顔をしている。

「そんなのでは、金魚はすくえません」

　ムスッと口を尖とがらせる。静かに怒っている感じがする。金魚すくいマスターとして、こんなナンパな金魚すくいは許せない、といったところか。

「大丈夫。きっと取れる」

　恋れんが自信たっぷりに頷うなずく。

「絶対に無理です」

　文月はボウルの金魚を水槽に返して、立ちあがる。僕たちの背後からジッと見下ろし始める。

「僕も……、これは無理だと思うけどな」

「大丈夫。ショータは、人生そのものを表すようにポイを動かせばいい」

「そんな壮大なことを言われると、ますます手を動かし辛づらいんだけど」

「つまり金魚をすくうことができたらショータのこれからの人生はばら色。逆に失敗したら……」

「なんで無意味にハードル上げるの!?」

　僕は頬をピクピクさせながら水槽に目をやる。

「まあ、分かった。とにかく、取ればいいんだろ」

　一匹くらいなら、二人羽織でも……。

　手ごろな大きさの小こ赤あかをロックオンした僕は、二人で握りしめたポイを水面に近づけようとする……、が、動かない。

「ちょっ、恋！　手の力を抜いてよ！」

「お、おう」

「あーあ。いなくなっちゃったじゃないか」

「む。なんだ。私のせいか？」

「誰だれのせいとか、もういいから」

　僕は水面に浮いた小赤の集団に目をつける。

「じゃあ、そこの集団を狙ねらうよ」

「ほう。大漁だな」

「いや、取るのは一匹だよ」

　僕は恋と一緒に持ったポイを、水面スレスレまで近づけていく。ポイのすぐ側を小赤が通り過ぎようとした時――、

　スッと。ポイを水面につけて、ボウルに向かってすくいあげた。

　次の瞬間――、

　小こ赤あかは水みず飛沫しぶきを上げてボウルの中に落ちた。

「やった！　取れた！」

「！」

　僕は思わずドキッとした。

　恋れんが嬉うれしそうな顔をこちらに向けた瞬間、そっちを向いた僕とメチャクチャニアミスだったから。恋の嬉しそうな顔が視界全体に。恋の嬉しそうな顔を、思いっきり見てしまったのだ。

「わわ」

　僕は慌てて体を仰のけ反ぞらし、手も放した。その時、ボウルを揺らしてしまい、小赤がボウルから水槽に逃げてしまう。

「ガガ――ン。せっかくすくったのに……」

　恋が悲しげな声を出す。

「だ、大丈夫。今のでもうコツは掴つかんだんじゃない？　どんどん取れるって」

「そ、そうだな。やってみる」

　気を取り直したように一人でポイを構えて、水槽を覗のぞきこんだ。

　僕がまだ高鳴る心臓を押さえながら立ちあがると、文ふみ月つきが眉まゆ根ねを寄せてこっちを見ていた。愛あいさんも複雑な表情をしている。

「……天あま乃のさん。私にも、金魚すくいを教えてください」

　文月がボソボソとそんなことを言った。

「教えるって、オレより巧うまいじゃないか」

「それでも教えてください」

「ダメダメ。意味ないから」

　手を振って無視しようとする。

「翔しよう太たくん……。私にも……金魚すくいを」

　愛さんも真っ赤な顔でブツブツと呟つぶやいていたが、聞こえないふりをすることにした。

　真剣な様子でポイを握りしめ、水槽を睨にらみつける恋を後ろから見守っていると、

「あら、天乃？」

　聞き覚えのある声が聞こえた。振りかえると刑おさ部べ玉たま穂ほが立っていた。

「ありゃ、お前も来てたの？」

　思わず浴衣姿のクラスメイトを、下から上まで眺めてしまう。なんというか、浴衣は女子の印象を大きく変える。怪しい占い少女を、しっとりとした大和やまと撫子なでしこに変身させていた。

「うん。弟と妹たちを連れてね」

　その言葉通り、刑部の周りにはちびっこが三人いる。

「で、そっちは？」

　刑おさ部べは目を糸のように細める。

「いやあ、なんつーか」

「ああ……」

　刑部は僕の横の愛あいさんに気がついた。

「一ひと片ひらさん、こんばんは」

「こんばんは」

　愛さんはニッコリと笑って頭を下げた。

　刑部は僕の横で怪け訝げんそうな顔をする文ふみ月つきや、金魚すくいに夢中の恋れんに視線を向けると、

「相変わらず、女難だねえ」

　と、僕の耳元で囁ささやく。

「そんなことを言われても、嬉うれしくともなんともないぞー」

「本当は喜んでるくせに」

　僕の足をギュッと踏みつける。やっぱ大和やまと撫子なでしこじゃないな、刑部は。

「お姉ちゃん。リンゴ飴あめ食べたーい」

「はいはい。じゃあ、天あま乃の、一片さん、また今度」

　手を挙げると、弟や妹たちを引き連れ、人ごみの中に消えていく。

「天乃さんは女友達が多いんですね」

　文月に冷めた声で言われる。

「あいつと同じようなこと言わないで」

「ショータ。金魚すくい、マスターしたぞ」

　恋が立ちあがり、店主に空気を一杯入れてもらってパンパンにしたビニール袋を僕に見せた。小こ赤あかが五匹、泳いでいた。

「これでまた一つ、地球の文化を理解できた。ショータのお陰で」

　再びニコリと笑う。さっき、間近で見た時のことを思い出し、カッと顔が熱くなる。

「じゃあ、次はどこに行くよ？　射的？　輪投げ？」

「なにを言う」

　尋ねる僕に、恋は眉まゆ根ねを寄せる。

「今日、ここに来たのはゆうの」

「そうだった」

　口を挟んで全部言わせなかった。

「で、どこで探すんだ？　この辺に待機して、参道を行く地球人を物色するか？」

「せっかくのお祭りなのに、それはつまらないです」

　文月は口の下に指を当てる。

「本殿に向かいながら探す……というのはどうですか？　最後に打ち上げられる花火がよく見えるそうですよ」

　愛あいさんが微笑ほほえむ。

「賛成！」

　文ふみ月つきが手を挙げる。恋れんも異論ないように頷うなずいた。



「ゆうはどんな地球人を狙ねらっているんだ？」

　四人で塊になって参道を歩いていると、リンゴ飴あめを舐なめていた恋が尋ねた。

「それがわからないと、私たちは探そうにも探せないぞ」

「そ、そうですね」

　文月は少し焦ったように、コメカミをピクピクさせた。

「任務のためとはいえ、誰だれでもいいというわけではないんだろ？　そうでなければ、世界中を転々としているはずないものな」

「私は……、優しい人がいいです」

　下を向きながら言う。

「ほう」

「私の為ために頑張ってくれるような。あと、真面目まじめそうな人が好きです」

「ぬっ。それじゃあ、ショータがちょっと近くないか？」

　恋が不安そうな顔をする。

「でもショータは私の恋人だからな。ダメなんだぞ」

「天あま乃のさんとは言ってないです」

　文月は口を窄すぼめる。

「天乃さんは若干顔が好みじゃなくて」

「ガ――――ン」

　僕はコメカミをピクピクさせる。どんな女の子でも、好みじゃないと言われると、ちょっと涙目になりそうだ。

「そう、知りたいのはそれだ。内面的なゆうの好みを言われても、見つけるのは難しい。外面的な方を教えてくれ」

「外面、ですか？」

　文月は小首を傾かしげる。

「髪は短い方が好きです。長髪はちょっと。背も普通くらいがいいです、私が低いですから。あと眼鏡をかけている方が知的に見えていいかもしれません」

「短髪で眼鏡で真面目そう……、それってやっぱりショータじゃないか！」

　恋が僕を指差すと、僕と恋の間に入って手を広げる。

「ダメだぞ。何度も言っているように、ショータは私の恋人なんだからな」

「天あま乃のさんはタイプではないと、言いました」

「ガ――ン」

「でも、ゆうの挙げた特徴は、外面も内面もショータと一致するじゃないか！」

「でも違います」

　プイッと文ふみ月つきは顔を背ける。

「まあまあ。外見と内面以外にも、好みの雰囲気というものはありますから」

　愛あいさんが恋れんと文月の間でフォローしていた。

　本殿前の階段に近づくに連れて、参道の人の数が急激に増えてくる。

「あ、お兄ちゃん！」

　人の流れと逆流して本殿の方から歩いてくる人の中に妹の瞳ひとみがいた。母さんも一緒だ。

「うわあ」

「まあ」

　瞳と母さんは、僕の周りの女の子たちを見ると目を大きくして、口に手を当てる同じリアクションをしていた。似すぎだろ、この親子。

「お兄ちゃん、モテモテじゃん……」

　呆あきれたように呟つぶやいている。

「えっと……」

　なにも紹介しないのもあれなので、僕はきょとんとしている恋たちの方を向く。

「これ、僕の母と妹。でもって、こちらはクラスメイトの一ひと片ひら愛さん、こちらは妹の恋さん、恋さんのクラスメイトの文月さん」

　みんなが、ぎこちない会釈をする。

「というか、お兄ちゃん、いつからそんなハーレムに……」

「ありえないわ。信じられない。アメージング！」

　妹と母さんは、僕と恋たちを見比べながら、しきりに首を振っていた。

「それより親父おやじは？　親父も一緒に祭りに来てんだよね？」

　僕は警戒する顔で、キョロキョロと周囲を見まわす。

　できれば親父と恋たちを接触させたくない。親父は宇宙人の存在を絶対に認めない超堅物なのだ。恋の木星人トークを耳にしたらこの場で説教を始めて、恋と仁義なき争いを始める可能性もある。

「お父さん、トイレへ行っちゃったままはぐれちゃって」

　母さんが心配そうな顔で頷うなずいた。

「親父は小学生なの？」

「パパ、研究とかするのは得意だけど、実生活ではあんまり頼りにならないからなあ」

　酷ひどい言われようだ。でも、この場にいないのは僥ぎよう倖こうだけど。

「じゃあ、私たちは先に帰っているから。お兄ちゃん、本殿まで行くなら、メチャクチャ混こんでるから。気をつけてね」

「おう、分かった」

　手を振りながら、瞳ひとみは母さんと一緒に参道を戻っていく。

「瞳ちゃんは、凄すごく可愛かわいいですね」

　再び歩き出すと、文ふみ月つきが意外そうな声を出した。

「だろ。僕の自慢の妹だ」

「お母さまも美人でしたしね」

　愛あいさんもニッコリと笑う。

「なのにどうして、息子はこんな風に……」

　恋れんは僕の方を見ながら、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「こんな風って、どんな風だよ！」

「いや、気にしなくていい。私にとっては、ショータは今のままが一番いいんだ」

「なんなの？　なんで慰められないといけないの？」

　参道をさらに進んでいくと、瞳が言っていた通りますます祭り客の数が増えてきた。階段前で、参拝客がスタックしているらしい。

　前が進まないのに、後から次々と客が来て、僕たちは前の人の壁に押しこまれていく。

「ちょっと、これは」

　もみくちゃにされながら、僕は苦しげな声を上げる。横の恋たちを見る。だが、人ごみの中に完全に隠れてしまっていた。

「はぐれたら、本殿で合流しましょう」

　遠くから、愛さんの声が聞こえる。

「りょうか――――い」

　答える僕の声は、激しい雑踏の中に掻かき消される。

「天あま乃のさん――」

　すぐ傍そばで、悲鳴のような声が聞こえた。そちらを見ると、文月がしゃがみこんで僕に手を伸ばしている。

「文月！」

　僕はその手を取ると、文月を引っ張り上げる。

「大丈夫？　どうかした？」

「押された時に、下駄の鼻緒が切れました」

「それはまずい。直さないと」

　ここでは無理そうだ。参さん道どう脇わきの林に目を向ける。

「あそこに一度、避難しようか」

　僕は文ふみ月つきの前に腰を下ろす。

「おんぶするよ。この中を裸足はだしだと危ないよ」

「は、はい」

　文月は少し躊躇ためらいながらも頷うなずくと、鼻緒の切れた下駄を手に取った。そして、僕の首に手を回して背中に乗る。

　立ちあがると、背中からいい香りが漂ってくる。恋れんや愛あいさんとも違う牛乳のような香りが鼻び腔こうをくすぐる。僕は「すみません」と声を出しながら、人ごみを掻かき分けて、参道を横断していった。

　参道と周りを隔てる物はなく、そのまま石畳の道から林の土の上に足を踏み入れる。背後の熱気が嘘うそのように林の中はヒンヤリとしていた。参道から離れると、喧けん騒そうが急速に遠くなっていく。

「この辺でいい？」

「はい」

　僕は下駄を置いた上に、文月を下ろす。

「すごい人だったね……」

　言いながら振りかえった僕は、思わず「うおっ」と声を上げた。文月の浴衣の合わせが乱れて、はだけた胸元から真っ白な下着が少し見えていた。



    


  
    
      



    


  
    
      「あっ」

　僕の目線で気がついたらしい文ふみ月つきが、顔を赤らめて横を向く。

「あうあう……。もみくちゃにされたのと、天あま乃のさんに背負われてて、崩れたみたいです」

　珍しく焦りながら横を向いて浴衣を整えると、真っ赤な顔で僕を見る。

「……また、見ましたね？」

「いや、なんというか……。あ、そうだ。今時、浴衣の下、さらしじゃないんだね」

「やっぱり見たんですね」

　軽く睨にらまれた。どうやらまた余計なことを言ってしまったらしい。

「でも、私は木星人だから恥ずかしくないんです」

「その設定が、またここで出てくるんだ」

　僕は言いながら、しゃがんだ。

「なんですか？　天乃さんは足フェチですか？」

　文月が気持ち悪そうな顔で見下ろす。

「ちがうよ。鼻緒、切れたんだろ？」

「そ、そうでした」

　僕は下駄を持って検分する。

「あー、留め金が取れただけっぽい。プラスチックだから」

「浴衣にセットの安物で悪かったです」

「悪いだなんてそんなこと、誰だれも言ってないって。でも、これなら応急処置できるよ」

　留め金の取れた鼻緒を下駄の穴に通して、端を結んだ。

「どう、履ける？」

　僕が下駄を置いて見上げると、文月が優しげに細めた目を向けていた。

「どうしたの？」

「う、ううん。なんでもありません。履いてみます」

　下駄に足を通す。

「ちょっと緩いですが、歩けそうです」

「本殿まで行ける？」

「は、はい」

「よし、じゃあ戦場に戻ろうか」

　参道に向かって行こうとした時、

「天乃さん？」

「？」

「……ありがとです」

　文ふみ月つきは下を向きながら、言う。

「ああ、うん」

　あんま大したことをした実感はないのだけど。

「あ、あの……」

「うん？」

「また、はぐれるかもしれないです。だから……」

　躊躇ためらいながらも、僕に向かって手を差し出す。

「えっ？」

　僕はマジマジとその手を見てしまう。はぐれそうだから手を繋つないでいく、というのは理には適かなっている。でも。

　恋れんのことが脳裏を過よぎる。

　迷いつつも、文月の手を取る。

　一応上級生ではあるし、手を取るくらいいいよな、と。どうせあの人波の中に入れば、手を繋いでいることなんて目立たないだろう。

　僕が手を握ると、文月は少し恥ずかしそうに頬ほおを赤くしていた。

「境内までなら、いいですよね？」

「おう。恋に見られたら面倒くさそうだし」

「……」

　文月と手を結び合ったまま、参道の人ごみの中に戻る。文月の手は、ちょっとひんやりとしていて、恋より少し細い感じだった。

「文月はここの神社は来たことあるんだっけ？」

「たぶん、あると思います」

　文月は足元の階段をジッと見つめながら答える。

「なんだかなあ。文月の相手を探す名目で来たのに、これじゃあ普通にお祭りに来たのと同じじゃん」

「私はお祭りに来られてよかったです」

「それはそうかもしれないけど……」

　僕は肩をすくめる。

「恋は文月が任務を果たすまで、協力するって言うぜ」

「別にいいです」

「いいの？　本当に？」

　僕は不安になって眉み間けんに皺しわを寄せる。

　石段を登りきり本殿にたどりついた。本殿の周りはお参りをした客たちが、そのまま花火を見る場所取りをするために、ごった返している。

「ショータ！」

　人ごみの向こうから、恋れんの声が聞こえる。

　僕は慌てて文ふみ月つきの手を放した。チラッと文月を見ると、何か言いたげに口を窄すぼめている。本殿までって言ってたの、そっちの癖に。

「遅かったじゃないか」

　人ごみをかきわけていると、恋と愛あいさんが近づいてきた。

「ごめんごめん、ちょっとした事件があってさ」

「どんなトラブルだ？　もしかしてゆうのパートナーが見つかったのか？」

「いや、それはないが……」

「見つかりました」

　急に文月が言った。

「えっ？」

　僕は目を瞬きさせる。

「誰だれだ？　その相手は！」

　恋は興奮した顔を文月に近づける。

「それは言えません」

「ええ―――」

　恋は不満そうに口を尖とがらせる。

「ということは、既に交……、いや任務も完了させたのか？」

「どうやって！　あんなに人がいるのに！」

　僕はツッコミを入れる。

「参道からちょっと外れて林に入れば人目がなくなるじゃないか。任務だって遂行できる」

「い、いや、無理だって」

　実際にその人ひと気けのない林にいたので、やや焦ってしまった。

「見つけただけです。まだどうなるか分かりません」

　文月が静かに首を振る。

「でも、そういうことなら、ここからは向こうの気持ちが大事、ということになるな」

　恋は超真面目まじめな顔で、顎あごに手を当てる。

「そうかもしれません」

「とにかく、私たちは協力を惜しまない。なんでも言って欲しい」

「……うん」

　文月はコクリと頷うなずいた。

「それはともかく、姉者によるとこれから花火が始まるらしいんだ。秘密のスポットを見つけたからそこに移動しよう」

　恋れんは小さな声で囁ささやくと、僕たちに手招きして愛あいさんと共に本殿の横へ歩き出す。僕は二人の後をついていきながら、文ふみ月つきに近づく。

「なあ、文月」

「なんですか？」

「相手、見つけたってどういうこと？　そういう設定でいくわけ？」

「そうかもしれません」

　文月は思わせぶりな笑みを浮かべる。僕は首を傾かしげた。

　恋と愛さんは境内の裏手の林に入っていく。林はすぐに終わり視界が開ける。そこで恋たちは立ち止まる。

「わ、綺き麗れいです」

　文月が大きな瞳ひとみをさらに開かせた。

　そこは絶壁になった崖がけの上だった。目の前にはポツポツと明りの点ともる仁に科しな市の夜景が広がり、眼下には仁に科しな川がわが流れている。花火はまさにその仁科川から打ち上げられるのだ。

「つーか、ここ、結構、危なくない？　花火は見やすいだろうけど」

　と言いつつも、僕は崖から離れた場所に腰を下ろす。僕の左右に恋と文月が、後ろに愛さんが座る。くしくも、僕は三人の女の子に包囲されてしまった。

「そういえば。ゆうが見つけたパートナー候補だが……」

　恋はポツリという。

「結局、どんなヤツなんだ？　ショータに似ているのか？」

「似ている、かもしれません」

「そうか。このような男がまだ他にもいるのか。地球は広いな」

　恋はコクコクと頷うなずいている。

「でも、もしその相手では任務が果たせなくても、ショータはダメだからな。なぜならショータは……」

「恋さんと付き合っているから、ですね？」

　文月は肩をすくめ、

「ですが、天あま乃のさんが――」

　さらに何か言いかけた時――、

　河川敷でピカッと赤い火花が飛んだ。その直後、ヒュルルルル――と、花火が空高く昇っていった。

　次の刹せつ那な――。

　炸さく裂れつ音と同時に、目の前に巨大な光の花が咲いた。

「……すごい」

　思わず口からそんな言葉が漏れた。体中が震えるような、強い音の圧力を全身で感じる。こんなの初めてだ。

「すごい……」

　隣で恋れんも素直な感想を漏らしていた。

　さらに続けて、二つ、三つ、花火が打ち上げられ、空中に大輪が咲き乱れる。

　ふと横を見ると、花火の光を頬ほおに映した恋が、口をポカンと開けていた。

「すごいな」

　同じ感想を漏らすと、手を僕の方に伸ばしてきた。

　花火の音に合わせてギュッ――と、僕の手を握ってきた。僕も反射的に、その手を握りかえしてしまう。

　スベスベとして、柔らかな手の感触。これが恋の手だと思う。

　と――、

　その時、誰だれかに見られているような気配を感じて、僕はさりげなく視線を恋の反対側に座る文ふみ月つきへ向けた。

　こわあっ、と思った。

　文月がジトッとした目で、繋つながれている僕と恋の手を見つめている。

（なんで、そんな目で見てるの!?）

　手を繋ぐくらい、いいじゃない。事情があるとは言え、僕は恋とつきあっていると説明したのに……と思ってしまう。



    


  
    
      



    


  
    
      　僕は慌てて、顔を正面に向けて気がついてないフリをする。

　前を向いた瞬間、目の前に一際大きな花火が打ちあがった。

　その花火を彩るように、大輪の周囲で小さな花火がパチパチと閃ひらめいた。

（なんだか、今年の夏は夏っぽいなあ）

　と思う。

　その理由は、たぶん、僕の手を握っている女の子にある。

「すごいな花火は。呆あきれるくらいのエネルギーだ。地球が生み出した文化の極みだ」

「そこまでか」

「それほど、見事だ」

「木星人ならあんなの、子供騙だましじゃないの？」

「そんなことはない。木星人でも美しい物は美しいと思うぞ」

　花火の光を黒い瞳ひとみに映しながら、恋れんは満足そうに頷うなずいていた。



    


  
    
      

４章　キャンプの時間







「キャンプに行きます」

　突然、そんなことを言い出したのは文ふみ月つきゆうである。

　そろそろ世間がお盆休みになろうとしていた頃ころ、例の“〝通信基地”〟で、第二回“〝全木星人連盟”〟が開かれていた。その最中、いきなりそんなことを言ったのだ。なぜか人差指を、天井に向けていた。

「キャンプ？　キャンプだと？」

　意外なほど食いつきがよい恋。目をキランと光らせていた。

「恋、キャンプがなにか知ってんの？」

「バカにするな。私は地球の文化に疎いが、そこまででもない」

　恋は頬ほおを膨らませる。

「あれだろ。こーんな布でできた建物を立てて寝るのだろう？」

　両手で四し角かく錐すいを作ってみせる。

「なんだそれ。ピラミッドパワーか？」

「テントですよね」

　愛あいさんがフォローする。

「そう、それ。テントだ！」

「正解です。テントに泊まるのです」

　文ふみ月つきが真面目まじめな顔で頷うなずく。

　なんなんだろう……。今日はやけにみんなテンションが高いよ。

「でも、なんでいきなりキャンプ？」

　僕は訝いぶかしげに文月を見る。

　そもそも今日は文月の“〝任務”〟の進しん捗ちよくを聞くために集められたのだ。恋れんが尋問を始めようとしていると、いきなりキャンプとか言い出した。

「夏ですから。夏といえばキャンプですから」

「そうだっけ？　いや、そうかもしれないけど、なんでいきなりそんな企画が？」

「いきなりでもいいんです。キャンプですから」

　文月はコクコクとしきりに首を縦に振る。よく理由は分からないが、どうしても行きたいらしい。

「キャンプはいいと思うのですが、いつ行くかですよね？」

　愛さんが私用の手帳をめくる。

「今週末です」

　文月はあっさりと言う。

「はっ!?」

　パカッと口が開く。

「今週末って明後日あさつてじゃん。なんで、そんな突然なの？」

「場所は仁に科しな山キャンプ場。一泊二日です」

「しかも、やけに具体的―――!?」

「予約取りました。テントも二つです」

「はやっ！」

「随分と用意がいいですね」

　愛さんも眉まゆ根ねを寄せる。

「その日じゃないと意味がないですから」

「意味ないって、どういう？」

「で、どうですか？　みんな、行けますか？」

　文月は不安そうな目で僕たちを見る。

「いや、行けなくもないんだが……」

　僕がなんて答えるか考えていると、

「ゆう……お前」

　突然、恋れんが超真剣な目つきで文ふみ月つきを見た。

「な、なんですか？」

「その焦り方……、もしや、そろそろ期限が近づいているのか？」

「なんの期限だよ？」

　文月の代わりに僕が訊きく。

「言うまでもなく、任務を完了させる期限だ。我々、木星人は期限までに任務を終えないと、職務怠慢として強制帰還させられたり、罰を受けたりすることがある。そうだろう？」

「……」

「もしかして、まだ地球人と交配する目め処どが立ってないのか？」

　恋に物憂げな表情で見つめられた文月は、

「…………実は。……それで悩んでいるのです」

　重苦しく頷うなずいた。

（うそつけ――――――）

　心の中で叫ぶ。

「このままだと、木星に帰らされるかもしれません」

　文月は残念そうに言う。

「つまり、キャンプは最後の思い出づくりってことかしら？」

　愛あいさんも呆あきれ顔がおになっていた。

「違うな。ゆうは途中で諦あきらめるような木星人じゃない」

　恋が首を振る。

「キャンプに行って、作戦を練りなおす。そうだよな？」

「……そうです」

　真顔で答える。

（うそつけ――――――――パート２！）

　僕はもう一度、心の中で叫んだ。

　だが真に受けたらしい恋は、同情するように目を細める。

「そういうことなら、みんなでバックアップするしかない。みんなでキャンプに行こうじゃないか」

　超真面目まじめな顔で、僕と愛さんを見つめてくる。

「まあ、いいけど……」

「私も特に用事はありませんね」

「やった。嬉うれしいです」

　文ふみ月つきは嬉うれしそう、というよりホッとしたようにため息を吐つく。

「ってか……」

　僕は喜ぶ文月を見つめながら、首を傾かしげた。

　お祭りも行ったし、次はキャンプも悪くないとは思う。

　でも、なんでいきなり？





「いきなりでは、ダメですか？　どうしてですか？」

　通信基地からの帰り道、その疑問をぶつけると、文月は澄ました顔で答えた。

「その日、キャンプに行きたくなりました。ただ、それだけです」

「もしかして、本当にキャンプで何か作戦を練りなおす、そんなわけじゃないよね？」

「なわけありません」

　文月はあっさり否定する。

「分かりました。天あま乃のさんは私とキャンプに行きたくないのですね？」

　ちょっと怖い目で睨にらまれる。ポニーテールが不機嫌そうな気持ちを示すかのように、左右に揺れていた。

「いや、別にそういうわけじゃないんだけど、急にキャンプって言われたから……」

「天乃さんたちが来なければ、私一人でもキャンプに行きます」

「マジで!?」

「マジです」

　文月は真剣な顔で頷うなずく。

「そこまでして、キャンプに行きたいの？」

「そうです」

　ますます奇妙だ。

「それより、いつまでついてくる気ですか？」

　文月は急に立ち止まり、不機嫌そうな顔でこっちを見てきた。

「へっ？　いや、前と同じところまで送ろうかと思ってたけど」

「同じじゃなくていいです」

　ついてくるなと言わんばかりの目をする。

「あ、うん。別にいいけど」

「じゃあ、週末に」

　文月は回れ右すると、一人で歩いていってしまう。

「な―――に、カリカリしてるんだろう？」

　文月の背中を見守りながら僕は呟つぶやく。

　急にキャンプと言い出したことといい、さっぱり意味が分からない。僕は肩をすくめ、ポケットに手を入れて歩き出した。





　その日の夜、夕飯を終えた僕が自室のベッドで横になっていると、携帯電話が鳴った。愛あいさんからだ。僕は少しドキドキしながら通話ボタンを押す。

「天あま乃のですけど」

「一ひと片ひら愛です」

　ややトーン抑え目の愛さんの声が聞こえる。

「どうかしましたか？」

「いえ。ちょっと文ふみ月つきさんのことで……」

「ああ、キャンプのことですか？」

「そうです……」

　電話の向こうで、愛さんは小さく息を吐ついた。

「翔しよう太たくんも思ったと思うけど、急にキャンプって変じゃないですか？」

「ですよね。僕も思いました」

　コクコクと頷うなずく。

「一緒に帰っている時に文月さん、なにか言ってませんでしたか？」

「訊きいてはみたんですが、明快な答えはなかったです」

「そうですか」

　愛さんは「う――ん」と唸うなる。

「何か心配でもあるのですか？」

「いえ……。あのですね」

「はあ」

「元々、文月ちゃんは友達になってくれればと思って、恋れんに引き合わせましたよね」

「ええ」

「実際、それは巧うまくいってて、恋をお祭りに連れ出せたのも彼女のお陰です。今度、キャンプに行けるのも、そうですしね」

「そうですね」

「ただ……」

　愛さんは言いづらそうに、言葉を止めた。

「ただですね……。文月さんには恋にとって友達だけでなく、他の要素も出てきた可能性があります」

「？　といいますと？」

「……ライバルです」

「ライバル？　木星人としてですか？」

「まあ、そうともいえるかもしれませんが……」

「あの……、ごめんなさい。ちょっと意味が分からないんですが」

　僕は首を傾かしげてしまった。

「……翔しよう太たくんが鈍くてよかったんだか悪かったんだか……」

「へ？」

「とにかく、キャンプ中は文ふみ月つきちゃんに気をつけた方がいいと思います」

「はあ……」

「翔太くん……。“〝いもうとがかり”〟として、恋れんを悲しませたらいけません」

「は、はい」

「じゃあ、また週末に」

「は、はい。キャンプを楽しみましょうね」

「ええ。そうですね」

　最後は嬉うれしそうな声を上げて、愛あいさんは電話を切った。

「今日は文月も愛さんも、よく分からなかったよ」

　携帯電話を充電器に置きながら、僕は首を捻ひねらせた。



　　　　　☆



　僕の住む仁に科しな市は周囲をグルリと山で囲まれた盆地にある。

　取り囲む山はそれほど標高の高くない山の連なりで、豊かな森、仁に科しな川がわに流れこむ小川や支流、滝が複数あるお陰で、人気の登山スポットになっている。夏にもなると県外から登山客が集まるほどだ。

　週末の土曜日の午前――。僕たちはその仁科山系にあるキャンプ場に向かうバスの中にあった。

「おおお。見ろ、あれが下の川に繋つながっているんだぞ」

　恋が興奮した様子で窓を開け、外の小川を指差す。

「今日もテンション高いなあ。ってか、窓から顔を出すのは危ないぞ」

　僕は眠くて半分閉じた目を、横の席の恋へ向ける。

　半はん袖そでのシャツにジーパン、そして帽子というまさにキャンプに行く格好をしている。愛さんセレクトだと思われるが、恋のパンツルックはなんだか初めてかもしれない。

　そんな興奮状態の恋を、並び席から愛さんが嬉しそうに見守っている。愛さんも、Ｔシャツにベージュのパンツという格好だ。

「昨日、恋れんはテルテルボーズを作ったほどです」

　僕に向かってニッコリと女神の笑顔を向けてくる。

「遠足前の小学生ですか？」

「まあ、似たようなものです」

　二人で笑い合った。

「やっぱ、キャンプって企画は、よかったのかな」

　胸の中で呟つぶやきながら、僕は斜め前の席の文ふみ月つきを見た。

　文月は黒のレギンスにチェックのシャツ。ほとんどおまけのように腰に巻かれたミニスカートが可愛かわいい。

「でも、企画した本人は、いまいちテンション低いな」

　文月は窓枠に頬ほお杖づえをつき、寂しげな目を外に向けている。集合した時から、テンション低めだった。

「なんかあったのかなあ」

　ちょっと心配しつつも、何か言ったらまた噛かみつかれそうなので何も言わないでいた。

「おっ、見えてきた」

　窓から顔を出した恋が進行方向を指差す。

　その言葉通り、バスはゆっくりと速度を落としていき、仁に科しな市営キャンプ場のバス停に停車した。

「おおお」

　バスから降りてすぐ前のキャンプ場の入口で、恋は歓声を上げた。その横で僕は伸びをする。

「綺き麗れいですね。掃除も行き届いています」

　愛あいさんが見まわしながら、チェックを入れていた。

　エントランスには木製のアーチ状のゲートがあり、蔦つた系の植物の花が咲き乱れていた。ゲートから奥へ繋つながる小道は石畳。キャンプ場というより、郊外のリゾートホテルのような洗練された雰囲気だ。事前の調査によると、シャワーや調理場、売店などの設備が整っているらしい。利用客はそこそこいるようで、駐車場には自動車やキャンピングカーが何台も停とまっている。

「受付ロッジに行きますです」

　それまでずっと静かにしていた文月が、突然、大きな声を出し、歩き出した。

「キャンプ場についたら、急にテンション上がった」

　僕はちょっと安心しながら、文月の後をついていく。キャンプの間、あのローテンションのままだったらどうしようと思っていた。



「テントに入れるのは、最早でも午後からだそうです」

　受付を終えてロッジから出てきた文ふみ月つきが、パンフレットを僕たちに渡す。

「そっか。今は昨日からのお客さんがいるもんな」

　周りを見ると、一晩、キャンプ場で過ごした客たちが、キャンプ場に備え付けのテーブルに座って談笑している。

「荷物はロッジが預かってくれて、施設はどこも使ってもいいそうです」

「とは言うものの……」

　僕は愛あいさんを見る。

「テントがないと、あまりやることもありませんよね？」

「そうですねえ」

「そんなことはない」

　恋れんがムッツリと言った。

「昨日、一日かけて地球人のキャンプ文化について調査したんだ」

「イヤな予感……」

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「それで分かったことだが……、夏のキャンプでは昆虫採集が必ひつ須すらしい」

　言いながら、リュックの中から虫捕り籠かごを取り出した。透明のアクリルケースに緑色の蓋ふたがしてあるヤツ。３Ｌサイズの超大きいヤツだ。

「リュックがやけに膨らんでいると思ったら、こんなの入れていたの？」

　私も知りませんでした、と愛さんが目を伏せる。

「でも、キャンプ場で昆虫採集って、小学生がすることじゃないの？　しかも、こんな昼間じゃ、捕れる昆虫も限られているし」

「昆虫採集に年齢は関係ない。私も以前から、地球の下等生物に興味があったのだ」

「下等動物って言うなよ。もっと昆虫、リスペクトしようよ」

「虫捕り網はロビーで借りられるそうです。籠も売店にあるみたいです」

　文月が頭の後ろで手を組んだ。

「なんと文月、乗り気なの？」

「い、いえ、テントが空くまでの間だけですから。トランプよりずっと生産的かと」

　恥ずかしそうに下を向きながら答える。

「生産的かなあ？　まあ、反対はしないけど」

　久しぶりにいいか、という気もしてきた。

「でも、こんな真昼間に何を捕るわけ？」

「あれはどうです？」

　文月はミ――ンミ――ンという鳴き声の大合唱が聞こえる林を指差す。

「蝉せみかあ。確かに、あれなら沢山捕れるけどさ。でも、セミってよく見るとグロイんだよ。恐れを知らない小学生じゃないと、結構、キツクない？」

「グロイ……」

　愛あいさんが青い顔をしていた。そういえば虫嫌いだった。

「私は大丈夫だ。セミ捕り賛成」

　恋れんがノリノリで手を挙げる。

「ただ捕るのではなく……」

　文ふみ月つきがチラリとみんなを見た。

「２チームに分かれて捕った数を競う、というのはどうですか？」

「えっ？　それは……」

　愛さんが困った顔をする。チーム制だと棄権し辛づらいからだろう。

「いいぞ。そうしよう」

「……」

　乗り気の恋に、愛さんは言いかけていた言葉を引っこめてしまった。可哀かわいそうに。

「ではチーム戦の結果で罰ゲームだ。負けたチームは勝ったチームの荷物を全部テントに運ぶ、というのはどうだ？」

　恋が不敵に笑う。

　僕も愛さんも乗り気ではなかったが、渋々、頷うなずいた。

「じゃあチーム分けするぞ」

　恋の音頭でグーとパーで分かれる。

　その結果――。





「キャア――」

　林の中に悲鳴が響く。腰のひけた体勢で虫捕り網を木に押しつけた愛さんが、僕に向かって手招きする。

「翔しよう太たく――――ん」

　泣きそうな声で呼ばれた。

「は、は―――い！」

　僕は自分が捕ろうとしていたクマゼミを諦あきらめ、愛さんの方へ向かう。

「と、捕ってください」

　震える声で頼まれた。

「りょ、了解です」

　僕は網の上から蝉を掴つかむと、愛さんの首から下げていた籠かごに入れた。

「ふう」

　愛あいさんは籠かごの中に収まったミンミン蝉ぜみを恐こわ々ごわ見つめながら、額の汗を拭ぬぐう。

「これで十匹ですね。どうなんでしょう。これは多いのですか？」

「さあ。向こう次第ですが……」

　チーム戦で蝉取りの数を競うことになった結果、僕と愛さん、恋れんと文ふみ月つきに分かれることになったのだ。

「向こうは女の子だけですから、慣れてないと思うのですけどね」

　と呟つぶやいていた僕の横を、タイミングよく虫捕り網を構えた文月が駆け抜けた。

「えいっ！」

　気合の声と一緒に網を振るい、近くの木に張り付いていたアブラゼミを捕らえる。やすやすと木から蝉をひっぺがして、籠に放ほうりこんだ。

「網はもうちょっと短くても大丈夫そうですね」

　独り言を言いながら網の後ろの結び目を解いている。そして結びなおすと、二、三回素振りをした。

「うん、ドラッグが丁度いい感じです」

　満足そうに頷うなずく。顔がプロの顔だ。

「文月？」

　僕は呆ぼう然ぜんとしながら声をかける。

「順調に捕れていますか？」

　文月はポニテを振りながらこっちを向いて、前髪をかきあげる。

「いや、まあまあだけど」

　籠を背中に隠しながら答える。

「恋はどうしたの？」

「こっちのチームはバラバラで捕って、後で合計することになりました。二人ともよく捕れますから」

「そ、そう。ちなみに、文月は今ので何匹目？」

「五十匹くらいです」

「ご、五十？　どうやったらそんな天文学的な数字が出てくるわけ？」

　僕はコメカミを引ひき攣つらせる。こっちの五倍。確かに、大量に蝉が入った虫籠を見せられる。

「文月ちゃん、虫、恐くないの？」

　愛さんが目をパチパチさせながら尋ねる。

「農家暮らしが長いですから」

「関係あるような、関係ないよな……」

　僕が首を傾かしげていると、文ふみ月つきの目がキランと光った。

　次の瞬間、細い手がビシッと木に伸び何かを捕らえる。

「クマゼミです」

　素手でクマゼミを掴つかんで、僕らに見せる。

「……」

「……」

　固まってしまう僕と愛あいさん。蝉せみの腹はやっぱけっこうグロい。

「では、また後で。実はチーム内で恋れんさんとも競っているのです」

　クマゼミを籠かごに入れると、そう言って、文月は林の中を走っていく。

「ダメです……。僕たち勝てっこありません」

　僕は愛さんに向かって首を振る。

「そうですね。でも、文月ちゃんを見て、私も勇気が出てきました」

「はっ？」

「文月ちゃんにできるなら、同性の私にもできるはずです。私も蝉を掴んでみたいと思います。網の上から」

　愛さんは握りしめた右手をプルプル震わせていた。

「はあ。いいんじゃないですか」

　もう文月チームに勝てるわけないし、それくらいゆとりがあってもいい。

「じゃあ、ミンミン蝉で試してみますか？」

「は、はい」

「さっきとは逆で、僕が捕りますから。愛さんが籠に入れてください」

　僕は木に静かに接近していくと、そっと虫捕り網を振るう。蝉は鳴き止やみ、大人しく網の中に納まった。

「じゃあ、どうぞ。羽根の上からソフトタッチで取ってください」

「わ、分かりました」

　愛さんは緊張の面持ちで、ゆっくりと木に近づいていくと、蝉に向かって震える手を伸ばした。

　手が蝉に触れる寸前――、

　ミン――と声を上げて、蝉が羽を羽ばたかせた。木と網の隙すき間まから飛んで逃げる。

「キャッ！」と可愛かわいい悲鳴を上げて、愛さんが額を両手で押さえた。蝉が飛び立つ時に、おしっこをかけられたのだ。

　直後、

「し、翔しよう太たくん――！」

　愛さんが情けない声を上げ、抱きついてきた。

「あ、愛あいさん!?」

　僕は上ずった声を上げる。

　押し当てられた愛さんの胸の感触と、鼻の中いっぱいに広がるいい匂においに、心拍数が跳ね上がった。

「あ、愛さん、お、落ちついて。大丈夫、大丈夫だからああ!!」

　ドキドキしながら、僕は愛さんの体をゆっくりと離していく。愛さんは顔を引きながら、なおも僕にまわした手を放そうとしない。

「でも、なんか額がヒヤッとするんですけど」

「大丈夫です。それは、蝉せみのおしっこです」

「お、おしっこ!?」

　顔が真っ青になる。

「拭ふいて、拭いてください――」

　愛さんは半泣きで、グスングスンと鼻を鳴らす。

「だ、大丈夫ですから。す、すぐに拭きますから」

　僕は、自分のハンカチを愛さんの額に当てた。

「はい。これでほぼ取れましたが、すぐに洗いに行きましょう」

「……はい」

　愛さんは不安そうな顔で、上目遣いで僕を見る。そして、ゆっくりと僕にまわした手を放した。

「あ、ありがとうございました」

　洗い場に向かって歩いていると、愛さんが頬ほおを真っ赤に染めた顔を下に向けて、言った。

「翔しよう太たくんに虫から助けられたのは……、二回目です」

「二回目？　ああ」

　通信基地の蜘く蛛ものことを思い出す。

「二回とも助けたというほどでは……」

「いいえ。翔太くんは恩人です」

「そんな大おお袈げ裟さな……」

「恋れんはよくボロクソに言いますけど、翔太くんはやる時はやる男の子ですよね」

　下を向いたまま、愛さんは恥ずかしそうに言う。

「そういうところが私は……」

　聞き取れないほどの小さな声で、愛さんが口をボソボソと動かす。

「はい？」

「なんでもないです！　なんでもないです！」

　愛さんは手をパタパタ振ると、いきなり走っていってしまった。



　蝉せみ捕りの数は百二十匹vs十匹で、僕と愛あいさんチームが惨敗で終了。

　僕が文ふみ月つきと恋れんの二人分の荷物を運ぶことにあいなった。



　　　　　☆



「お前らなあ。こんなにセミを捕ってどうすんだよ」

　空いたテントに向かいながら、僕は呆あきれた声を出す。

　恋の持つＬＬサイズの籠かごの中は、蝉でいっぱいだった。僕たちのを合わせて、百三十匹が一つの籠に収まっている。蝉の愛護団体があったら、抗議されることは必至なくらい密度が高い。

「どうするって、みんな下界に持って帰るんだ」

　恋がさも当然のように言う。

「本気？　可哀かわいそうなことしちゃだめだよ。蝉は短い一生なんだから」

「帰って街に放すんだ。街は最近、蝉が少ないから」

「そういう生態系を乱すようなことを……」

　僕は肩をすくめる。夜の間にコッソリ全部解放してやろうかと思った。

　林の中の小こ径みちを歩いていくと、小川のせせらぎの傍そばに、テントが距離を空けて二つ設置されていた。テントの間には木製のテーブルとベンチが備え付けられている。

「私たちのテントはあれです」

　文月がテント前に置かれた看板の番号を指差す。

「へえ。……ってか、ちょっと待ってよ。本当にあれ？」

　僕は怪け訝げんな顔をした。

「なんかテント、小さくない？　二つとも」

　どう見ても二つとも二人用の小型テントだ。

「実は……、手違いがあったらしく、カップル用テント二つになったんです」

　文月が申し訳なさそうに言う。

「聞いてないよ！　受付に言って、もっと大きいのに替えてもらえないの？」

「聞きましたが、ないそうです」

「別にいいんじゃないのか？　私たちは四人。二人用テントが二つあれば、丁度いいじゃないか」

　恋が不思議そうに首を傾かしげていた。

「四人だけど、男一人に女三人だよ？」

「だから？」

「つまり、女子の内一人が、男子と同じテントに泊まらないといけないんだよ」

　ちなみに言うまでもないが、その男子というのは僕のことだ。

「だったら簡単じゃないか」

　恋れんがポンと手を打つ。

「私がショータと一緒のテントで、姉者とゆうが一緒に……」

「そうとは限りません」

　恋の発言を文ふみ月つきがあっさりと否定する。

「ええ――、どうしてだ？　私は恋人なんだぞ？」

「それは分かりますが、恋人同士が同じテントというのは普通過ぎます」

「じゃあ、どうだったらいいんだ？」

　恋は口を尖とがらせる。

「ゲームで決めます」

「ゲーム？」

　恋は再び目を光らせた。蝉せみの時もそうだったけど、ゲームとか勝負が好きらしい。

「げ、ゲームというのは、どんなゲームだ？」

　興奮したように、鼻からフハフハと息を出した。

「私たち女子三人で夕飯の準備をするのです」

　文月は顔の横で人差指を立てた。

「ほお」

「一番美お味いしいご飯を作った女子が、天あま乃のさんのテントに泊まります」

「なるほど！」

　恋がポンと手を叩たたいた。

「ちょっと待ってください。どうして、そうなるんですか？」

　愛あいさんが顔をしかめる。

「そういうゲームだからです」

　文月はさも当然のように答える。愛さんは納得できてなさそうに、黙ってしまう。

「キャンプだし、ゲームはいいと思うけど……。みんなご飯なんて作れるの？　ちなみに一ひと片ひら家の料理担当は誰だれなんですか？」

　僕が口を挟んだ。

「……私です」

　愛さんが手を挙げる。やっぱり、と思いつつ、僕は思わず不審そうな視線を恋へ向ける。

「な、なんだ！　ショータ、その顔は。失礼な。私だって地球の料理くらい作れるぞ」

　恋はプンプンと口を尖らす。

「本当ですか？」

　愛あいさんの方を見ると、なんとも微妙な顔をしていた。

「やっぱりな」

「なっ、なんだ、その残念そうな顔！　分かった、ならばショータに見せつけてやる。私が意外と料理上手だってことを。長年、地球の食文化について研究した成果を明らかにするとしよう」

　グッと拳こぶしを握りしめる。そのやる気が逆に怖い。

「私は食べ物で、そういうゲームをすることに抵抗があるんですが……」

　愛さんが真面目まじめな発言をする。

「ちゃんと、全員で食べられる分量を作って残さなければいいのではないですか？」

　文ふみ月つきがチラッと愛さんを見る。

「ですけど……」

「そんなことを言って、負けるのが怖いんですか？」

　挑戦的な顔をする。愛さんのコメカミが少し引ひき攣つる。

「そういう挑発には乗りません」

　プイッと顔を背ける。

「でも、自信があるのならいいじゃないですか」

「自信はあります」

「なら、いいじゃないですか」

「でも……」

　愛さんはちょっと考えこんだ後、

「分かりました……。じゃあ、やりましょう！」

　頷うなずき、文月と顔をにらみ合った。

　愛さん……。思いっきり挑発に乗ってますがな――！

　僕は胸の中でツッコミを入れた。

「テーマはカレーはどうですか？　キャンプ料理の定番です」

　文月は恋れんと愛さんを交互に見る。

「カレーか。王道だが、だからこそ実力差が出るな」

「いいですね」

　恋と愛さんは頷く。

「天あま乃のさんもそれでいいですね？」

　文月がこっちを見る。

「あ―――、カレー自体は好きだけど……、それより君たちの誰だれかが僕と一緒のテントになることについて、僕の意見とかそういうものは尊重されないんでしょうか？」

「じゃあ、時間は夕方の五時までです」

　僕の言葉を無視して、女の子たちは時計を見る。

「じゃあ、今からスタート！」

　文ふみ月つきはそう言うや、愛あいさんと一緒に売店へ猛烈な勢いで走り出した。

「え、ちょっと。二人ともそんなに本気なの？」

　駆けていく二人の背中を見送りながら、僕は目を瞬きさせる。

「恋れんはいいのか？　追いかけなくて？」

　僕の横で一人、恋は虫むし籠かごをテーブルの上に置いて余裕モードだった。

「フッ」

　不敵に笑う。

「キャンプ場の売店で買えるものなど、たかが知れている」

「いや、でも他に材料手に入らないし……」

「そんなことはない。我々は巨大な食料の貯蔵庫の中にいるんだぞ」

　周囲をグルリと指差した。

「つまり？」

「山にいる時は、山で食材を手に入れた方が適切。これが地産地消だ」

　満足そうに腕を組む。

「理屈は通っているが、蝉せみはカレーの具には適さないぞ」

「バカにするな」

　ブウと頬ほおを膨らませる。

「誰だれも食べたこともないようなカレーを作るからな」

　そう言い残して、恋は売店と反対方向の山の中へ入っていく。

「大丈夫かなあ」

　意気揚々と林へ消えていく恋の表情に、ものすごく不安を覚える。

「でもって、僕は荷物の番か」

　テーブルに置かれた女の子たちの荷物を見ながら、ヤレヤレと首を振った。





　二時間後――。

　テント近くの木製テーブルの上には、三色のホーロー鍋なべが並べられ、よい香りが周囲に広がっていた。

　僕はベンチシートに腰掛け、心配そうな目で鍋から立ち上がる湯気を見つめている。反対側のベンチには、恋、文月、愛さんの三人が真剣な顔で座っていた。

　周囲に緊張が走っている。どうしてキャンプでカレーを食べるだけなのに、こんなにピリピリしないといけないんだろう。

「三つの鍋なべにはそれぞれ三人が作ったカレーが入っていますです」

　中央の文ふみ月つきが説明を始める。

「どれに誰だれのカレーが入っているか、本人しか分かっていません。全員、別の離れた炊事場で作りました」

　そこまでするか。

「誰のが一番美お味いしいカレーかは、ポイントで競います。評価はここにいる全員で行って、食べた人は一番美味しいと思うカレーに10点、二番に６点、三番に４点、必ず入れます。で、四人の合計点で勝負します」

　頷うなずく三人。

　恐らく、製作者は自分のカレーに10点を入れることになるから、僕がどのカレーに10点を与えるかが重要になってくるだろう。

「じゃあ、一つ目を食べましょー」

　文月は赤の鍋の蓋ふたを開け、ご飯にかけて全員の前に並べる。

「いただきます」

　僕は緊張しながら手を合わせると、おそるおそる、スプーンでカレーソースをすくい、一口食べる。

　次の瞬間――、

「なっ！」

　思わず目を見開いた。

　口の中に広がる芳ほう醇じゆんな香り。鼻から抜けるスパイス。そして絶妙な旨うま味み。具に使われているのは薄切りの豚肉だが、ただのカレーじゃない。まるで香りのオーケストラだ。

「こ、これは！　美味しい！」

　お店に出すことができる。それくらい完成度の高いカレー。材料も設備も限られたキャンプ場でここまでの物をつくるなんて、凄すごすぎる。

（い、一体誰？　こんな完成度の高いカレーを作ったのは！）

　僕は三人を見やる。

　三人とも黙々とカレーを食べていた。ものすごいポーカーフェイス。誰がこのカレーを作ったのか全然分からない。

（とにかくこれが、一位候補だな……）

　僕は思う。これ以上のカレーが出てくるんだろうか。

「じゃあ、次のカレーです」

　文月が次の鍋の蓋を開ける。

　野菜がゴロゴロしているカレーソースが現れる。

「野菜のカレーかあ」

　ちょっと気分が下がる。子供みたいと言われようが、野菜だけのカレーはあんまり好きじゃない。

　だが、カレーソースの一部を口にした瞬間――、

「なっ！」

　なんというみずみずしい野菜だろう。新鮮な野菜の香りが、上じよう手ずにカレースパイスとマッチしている。

「これは旨うまい……」

　思わず口にしてしまう。もしかしたら野菜はカレーで食べるために、発明されたんじゃないかと思うくらいだ。これなら野菜だけのカレーもいい。むしろ肉なんか必要ない。

（こ、これを作ったのは？？）

　僕は、また三人を見る。

　三人ともまたポーカーフェイスで黙々と食べている。

　野菜のカレーを作るというのは、野菜不足の現代人に野菜を食べさせたいという愛あいさんの優しさの表れともとれるし、農家育ちで幼い頃ころから野菜に親しんでいる文ふみ月つきの可能性もある。どちらにしても、この繊細さは恋れんではなさそうだ。

　だが、一つ目のカレーと二つ目のカレーが甲乙つけ難がたい。どちらも美お味いし過ぎる。

「困ったな……」

　二つを作ったのは、恐らく愛さんか文月。僕の評価によって、同じテントに泊まる相手がどちらになるかが決まることになるかもしれない。

「で、では、三つ目……」

　文月が三つ目の鍋なべを開ける。

　次の瞬間――。

「まさかっ！」

　僕はハッと目を見開いた。

　カレーの中味はキノコだらけだ。とにかくキノコ。それもゲームに出てきて、髭ひげのおじさんが食べたら大きくなりそうなカラフルなキノコが一杯入っている。カレーソースが見えないほどに。

「こ、これ、大丈夫なの……？」

　思わず呟つぶやいてしまった。

「大丈夫。これはテングノハナタケと言って食べられる……、らしいぞ」

　恋が答える。三人の視線が恋に集中する。

「やけにくわしいな」

「い、いや、テングノハナタケは業界では有名だろう」

「どんな業界だよ！」

「というか、これ、カレーなの？」

　文ふみ月つきが眉み間けんに皺しわを寄せて、鍋なべの中を覗のぞきこむ。

「カレーというより……」

「キノコのカレー粉炒いため？」

　僕は愛あいさんと顔を見合わせる。

「とにかく食べろ、じゃない、食べようじゃないか」

　第三者を装う恋れんが、哀れだ。

「まあ、いいか。とりあえず……」

　全員、そのキノコをご飯に添えて食べる。

　――！

「な、なに――――――!?」

　思わず叫ぶ。キノコの芳ほう醇じゆんな香りが口の中、一杯に広がったのだ。まるでインドの山奥にあるという伝説のキノコ森の中に迷いこんでしまったような……、よく自分でも分からないがそんな感じ。しかもキノコはジューシーで、ものすごく新鮮である。それがカレースパイスと相まってものすごく美お味いしい。

「こ、これは！」

「確かにキノコカレー」

　愛さんと文月も呆ぼう然ぜんと呟つぶやいている。そして、恋は得意そうに笑いながら、

「地産池消、地産池消」

　と、意味深な台詞せりふを繰り返している。

（まさかこんなに旨うまいとは……）

　作ったのは恋と分かっている。でも、それとは関係無しに、一番美味しいカレーはこれだと思った。

「では……、みんなで採点に移ります」

　文月が険しい顔で言った。たぶん、愛さんとの一騎討ちだと思っていたのに、恋のカレーが美味しくて驚いているのだろう。

　僕の気持ちは固まった。キノコ10点、肉を６点、野菜を４点にしようと思っていた。どれも美味しいが僅きん差さでこれに決めた。

「10点をつけたカレーを指差してください」

　文月が全員の顔を見まわす。

　僕がキノコの鍋を指差そうとした時、

「ふふ」

　いきなり文月が噴き出した。しかも唐突。笑える要素、まったく無し。

　僕は眉まゆ根ねを寄せる。

「うふふふふふふふふふ」

　だが、文ふみ月つきは顔を真っ赤にして笑っている。

　――と、

「ははは」

　今度は愛あいさんが笑い始める。

「どうしたんですか？　二人とも……。って、フハッ。ハハハ――」

　僕も噴き出してしまった。何が面白いわけでもない。なんだか痙けい攣れんするように、笑いがこみ上げてくる。

「なに、なにがどうなっているわけ？」

　僕、文月、愛さんは笑い声を上げながら顔を見合わせる。

　まさか、

「そのキノコ!?」

　一斉に、キノコカレーを指差した。

「アハ、アハハハ。そのキノコ、大丈夫なの!?」

「どうやら……」

　恋れんは重苦しい表情で頷うなずく。

「テングノハナタケではなく、テングノオニタケだったようだな……」

「ようだなって！　その違いはなんなの？　ハーハハハ」

「テングノオニタケは、テングノハナタケにそっくりな……笑わらい茸たけなんだ」

「それって、つまり毒どく茸きのこってこと!?　アハハハハ」

　自分の顔が青ざめるのが分かった。

「ハハア、水、水！」

　文月がコップに手を伸ばす。

「水で大丈夫なの？　フフフフ」

「アッハッハ。多少薄まるんじゃないですか？」

　笑い声と悲鳴が入り混じった声が、辺りに響き続けた。





〈結果〉

　豚肉のカレー・26点

　野菜のカレー・22点

　茸のカレー・採点不能



「やった」

　結果が出た瞬間、文ふみ月つきが歓声を上げた。

「一番です！」

「えっ？　そうだったの？」

　僕は驚きの声を上げる。

「豚肉のカレーを作ったの、文月だったわけ？」

　てっきり愛あいさんかと。

「そうです。カレーはシンプルイズベストです」

「農家育ちだから野菜が好きだってことは？」

「野菜が好きです。でも、肉の方がもっと好きです」

「そんなおじいちゃんの仕事を否定するようなことを……」

「ガクッ――」

　文月の横で、愛さんがうなだれていた。

「健康のため、美お味いしい野菜カレーを作ったのに……」

　寂しそうに目を伏せる。

「い、いや美味しかったですよ。こんな野菜のカレー食べたことなかったです」

「でも肉には勝てないんですよね。うう」

「いや、そ、それは……」

　正直、豚肉と野菜のカレーはどちらも美味しかった。愛さんだと分かっていたら、野菜を選んでいたかも。

「ちょっと待て。私も納得がいかないぞ」

　恋れんがムスッとした顔で腕を組む。

「なぜ私のカレーは採点不能なんだ？」

「安全でない食べ物は駄目！」

　僕はバッテンを作る。

「少量だったからよかったものの、下手したら今いま頃ごろ病院送りだったよ！」

「大丈夫だ。テングノオニタケはそれほど強い毒では……」

「とにかくダメ！　食べ物は安全が一番！」

「むう」

　口をタコのように尖とがらせる。

「とにかく、私が天あま乃のさんと同じテントということで決まりです」

　文月は勝ち誇ったような目つきで、愛さんと恋を見る。

「……仕方ありませんね」

「勝負は勝負だからな」

　愛さんと恋は何か言いたげな顔をする。

「ですが……」

　愛あいさんがメッと僕を睨にらみつける。

「二人っきりだからって変なことをしたら、いけませんよ」

「し、しませんよ！　するわけないじゃないですか」

「それならいいですが……」

「だ、だいじょうぶです」

　僕は冷や汗をかきながら、引ひき攣つった笑みを浮かべていた。





「天あま乃のさんは……、本当は誰だれに勝って欲しかったのですか？」

　テントの中で荷物の整理をしていると、文ふみ月つきがそんなことを言った。

　僕は寝袋をほどく手を止めて、そっちを見る。

「別に……。誰でもよかったけど。ってか、一人用テントに一人が一番よかった」

「なるほど。実は愛さんに勝って欲しかったんですね」

「そ、そんなことないって。てか、なるほどの使い方が変だよ」

　ギクッとしつつ、僕は平静を装う。

「ってか、文月はいいのかよ？　僕と同じテントで」

「べつにいいですけど」

　あっさりと言う。

「天乃さんとは一度、色々と話したいと思っていました。二人っきりで」

「は、はあ」

　再び寝袋をセッティングしながら、僕はドキリとする。

「でも、だからって愛さんが言ってた通り変なことしちゃダメですよ？」

「わ、分かってるって」

「私も寝袋敷きますね」

　文月は動揺する僕を無視して、レンタルした赤色の寝袋を僕の横に転がした。

「そこに敷くわけ？」

「他にないです」

「それはそうかもしれないけど」

「布団は一つ、枕まくらは二つ」

「そういう人心を惑わすような歌を歌わないでよ。布団じゃないし、枕もないよ！」

「ふふふ」

　早くも寝袋に潜りこんでニコニコと笑う文月に、僕はちょっとイヤな予感がした。



　　　　　☆



　早めに夕飯を食べたので、夜まで時間があった。僕たちは外のテーブルでトランプをして時間を過ごしたりしていた。

　やがて陽ひが落ち、夜の帳とばりが降りる頃ころ、

「お風ふ呂ろに行こうと思うのです」

　文ふみ月つきが改まってそんなことを言った。

「風呂？　シャワーじゃないの？」

　パンフによると受付のあるコテージの近くに、シャワー室があるのだ。だが、文月はブンブンと首を横に振る。

「キャンプまで来てシャワー室というのは寂しいです」

「そう？　快適でいいと思うけど」

「実は、この近くの森の中に露天温泉があるらしいのです」

　文月が秘密のことを話すように、口に手をあてる。

「なんだよ。らしいって」

「インターネットの情報サイトに乗っていたのです。街ＢＢＳ」

「確かなの？　その情報？」

　僕は胡う散さん臭くさそうな顔をする。

「そのネット情報によると、このキャンプ場の近くに温泉が湧わいているそうです」

　文月は目をキランと光らせる。

「しかも美人の湯らしいのです」

「美人の湯……」

　愛あいさんがちょっと興味を持ったように反応する。

「面白そうじゃないか」

　恋れんも食いついてくる。一ひと片ひら家姉妹も美人の温泉には興味があるらしい。

「で、森のどこにあるわけ？　その温泉？　あまり聞いたことがないんだけど」

「えっとですね」

　文月は携帯電話のディスプレイを開く。

「キャンプ場の入口のゲートから、猿さる山やまを目指して三百歩。そこから右へ五十歩。再び上へ二百歩。そして、最後に左へ百歩行ったところ、にあるそうです」

「昔のＲＰＧかよ！　本当にその情報、大丈夫なの？」

　僕はディスプレイを覗のぞきこむ。確かに掲示板の書きこみにそうある。コメントと共に、携帯で撮った画質の悪い写真までアップされている。あんまり多くの人に来て欲しくないとも。

「なんなの？　この宝のありかみたいな感じ。ものすごく怪しいよ」

「秘密の温泉ですから。これくらい謎なぞめいてる方がそれっぽいです」

「それっぽいって、なんだよ。ってか、たとえ温泉があったとして更衣室とかあるの？」

「あるわけないです」

　文ふみ月つきはあっさりと言う。

「じゃあ男風ぶ呂ろ女風呂、分かれてるの？」

「もちろん分かれていません」

「じゃ、じゃあ、混浴!?」

　僕は上ずった声を上げる。

「そ、そうですけど？」

「い、いや、さすがに、ちょっと……」

　僕が照れていると、不審そうな目で見られた。

「何を考えているんですか？　大丈夫です。水着に決まってます」

「あ、そっか。その手があったか。愛あいさんたちも持っているんですか？」

　二人とも、首を縦に振っている。

「着替えるのだって、バスタオルがあれば、更衣室がなくても水着に着替えられます」

「そ、そうだね」

「というか、天あま乃のさんの思考がいやらしいです。温泉と聞いて、すぐに更衣室とか、混浴とか考える方が変です。異常です。ヘンタイです。そういう心配をするってことは、実は期待していたのではないですか？」

「そ、そんなこと、ないよ。じゅ、純粋に、そういうお風呂を嫌がる女の子もいるんじゃないかと思っての発言であって……」

「そうだといいのですが」

　文月は怪しむような顔をする。

「そんなことはどうでもいいんだが」

　恋れんが真剣な表情で、顎あごに手を当てた。

「その温泉、本当に行けるのか？」

「それは、ここに書いてある通りに向かっていけば、たどり着くのではないですか？」

　文月がキョトンとした顔になる。

「書いてある通りに行けるのか？　まず、この最初の猿さる山やまってどこだ？」

「えっ？」

　文月は慌てて携帯電話を見なおしていた。

「なにか目印になるような山がないのですか？　お猿さんが沢山住んでいる山などは」

「周り、山だらけだよ。猿はどこにも沢山生息している」

　キャンプ場の周囲は山と森に囲まれている。目印になるような山がどれなのか、見当がつかない。

「山に“〝通信基地”〟がある関係で調べたことがあるんだが、この近くに猿さる山やまなんて山はないぞ」

「ちょ、ちょっと調べてみます」

　文ふみ月つきが携帯電話で検索する。

「……出てきません。猿山なんて名前の山、ないです」

　なぜか僕が睨にらまれた。

「事前に調べてなかったの？」

「……すぐに見つかると思っていました」

「やれやれ。じゃあ、温泉には行けないな」

　僕はフウとため息を吐つく。なんだかちょっとホッとしたような残念なような。

「ちょっと待て。もしかしたら、猿山自体、何かの隠語かもしれないぞ」

　恋れんが腕を組む。

「いやいや、考えなくてもいいって。これから山に入って遭難するのもいやだし」

　僕はパタパタと手を振った。

「そうですね。今回はシャワーで済ましちゃいましょう。寝る前に花火もしたいですし」

「花火!?」

　愛あいさんの言葉に、考えこんでいた恋の目の色が変わる。

「また花火があるのか？　あの巨大なエネルギーを感じられるのか？」

　興奮した様子で愛さんを見る。

「この前見たものよりもずっと小さいですが、自分で点火することができます」

「おお。あの現代芸術を自分で創出できるとは！　よし。じゃあ、さっさとシャワーを浴びて、花火をしようじゃないか」

　恋はそう言うと、急いでテントにお風ふ呂ろ道具を取りに戻ってしまった。

「露天風呂……、行きたかったのですが」

　文月が残念そうな顔をする。

「何を企たくらんでいたのか知らないけど、ちゃんと準備してないからだぞ」

「企んでなんていません。ただみんなでお風呂に入れたら楽しいかなと思っただけです」

「だといいけど……」

「さあ、早くシャワーに行くぞ。何をやっているんだ」

　お風呂道具を持った恋がテントから戻ってきた。今にも走り出しそうな勢いだ。

「そんなに焦らなくても、花火は逃げないって」

　僕も、ゆっくりと自分のテントに着替えを取りにいった。





「翔しよう太たくん……」

　みんなで花火をやって、線香花火でしめて……、とりあえず、「おやすみなさい」を言い合った後――。

　僕がテーブル周りに残されたコップやビニール袋の後始末をしていると、愛あいさんがポツリと言った。

「はい？」

　僕は何ごとかと愛さんを見返す。恋れんも文ふみ月つきもテントに戻ってしまった。僕は愛さんと二人っきりだ。

「あ、あのですね」

　愛さんは少し恥ずかしそうに、顔を赤くしている。

「これからテントに分かれて就寝するわけですが……」

「はあ」

「くれぐれも……」

「？」

「……」

　愛さんはそこまで言って、体をモゾモゾとさせる。

「な、なにかあるんですか？」

　愛さんは勇気を振り絞るように両手をギュッと握りしめて、煌きらめく瞳ひとみで僕を見た。

「その……、文月ちゃんには……、えっと、き、気をつけてください……」

「気をつける……、といいますと？」

　僕は首を傾かしげる。

「つまり、へ、変なことをしたら駄目です」

　変なこと？　の言葉が意図するところを一瞬考えた後、

「だ、だから、しませんって！」

　と叫んだ。

「本当ですか？」

　愛さんは怪しむように眉まゆ根ねを寄せる。

「本当ですって。そんなこと、するわけないじゃないですから」

「でも、事故ということがあるじゃないですか」

「ないです！」

　僕はパタパタと手を振る。

「というか、事故って例えばどんなのですか？」

「例えば……。翔しよう太たくんが間違って、文ふみ月つきちゃんの寝袋に入ってしまうとか」

「どんだけ僕はうかつですか！」

「その逆のパターンもあります」

「その時は追い出します」

「それができたらいいんですが……」

　愛あいさんは眼精疲労の時のように、目と目の間を摘つまむ。

「ちょっ、僕ってそんなに信用ないですか？」

「そんなことはないですが、男の人は時に狼おおかみになることがある、と以前、叔お母ば様が言ってました」

「僕は大丈夫です！」

　僕はブンブンと首を振る。

「……というか、どうして愛さんが、そこまで心配するんですか？」

「そ、それは……」

　顔を真っ赤にして、下を向いてしまう。

「そ、それは……、そんなことになったら……、恋れんが悲しむから……です」

「……」

「“〝いもうとがかり”〟は、妹のお世話をする係です。悲しませるのは駄目です」

「そうですね……。でも、大丈夫です。僕は恋を悲しませたりはしませんから」

「……」

　愛さんは僕をジッと見つめ、それから頷うなずいた。

「そうですね。翔太くんなら、大丈夫ですよね。変なことを言って、ごめんなさい。ちょっと、恋のことになると心配性になってしまいます」

　愛さんはそう言って舌を出した。

「あの、愛さん……」

「はい？」

「その、愛さんが心配するのは、恋が悲しむからだけ、ですか？」

「えっ？」

「いや、その……。僕がうかつにもなにかあったら、愛さんはどう思うのかなあって……」

「そ、それは」

　愛さんはツンツンと指を突き合わせると、

「いい気持ちはしないです」

「……それだけ、ですか？」

「いえ」

　愛さんはちょっと怖い顔になった。

「もしかしたら我を失って、翔しよう太たくんを殴るかも」

「な、殴る!?」

「バットとかで」

「撲殺ですか!?」

　僕はガクガク顔を震わせる。

「な――んて」

　ニコリと笑った。テーブルを拭ふいていた雑ぞう巾きんを畳む。

「では、また、明日ですね」

「は、はあ」

「おやすみなさい」

　愛あいさんは手を挙げると、恋れんのいるテントに向かって歩いていく。

「バットで殴るって……」

　あの顔はあまり冗談には見えなかった。殴られないためにも、万が一にも間違いがないようにしないと。

　僕は気合を入れると、自分のテントの前に立った。

「こういうのは最初が肝心だから」

　文ふみ月つきは割といい加減なところがある。最初にビシッと言っておかないと、ズルズルと向こうのペースに引きずりこまれるかもしれない。

「文月――」

　僕は彼女の名前を読んで、テントの入口のチャックを開けた。

「キャッ！」

　悲鳴が上がった。下着姿の文月が、パジャマのズボンを穿はこうとしていた。電気ランタンに照らされ、真っ白なパンツに覆われた引き締まったお尻しりが目に飛びこんでくる。僕は慌てて、チャックを閉じる。

「あ、開ける前に声をかけてください」

「ご、ごめん！　ってか、かけたんだけど」

「相変わらず“〝パンツ見たがる人”〟ですね」

「いや、見たがってるわけじゃあ……」

　僕は頬ほおをピクピクさせながら、謝る。思わず愛さんたちのテントを見てしまった。

（ってか、最初からヤバイ……）

　高鳴る胸を押さえる。愛さんが向こうのテントから見ているような気がして怖い。

「はい。もういいです」

「おう」

　僕は警戒しながら中に入る。

　先ほど着ようとしていた薄桃色のパジャマのズボンとＴシャツ姿の文ふみ月つきが、寝袋の上に腹はら這ばいになっていた。ポニーテールを解いて長く垂れた後ろ髪が艶なまめかしい。

　こんな可愛かわいい女の子とこんな小さなテントの中で寝るんだ……。そんな風に考えると、今更ながら興奮する。

「寝る準備、終わった？」

「はい」

「そっか」

　僕はできるだけ文月を見ないようにして腰を下ろし、そのまま寝袋に入りこんだ。

　すると、文月がグルグルと彼女の寝袋の上を転がってきて、僕の寝袋に接近してくる。僕の顔の左右に両手をついて、横になった僕を上から見下ろす。

「天あま乃のさん……」

　文月は真剣な顔で、僕を見る。真面目まじめな目が、ちょっとウルウルしている。少し大きめのＴシャツの丸首が重力で下に垂れて、中が見えそうになる。僕は顔を背ける。

「な、なに？」

「天乃さんが選んだカレー、本当は愛あいさんが作ったんだと思っていたのではないですか？」

「ま、まだその話、引っ張ってるの？　もういいじゃん」

「愛さんと同じテントになりたかったから、選びましたね？」

「だから、そういうわけじゃないって」

　僕は首を振った。

「キャンプに来て改めて気がつきましたが、愛さんって綺き麗れいです」

「まあ、うん、そだね」

「恋れんさんばかりに注目していましたが、恋さんより愛さんの方が女の子っぽいです。体もグラマラスです」

「そ、そうかもね」

「ですが！」

　文月はグッと拳こぶしを握り締めてみせる。

「実は私も着き痩やせするタイプなんです。本当は愛さん並のグラマラスな体型ですよ？」

「あ、そう」

　僕が気のない返事をしていると、肩を掴つかまれて無理やり上向きにさせられ、睨にらまれた。

「その声は信じてませんね」

「いや、そんなことないって」

「証拠を見せます」

　そう言うと、文月は僕の寝袋の上をローラーのようにゴロゴロと何度も往復し始めた。

「なんなの、これ罰ゲーム？　重い、重いって！　肺が圧迫されるって！」

　僕は苦しい息の下から声を上げる。文ふみ月つきはローラーを止める。

「押しつけられることで、私のナイスボディが分かる、かと」

「いや、分からないって。寝袋、間に挟んでるんだから！」

「そうですか。残念」

　文月は唇を噛かむ。

「やはり、露天風ぶ呂ろ行きたかったです。あそこなら証拠、示せたのに」

　文月は僕の寝袋の上に正座して、胸の前で手をクロスさせた。

「ちょっ。風呂に行こうとしてたの、それが目的だったの!?」

「お風呂なら正々堂々と見せられます。……裸を」

　恥ずかしそうに言う。

「裸!?　水着では？」

「はい。あれは嘘うそです」

「嘘だった――――」

「だって私、水着を持ってきていません。というか、お風呂で水着とか許せません」

「許せないの―――？」

「仕方がありません。では、ここで露天風呂ごっこをしましょう」

「いや、言葉の意味が分からない」

「だから、テントの中でお風呂に入った気になるのです」

「駄目だよ。何考えてんの！　ってか、なにパジャマに手をかけているわけ―――？」

　僕が叫んでいると、

「駄目ですよおおおおおおお」

　すぐ後ろから、おどろおどろしい声が聞こえてきた。

「うわあああああ」

　僕は悲鳴を上げる。テントのチャックの隙すき間まから、愛あいさんが怖い顔でこちらを見ていたのだ。

「あ、愛さん、そこで一体、なにを？　ってか、一体いつから!?」

「いえ、私たちのテントはこれから明りを消すのでそれを伝えに来たのです」

　愛さんは言いながら、冷ややかな目を僕に向ける。

「翔しよう太たくん、言っておきますが……」

「分かってます。分かってますって。なにもないですって！」

　僕はパタパタと手を振る。

「文月ちゃんも、あまり翔太くんをからかっちゃ駄目です」

「別にからかっているわけじゃありません」

　文月はツンと口を尖とがらせた。

「じゃあ、おやすみなさい」

　愛あいさんは文ふみ月つきの相手をせずに、チャックを閉じてしまう。

「愛さん、ずっと見張っていたのですか？」

「さあ。でもさっき、ずっと監視してるって脅されたよ」

「なんだか白けちゃいました」

　文月はそんなことを言って、自分の寝袋に戻ってしまった。

「こっちも寝る？」

「そうですね。起きていても仕方ないです」

「じゃあ……」

　僕は電気ランタンの明りをオフにした。その途端、テントは急速に薄暗くなる。

　明りが消えても、僕はしばらくボーッとテントの天井を見つめていた。採光窓から差しこむ、青白い月明り。気の早い秋の虫の羽音が微かすかに聞こえてくる。

　キャンプ場に来て大して何もやっていないのに、体中に心地よい疲労感を覚える。横に可愛かわいい女の子が寝ていることなど忘れて、そのまま意識を失いそうになった時、

「あの……」

　再び、文月の声が聞こえた。

　寝たふりをしようと、無言でいると、

「天あま乃のさんは、恋れんさんとは、本当になんでもないんですよね？」

「……」

「どうなんですか？」

「……なんでもないってなに？　正式につきあっちゃいないのは本当だよ」

「やっぱり起きてましたね」

　文月はゴロンゴロンと寝袋に入ったまま転がってきて、顔を近づけてきた。鼻と鼻が当たりそうなくらい。

　ゴクリと唾つばを飲みこんだ。状況としてはさっきと同じなのに、暗い中というだけで気持ちが高ぶる。心臓の鼓動がまた速くなる。

「でしたら……」

　文月はその大きな瞳ひとみを、鼻を、口を、さらに僕に近づけてくる。

「ちょ。文月。近いって」

「じゃあ、私が……」

　至近距離で文月の口が開かれる。

　その時――、

　携帯電話が鳴る音がした。

「私のです」

　曇った表情で文ふみ月つきはまた寝袋ごとゴロゴロ転がっていくと、バッグから携帯電話を取り出した。

　操作する文月が顔を顰しかめる。小さく体が震えていた。

「こんな時間に誰だれ？」

「天あま乃のさんには関係ないです」

　電源を切ると投げつけるように鞄かばんに戻す。顔を向こうに向けてしまった。

「なんだよ。急に」

「寝ます。おやすみなさい」

　ぶっきらぼうにそう言うと、そのまますぐにス――ス――と寝息を立て始める。

（わけ、分からないなあ）

　僕は意味が分からないまま、目を閉じる。

　文月の寝息を聞いていると、僕もすぐに意識が遠のいていった。

　眠りにつこうとしていると、

「あの」

　また、文月の声が聞こえた。

「また、なんなの？　もう寝ようよ」

「あのですね……」

「……」

「私がなぜこんな時期に引っ越してきたか……、知ってますか？」

　文月は静かに言う。

「いや……。知らないけど」

「実はですね……」

「……」

「……私の両親、別れそうなんです」

　僕の閉じられていた目が、大きく開いた。

「……」

　僕は何も言えないでいる。なんて声をかけるべきか、分からず。

「それだけなんですが。じゃあ、今度こそ、おやすみなさい」

　文月はそう言うと、すぐにまた寝息を立てはじめた。

　僕は目を見開いたまま、しばらく眠れなかった。



　　　　　☆



　夜――。

　僕は人の声で目が覚めた。

「う、う――ん」

　ヒックヒックと嗚お咽えつのような声。

　声のする方向を向く。

「！」

　ハッとする。

　青白い光の中で、いつの間にかこっちを向いていた文ふみ月つきが、寝たまま泣いていた。顔に涙が流れた跡が残っている。怖い夢でも見ているのかもしれない。もしかしたら、別れそうだという両親が、出てきているのかもしれない。

「文月……」

　少し泣いているレベルじゃない。ポロポロと大粒の涙を流している。さすがに可哀かわいそうになってくる。

「お、起こした方がいいのかな？」

　時計を確認すると、まだ朝までは時間がある。起こしてもいいような気もするが、だが、よく寝ているし、このまま寝かしてあげた方がいいかもしれない。

　悩んでいると、文月は急に嗚咽を止やめ、寝返りをうってしまった。すぐに健やかな寝息が聞こえてくる。

　僕はホッとしながら、また目を閉じる。

　だが、安心したためか突然、尿意を覚えて目を開いた。

「メンドくさい……」

　テントからトイレまで、ちょっとした距離がある。だが、かといって朝まで我慢しているのも辛つらそうだ。

　僕は寝袋から出て、立ちあがる。寝息を立てる文月を残し、僕はテントのファスナーを開けて出ていく。

　夜だというのに空気がジメッと温かった。満月の明りのお陰で木のない場所は、曙あけぼののような明りに照らされている。

　トイレに行ってテントに戻ろうとした時、テントの前の小道を女の子がキャンプ場の入口の方向に駆けているのが見えた。

「ありゃ？」

　恋れんだ。恋が携帯電話を見つめながら、走っていた。

「こんな時間に、どこに行くんだ？」

　恋は結構な速さで走っていく。すぐに見失ってしまいそうだ。

「どうすっかなあ」

　悩んだ末、追いかけることにした。一応、いもうとがかり、だしね。

　恋れんはキャンプ場の入口まで行くと一度、立ち止まり、キョロキョロと周囲を見まわした。そして、近くの森の中に入っていく。僕もその後をついていく。

「声をかけた方がいいのかなあ」

　僕は考えつつも、結局、恋の背中をつけていくだけだった。こんな時間にどこに行くのか、知りたい好奇心がそうさせる。

　恋は森に入ると走るのを止やめて、大おお股またで歩き出した。まるで行進のように手と足を振って歩いていく。

「なにやってんだ？」

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せつつその後方、かなり距離をあけてついていく。

　しばらく進むと恋は立ち止まり、直角に曲がって、同じように歩き始める。さらに進むと、再び直角に曲がる。

「これって、もしかして……」

　ようやく、恋がどこに向かっているのか、分かった気がした。

　五分ほど木々の間をさまよっていると、急に進行方向の視界が開けた。森が途切れ、月の白い光が差している。モワモワッとした湯煙が上がっているのが見えた。

　僕は近くの木に隠れ、顔だけ出して湯煙が上がっている場所を眺める。そこには幻想的な光景が広がっていた。

　木々に囲まれた中に、小さな泉がある。泉には乳白色のお湯がこんこんと湧わき、湯気が立っていた。湯気は森の間から差しこむ月光で絹のヴェールのように煌きらめいている。森の中に突如として桃源郷が現れたかのようだった。

「よし。見つけたぞ」

　恋が泉の前で会心の声を上げていた。

（やっぱりな……）

　文ふみ月つきが言っていた、キャンプ場の近くにあるという秘密の露天温泉。どうやったのか不明だが、恋は目印の猿さる山やまがどれか分かったらしい。

「ふっふっふ」

　恋は笑い出すと、上に着ていたＴシャツに手をかけた。

「！」

　僕が「あっ」と呟つぶやいた時には、Ｔシャツを脱ぎ捨てていた。露あらわになった恋の上半身が月明りに照らされ、真っ白に輝く。

「いきなり脱ぐなっ！」

　僕は誰だれにともなくツッコミを入れて、顔を背けた。

　胸がものすごい速度で高鳴っている。

　月明りの効果もあるかもしれないが、一いつ糸し纏まとわぬ恋の上半身はものすごく綺き麗れいだった。

　しかも、小柄な割りにグラマラス。リンゴのような胸に、腰はキュッとくびれていた。

　刹せつ那なの光景を頭の中で何度もリピート再生していると、ポチャンという音が聞こえた。おそるおそる温泉に目を向ける。恋れんが温泉に足を入れていた。

（れ、恋のヤツ、本当に温泉に入っちゃったよ！）

　こんな夜に、こんな場所で、しかも一人で。さすが木星人。

　恋は温泉の中央まで進んでいくと、そこに浸かってしまった。

「ふう」

　とか、気持ちよさそうに言っている。

「なんか、くつろいでる――」

　僕は風ふ呂ろの恋を見守りながら、自分はどうするべきか考え始める。

　ここに隠れてずっといるのも精神衛生上好ましくないし、かと言って、まっぱの恋をこんなところに残すのもあれだ。

「ふ――う、極楽極楽。いい湯だあ」

　恋は気持ちがよさそうに目を細め、ここまで聞こえるような声で呟つぶやいていた。木星人のくせに極楽とか言うな、とか思う。

「放ほっといて帰るか……」

　恋の気持ちのよさそうな顔を見ていると、なんだか見守っているのがバカバカしくなってくる。



    


  
    
      



    


  
    
      　そう思って回れ右した時、足元でミシミシと枯枝が折れる音が上がった。

「誰だれだ!?」

　僕は反射的にしゃがんで近くの藪やぶに身を隠す。

「隠れても無駄だ。そこにいるのは分かってるぞ！」

　恋れんが鋭く叫ぶ。このまま隠れていると全裸で探しに来そうな勢いだ。仕方がない。

「よっ！」

　僕は軽いノリで手を挙げ、藪から立ちあがる。

「な、ななななっ」

　温泉の中で、恋が狼ろう狽ばいした様子で指差してきた。

「な、なぜ、ショータがここにいる!?」

「いや、なんというか……。こんな夜更けに恋が歩いていたから、ついてきたんだ」

　僕は引ひき攣つった笑いを浮かべて、頭を掻かく。

「むっ、私を尾行できるとは……、ショータの癖にやるじゃないか」

「なんなの、君、尾行をまくのが得意な人？」

　僕は森から出ると、温泉のすぐそばまで行く。

「どうやって、目印の山がどれか分かったの？」

　控えめに恋に目を向ける。乳白色の湯のため、肩まで浸かった恋の顔より上しか見えない。ちょっと残念。

「山は関係なくて、猿に意味があることに気がついた。猿の方角と言えば、西南西だろ？」

「ああ、そういうこと」

　僕はポンと手を打つ。さすが国語が得意なだけのことはある。

「テントで寝ていて気がついたんだ。だが、姉者は寝ているし、起こすと怖いから一人でくることにした」

「なるほどな」

「……」

「……」

　恋は温泉に深く浸かって、少しばつの悪そうな表情でこっちを見ている。僕もどんな顔をすればいいのか分からず、とりあえず困った顔をしていた。

　しばらく無言の微妙な時間が流れる。僕はドキドキしながら温泉の恋を見つめていて、何の話をすればいいのかも分からず、黙っていた。

「ショータ……」

　ややあって、恋が口を開く。

「な、なに？」

「そんな所に立ってないで、お前も入ったらどうだ？　いい湯だぞ」

「い、いや、さすがにそれは……」

　言われるんじゃないかとは思っていたけど。

「恋人同士が、風ふ呂ろに一緒に入るのはよくあると聞いた」

「あんまないよ！　しかも、それはかなり親密な恋人同士の話！」

「なに？　私とショータはそれほど親密ではないと言いたいのか？」

「そういうわけじゃないけど……」

「むむむ」

　恋れんがムスッと口を尖とがらせる。

「つまり、ショータは私と風呂に入りたくないわけだ。そういうことだろう？」

「違うって！　ただ、教育上好ましくないと思っただけ。さすがに」

「なにがよくないって言うんだ。風呂に入るくらい」

「そ、そうかなあ」

　僕は改めて温泉の湯を見つめる。白濁色の透明度の低い泉質である。入ってしまえばお互いの体は見えないかも。

　だったら、いいかな？

　という気もする。僕だって心身ともに健全な男子高校生である。そりゃ可能ならば、女の子と一緒にお風呂に入ってみたい。向こうが乗り気なわけだし。

「わ、分かった」

　胸をドキドキさせながら頷うなずく。

「入るよ。服脱ぐから、向こうを向いていてよ」

「うん」

　恋は頷き、大人しく反対側を向く。僕は気持ちを落ちつかせるため深呼吸すると、反対方向を向いた。

「これ、入るのはいいけど、出た後、バスタオルがないんだけど」

　上半身のシャツを脱ぎながら僕は言う。

「私のを一緒に使えばいいだろう」

「バスタオルの吸水性ってそこまで？」

　適当に投げ散らかされた恋の服の横に、自分のを畳んで置いた。丸められてグルグルの棒状に丸められた恋のレースのパンツが実に生々しく、動どう悸きのする胸をさらに高鳴らせる。

「じゃあ入るから――」

　声を上げながら、湯に足をつける。

「もういいか？」

　恋が振りかえろうとする。

「ちょっと待ってよ！」

　慌てて腰を下ろし、下半身を湯の中に隠した。意外と湯が熱くて悲鳴を上げそうになる。

「ちょっと熱すぎない？　この湯」

　僕は温泉の中を移動しながら、恋れんに近づいていく。

「風ふ呂ろは熱いくらいがいい」

「年寄りくさいことを言うなあ」

「とにかく私は、風呂は熱いのが好きなんだ」

「それって体に悪いらしいよ」

　言いながら、僕は恋の近くに足を伸ばして座った。

　恋は僕を間近で見ると、何が嬉うれしいのかニッコリと笑う。

「ショータと入ることができて、嬉しいぞ」

　赤い顔でそんなことを言う恋の顔がものすごく可愛かわいかったので、僕は思わず顔を背ける。

「見ろ。月が綺き麗れいだ」

　ふいに恋が手を上げて、空の月を指差した。再びドキッ。お湯から手が出た時、恋の胸が横から見えそうになった。

「確かに……。月は綺麗だな」

　高鳴る心臓を押さえながら、僕は顔を上げる。

　昼のように明るい空に真っ白な月が浮かんでいる。ここ何年もの間、こんなにも月をマジマジと見たことはないと思う。お祭りといい、花火といい、恋と時間を過ごすようになって、僕はレアな体験をするようになった。

「なんだか月を見ていると……」

　恋がポツリと言う。

「ＵＦＯで来た時のことを思い出してしまうな」

「……」

　僕は横目で、のぼせたのか照れているのか分からないが、真っ赤に染まった恋の顔を見つめる。今だけは恋が本当にＵＦＯに乗って来たのかどうかとか、もうどうでもいいような気がした。

「なあ、恋」

「なに？」

「今までよく聞いてなかったけど」

「うん」

「……どうして僕に告白された時、ＯＫだったの？」

「また、その話か？」

　恋は飽き飽きだと言わんばかりな顔をする。

「それは地球人を知りたいという任務があってだな……」

「それは聞いたけどさ。だったらつまり、僕じゃなくてもよかったってことだよね？」

「？？　どういうことだ？」

　恋れんは意味が分からない、と眉まゆ根ねを寄せる。

「つまり告白したのが僕じゃない誰だれかだとしても、ＯＫだったのかってこと」

「なるほど。そういうことか」

　恋は湯の上で腕を組む。

「う――――――――――ん。なかなかの難問だな」

「な、難問？　そ、そう？」

「むむむ――――――」

「そんなに考えないと分からないの――!?」

　僕的には意外とショックだったりする。

「う――――ん」

　恋は頭から湯気が上がりそうなくらい悩んだ後、

「分からない」

　首を横に振った。

「それだけ考えて、結局、分からないの――!?」

「全然分からない、ということでもないんだが……」

「なんだか言い辛づらそうに、言葉を濁してるう」

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　恋は焦った様子で僕を見る。

「ショータを初めて見た時」

「おう」

「なんとなく懐かしかった気がするんだ」

「懐かしい？」

「ああ。初めて見た顔なんだが、初めてじゃないような、そんな感じがした」

「初めてじゃない？」

　僕も恋を見つめかえした。恋は頬ほおを赤く染めたまま、目をキラキラと輝かせていた。僕はゴクッと生なま唾つばを飲みこむ。

「あのさ。もしかして恋さ……」

　少しの間の後、僕はポツリと言った。

「な、にゃんりゃあ？」

　明らかに呂ろ律れつの回っていない言葉が返ってくる。

「？　恋？　大丈夫？」

　僕が眉まゆ根ねを寄せた時、目の前で恋れんの体がフラフラと揺れ、白目を剥むいた。

「れ、恋？」

「ショータ……。私はのぼせた……」

　言いながら、恋の上半身が後ろに倒れ湯の中に沈む。

「恋!!」

　肩を掴つかんで体を起こそうとする。だが恋の体はダラリと全然力が入っていなくて、起き上がろうとしない。僕は恋の後ろにまわり、脇わきに手を入れて力いっぱい引っ張り上げる。手が恋の胸の膨らみに触れたような気もしたけど、それどころではなかった。

　湯船から引っ張り上げる。恋はブクブクと口からあぶくを噴いていた。目は閉じていて、意識がない。

「わわわ！」

　恋のその姿に、僕は色んな意味で慌てる。

「とにかく、冷やさないと！」

　恋を背中に背負う。

　ドキッとする。ムニュッと柔らかいものが押しつけられたのだ。柔らかいだけでなく、なんだか突起的な感触があるのが、リアル過ぎる。心臓が死ぬほど速く動く。でも今は、そんなことを気にしている場合じゃないって。

　恋をおんぶしたまま、温泉の中を駆けていく。バシャバシャと飛沫しぶきが上がる。縁まで行くと、外へ出た。無造作に脱がれたパンツの横に置かれた恋のバスタオルを、足で広げそこに寝かせる。

　恋の全裸が月光に照らされる。まるで全身が真っ白に輝いているようだった。さらに猛スピードで脈を打つ心臓を、僕はグッと押さえる。

「おちつけぇ」

　僕は叫びながら、バスタオルの横に腰を下ろす。耳を恋の口元に近づける。息をしていた。脈もある。単純にのぼせただけのようだ。

「恋！」

　畳んで置いておいたパジャマの上着でバタバタと扇あおぐ。できるだけ恋の体を見ないよう、横を向く。

　しばらく扇いでいると、

「うう……」

　恋の睫まつ毛げがピクリと動いた。

「恋!?」

「う―――ん」

　ピクピクと睫毛が動いた後、瞳ひとみが開かれた。

「頭がボーッとするう」

　恋れんは寝ぼけたような言葉を発しながら、ゆっくりと上体を起こして頭を横に振った。

「生きてる？　大丈夫？」

「むう」

　まだボーッとしているらしく、焦点の定まらない目を僕に向ける。

「なんだか、涼しいぞ」

　そんなことを言って、眠そうな目で自分の格好を確認する。

　それから僕をジッと見つめる。

　そして、もう一度、自分の格好を見た後、

「わ――――。全裸じゃないか!!!」

　いきなり叫んだ。

「反応おそっ！」

「わわわわ――」

　恋は焦りの声を上げながら、両手で自分の胸を隠す。

「ショ、ショータ！」

　恋の悲鳴が耳元で響く。

「どうして私はこんな格好をしている!?　さっきまで温泉に浸かっていたのに！」

「お、覚えてないの？　恋がのぼせて気絶しちゃったんだよ。僕はそれを助けたの」

「気絶した？　私が？」

　恋は意外そうな声を出す。

「そうだよ。しかも、温泉の中で溺おぼれそうになっていたから、外に引っ張り上げて、バスタオルの上に寝かせたんだよ！」

「そ、そうか。そうだったか」

　なんとなく思い出してきたのか、恋のトーンが落ちついてくる。

「でも、だからって、全裸のままにすることはないじゃないか。木星人でもこんな格好でいるのは恥ずかしいんだぞ」

「悪かったよ。でも、いきなりだったから、こっちも焦ってて」

「それはそうかもしれないが……」

　恋は少し恥ずかしげにブツブツ言っている。

「でもまあ……」

　口を尖とがらせ、顔だけ僕の方に振りかえる。

「助けてくれて、ありがとう。ショータがいなかったら死んでいたところだ」

「そう言ってもらえると、助かるよ」

　僕はフウとため息を吐ついた。

「……」

「……」

　しばらく無言の時間が過ぎた後、

「……今夜のところは、もう温泉はいいかな」

　恋れんはポツリと言った。

「あまりジックリ入れなかったが……」

　残念そうに呟つぶやく。

「それがいいよ。また入って、のぼせたらいけないし」

「うん、じゃあ。帰るとしよう。ショータ、着替えるからしばらくの間、向こうを向いていてくれないか？」

「う、うん」

　恋は立ちあがってバスタオルで体を拭ふき始める。僕はその横で、ジッと地面を見ている。恋の影が地面に落ちている。体を拭きおえると恋は無造作に投げ出されたパンツを手に取り、着てきた服を着こみはじめる。

「もういいぞ」

　パジャマ姿の恋が立っていた。月明かりに照らされた顔でニッコリと笑い、僕を見下ろしている。と、その恋の顔が再び真っ赤になって、回れ右してしまった。

「よく見れば、ショータも真っ裸じゃないか！」

「そ、そうだった」

　慌てていたので、すっかり忘れていた。

「こ、これを使って、お前も服を着ろ」

　恋に使ったばかりのバスタオルを後ろ手に渡される。少し濡ぬれてはいるが、無いよりはましという程度。拭いていると、女の子のいい匂においがした。

　拭きおわると、着てきた服を着る。

「服着たぞー」

「う、うん」

　恋が少し警戒する動きで、こちらを向く。

　しばらく無言のまま見つめあった後、

　プスッ――。

　恋がいきなり噴き出し、そのままケタケタと笑いはじめる。

「なに？　なんで急に笑い出すわけ？」

「いや、だってさっきショータが……」

　笑いながら僕を指差してきた。

「真面目まじめな顔で、真っ裸でいたから」

「ちょっ。なんでそんなことで笑われなければいけないの!?　せっかく助けたのに」

　理不尽な笑いの理由に、僕が口を尖とがらせていると、恋れんは嬉うれしそうに涙の浮かんだ目を拭ふいた。

「じゃあ帰ろうか」

　恋は優しげに目を細める。

「うん」

　僕も同じ表情で、頷うなずいた。



　二人並んで薄暗い、森の中を帰っていく。いつの間にか恋の手の指が、僕の手の指に絡まっていた。

「なあ、ショータ」

「なに？」

「さっき、温泉に浸かっている時、どうしてショータだったのか、と訊きいてきたじゃないか」

　一瞬考えて、僕は「うん」と頷く。

「あれ、もしかしたら決め手になったのは、匂においかもしれない」

「は？」

　素で意味が分からなかった。

「あの時、ショータからは、いい匂いがしたような気がする」

「また適当なことを言う」

　眉まゆ根ねを寄せる僕に、恋はくんくんと鼻を動かした。

「あんな暑い日に汗だらけ高二男子から、どんな匂いがするっていうの？　フェロモン？」

「違う、そんなんじゃない。ショータからは懐かしい香りがしたんだ」

　確信を持った口調で言う。

「また、デジャブ系かあ」

　僕は肩をすくめる。

　うそ臭いし、かなり曖あい昧まいだ。でも、告白がオッケーだった理由なんてそんなものかもしれない。

　僕は恋と無言のまま、月明りに照らされた森の中を、手を繋つないで歩いていく。

　なんだか夢をみているかのような――、

　そんな真夏の夜のこと。



    


  
    
      

５章　木星人はじめました







「起きてくださいっ」

「ったい！」

　頭を強く揺さぶられて、僕は目を覚ます。

　キャンプ二日目の朝。眠い目を擦こすって見上げると、腕を組んだ文ふみ月つきが見下ろしていた。かなり怖い顔で睨にらみつけてくる。真っ赤に充血した目は、ちょっと眠そうにも見えた。

「なにすんだよ」

　僕が不機嫌丸出しで言うと、「むう」と口を尖とがらされた。昨晩の着信を引きずっているのか、未いまだに虫の居所が悪いらしい。

　テントの外に出ると、愛あいさんが朝食をテーブルの上に並べていた。恋れんは椅い子すについて、舟を漕こいでいる。

　全員が木のテーブルについた時、

「私、問題提議します」

　急に文月が叫んで、立ちあがった。

「えっ？」

　僕と愛さんは不思議そうに文月を見た。恋も重い瞳ひとみを開いていた。

「告発します」

　文月はビシッと僕と恋を指差す。

「昨晩、私は見ました。ええ、見ましたとも。天あま乃のさんと恋さんが、こっそり全裸のお付き合いをしているところを」

「？　裸のお付き合い!?」

　愛さんの目の端がピクッと上がる。

　げげげ、と僕は口をピクピクと引ひき攣つらせる。

　見られた……。

　よりによって文月に。温泉にいたところを。

「どういうことですか？」

　愛さんが文月にすごむ。

「詳細は本人に聞いてください」

「翔しよう太たくん？」

　今度は僕が、ジロッと睨まれた。

「い、いや、全裸の付き合いっていうのは、ものすごく語弊があってですね」

「じゃあ、なんなんですか？」

「ええっとなんと言いましょうか……」

　僕が口の端をピクピク動かしていると、

「二人で一緒に露天風ぶ呂ろ入っていました」

　文ふみ月つきが汚らわしいものでも見るような目を、僕に向ける。

「結局、そっちがばらしちゃうわけ？」

「い、一緒にお風呂ですって!?」

「それだけで終わりません。全裸の恋れんさんをバスタオルの上に寝かせて、あんなことやこんなことを」

「全部ばらしちゃってるじゃん！　ってか、あんなことやこんなことってなに!?」

「全裸!?　バスタオルの上!?　どういうことなの!?」

　愛あいさんが血走った目で、僕と恋を交互に見る。

「大した話じゃない」

　恋が眠そうな目を擦こすりながら言う。

「ゆうの言うように、一緒に風呂に入った。そうしたら私がのぼせたので、ショータに救出してもらった。それだけだ」

「そう。そうです。恋がお湯の中に倒れちゃって……」

　僕はコクコクと愛さんに向かって頷うなずく。

「なるほど……。バスタオルの上に寝かせた理由は分かりました。でも、そもそもなぜ、一緒に温泉に行くことになったのですか？」

「そ、それは、夜、恋が温泉へ行くのをたまたま見つけて、ついていったら、行きがかり上一緒に入ることに……」

「そんなの信じられません」

　文月が首を振った。

「最初から約束していたに違いありません」

「違うって。仮にそうだったらバラバラに行ったりしないって」

「怪しいです」

　文月は目を糸のように細める。

「ショータ。別に、そんないい訳じみたことを言わなくてもいいじゃないか」

　恋が肩をすくめる。

「私とショータはつきあっているんだ。一緒に風呂に入ったことがバレても、なんの恥ずかしがることもない」

「そんなふかーい関係なわけですね」

　また文ふみ月つきに睨にらまれる。

「恋れん。そういう誤解を招きそうなことは言うなって」

「誤解？　お前は私の恋人なんだろう？」

「それはそうなんだけど」

　今度は恋に怖い目で見られる。肯定しても地獄、否定しても地獄状態。

「だいたい、恋さんもおかしいです」

「私の何がおかしい？」

「恋さんは任務のために天あま乃のさんと付き合っている、と言いました」

「そうだが？」

「任務のためだからって、一緒にお風ふ呂ろに入っていいんですか？　裸になれるのですか？」

「任務のために地球人と深く付き合う必要があるんだ。地球人のオスとメスが一緒にお風呂に入るのなら、わたしも入る。裸になれというなら、すすんで裸になる」

「いや、地球人のカップルがみんな一緒にお風呂に入っているわけでは……。あと、進んで裸になってはいかん」

　僕は小さくツッコミを入れる。

「文月だって木星人として、任務のために地球人と交配しなければいけないんだろ？　だったら一緒にお風呂に入ったりするんじゃないのか？」

「止やめてください！」

　文月はバンとテーブルを叩たたいた。

「木星人ってなんなんですか。そんなのいるわけないです！」

　吐き捨てるように叫んだ。

　凍りつく周囲。僕と愛あいさんはコメカミを引ひき攣つらせた。

　文月……。

　なぜここで、その地雷を踏むの!?

「なにを言っている？　お前だって木星人じゃないか？」

　恋が心から意味が分からないという風に首を傾かしげる。

「なわけありません！」

「でも、木星人認定試験で満点だったじゃないか。あれは木星人にしかできるはずがない」

「あ、あれは、たまたまです」

　文月は顔をブンブンと振る。

「け、結局、木星人とか“〝いもうとがかり”〟とか、関係ないんです。天乃さんが好きな姉妹と、どっちにするか悩んでいる天乃さん、三角関係の集団です。そこに私がいるのが変でした」

「ちょっ、ちょっ！」

　僕は両手を上げて、立ちあがった。もう黙っていられない。

「なにさっきから地雷を踏みまくってるの？　もっと落ちつこうよ。どうどうどう」

「話しかけないでください」

　涙を浮かべた目で睨にらまれた。

「私、帰ります」

　文ふみ月つきは立ち上がると、テントに向かって歩きはじめた。

「お、おい」

「ついてこないでください」

　振りかえって叫ぶと、テントからリュックを引っ張り出してきた。僕たちには一いち瞥べつもくれず、キャンプ場の入口の方向へ小走りにかけていく。

「なに怒っているの？　もともと、キャンプに誘ったのはあっちなのに……」

　さすがにイヤな気分になっていた。愛あいさんもハアとため息を吐ついている。その横で恋れんは腕を組んでいた。

「ショータ……、分からないか？」

　恋がボソリと呟つぶやく。

「なにが？」

「ゆうの気持ち」

「はあ？」

　僕は眉まゆ根ねを寄せた。恋からそんな台詞せりふが出てくるとは。

「彼女は混乱しているんだ。そうとも、大いに混乱している」

「それくらい分かるよ。間違いなく混乱してるだろう」

「どうして混乱しているかというと……」

「別に聞いてないんだけど」

「理由は任務を遂行できていないことへの焦り、そして地球人としての記憶と木星人としての記憶のバッティングだ」

「そ、そうなの？」

「ああ。私も何度も悩まされたものだ」

「はあ……」

　僕はコメントし辛づらいので適当に相あい槌づちを打っておいた。

「でも、直接の理由は、翔しよう太たくんと恋ですよ。私だって二人が夜中に抜け出してお風ふ呂ろに入っているのを目撃したら、熱を出しそう」

　愛さんが額に手を当てながら言う。「あとで詳しく説明してもらいますからね」と、耳元で囁ささやかれ、僕はカクカクと頷うなずいた。

「だがこういう時こそ、『全木星人連盟』が本領を発揮しないといけない。混乱しているゆうを支えるんだ」

　恋れんはグッと拳こぶしを握りしめる。

「そうは言っても、一人で勝手に怒っているのをフォローできないって」

　しかも文ふみ月つきは、自分は木星人じゃない、とまで言っているし。

　その時、遠くで携帯電話が鳴る音がした。聞いたことのある着信音。僕のテントの中からだ。

「たぶん、文月の携帯電話だ」

　テントに全速力でダッシュした。テントの中の片隅に、文月の携帯電話が落ちていて、着信音に合わせてＬＥＤが瞬いている。僕が手にした瞬間に切れてしまった。着歴には、「おばあちゃん」と書いてあった。

　僕はややブルーな気持ちになりながら、携帯電話をテーブルに持ち帰る。

「やっぱり、文月のでした。電話は、あいつのばあちゃんから」

「届けないといけませんね」

　愛あいさんが頷うなずくのと同時に、再び携帯電話が鳴った。ディスプレイにはまた、「おばあちゃん」の文字が浮かんでいる。

「出ますね。急ぎの用事かもしれないし」

　僕は若干勇気を出しながら、電話の着信ボタンを押した。

「ゆうちゃん？」

　泣きそうな年配の女性の声が聞こえてきた。

「お父さん、正午の高速バスで戻るっていっとうよ。帰ってきた方がええよ」

「……」

　やべえ。思わず出てしまったが、超、重い電話じゃん。

「このまま、会えなくてもいいんね？　そりゃあ――」

「す、すみません！」

　これ以上、黙っているのは無理だった。

「僕、文月さんとキャンプに来ている、文月さんと同じ学校の天あま乃のというものなのですが」

「えっ？」

「ちょっと、文月さんは今、電話に出られない状態で……」

「ああ、ええっと……」

　おばあちゃんは戸惑ったように、黙ってしまう。

　ややあって、

「あのね……」

　静かな声が耳に響く。

「はあ」

「ゆうちゃんに言っといてくれん？　お父さん、昼のバスで帰っちゃうって。それまでに帰った方がいいって」

「は、はい！　わ、分かりました！」

「お願い、します」

　おばあちゃんは優しそうな、だがどこか寂しげな声で告げて電話を切った。

「な、なんか、かなりおも――――い話になってしまった！」

　僕は愛あいさんに事情を話す。

「文ふみ月つきちゃんって、なにか家庭の事情があったんですか!?」

「詳しくは知りませんが、たぶん」

　文月が別れそうと言っていた両親の父親の方が、今、こっちに来ているのだろう。しかも、文月のおばあちゃんの口ぶりだと、今日、帰ってしまったらしばらく会えなくなりそうだった。

「とにかく、文月におばあちゃんの伝言を伝えなきゃ。携帯は……って、ここにあるし！」

「まだ遠くには行ってないはずです。バスが出てなければ、麓ふもとに下りるのにも時間がかかりますから」

「とにかく、行ってみましょう」

　僕と愛さんは頷うなずき合う。

「ちょっと待て。そんなことをする必要、あるのかな？」

　僕たちが盛りあがっている中、恋れんが思いっきりＫＹな発言をした。

「精神的に不安定なゆうを支えるのは分かる。だが、今の話は、ゆうにとってかりそめの家族の問題だ。彼女にとってはあまり重要じゃないんじゃないか？　むしろ今、情緒不安定になっている原因は、任務が巧うまくいっていないからだろう？」

「そんなことないって！」

　結構マジで恋を見る。

「恋だって愛さんと別れることになったらイヤじゃない？」

「姉者と？」

　恋は愛さんの方を向き、それから腕を組んだ。

「う――――ん。姉者と別れることになったら……かあ。う―――――――む」

「即答できないの――!?」

「ガ―――――――ン」

　愛さんがムンクの叫びの格好をする。

「いや、でもそうかもな……。姉者がいなくなったら困る」

　ややあって、恋は呟つぶやくように言う。

「恋……」

　愛あいさんが感激するように目を輝かせた。

「姉者は美お味いしい物を作ってくれるし、掃除もしてくれる。洗濯だってしてくれる。離れ離れになったら、日常生活に支障をきたすかもしれない」

「そういう理由なの――!?」

「ガ――――ン！」

　またムンクになっていた。

「とにかく分かった。ゆうの情緒不安定の理由にかりそめの父親が関係しているというならば、今の情報を伝えに行こう」

　恋れんもコクッと頷うなずいた。



　バス停のあるキャンプ場の入口に急ぐ。

「いませんね」

　エントランスのゲートの周りで、愛さんが文ふみ月つきを探す。僕はバス停で時刻表を確認する。

「おかしいなあ。今日、バス、まだ来てないみたいだけど」

「ということは、ゆうはまだキャンプ場内にいるのか？」

　恋が顎あごに手を当てる。

「文月ちゃん、遊歩道の方に行ったそうです！」

　近くの清掃をしているキャンプ場の管理人に尋ねていた愛さんが、叫ぶ。

　自動車道の脇わきから沢に下りる階段を下っていく。階段を下りきると、森の中を流れる小川にそって、整備された遊歩道が左右に伸びている。

「手分けしましょう」

「ええ」

　僕は愛さんたちと別れ、遊歩道を駆け出した。



「文月のやつ……」

　林の中の小こ径みちを駆けながら僕は呟つぶやく。いきなりキャンプに行きたいと言い出したのも、父親が来るのに合わせたのだろう。

「道理で。最初からおかしな感じだったんだ」

　僕は唇を噛かむ。

　どうして気がつくことができなかったのか、どうして何もできなかったのか。同じテントで寝て、あんなに近くにいたのに。なんとなくいつもと違う様子を分かっていながら。

「あ――、くそっ」

　地面を蹴け飛とばし、僕は走っていく。

　やがて、進行方向から水が叩たたきつけられる激しい音が聞こえてきた。この先に滝でもありそうだった。

　走るに連れて、水音はどんどん強くなっていく。やがて林が終わり、目の前に岩肌の崖がけと滝が現れた。崖の上から流れ落ちた滝は滝たき壷つぼを経由して、傍そばの小川に流れこんでいた。

　滝の前に張られた安全用のチェーンの前に女の子が立ち、滝をジッと見つめている。

　文ふみ月つきだ。

「文月！」

　叫ぶと、僕は走って近づいていく。

　文月は見開いた目で僕を確認すると、チェーンを乗り越えて滝に近づいた。

「こないでください」

　文月がこっちを向いて叫ぶ。僕は言われた通り立ち止まった。

「なにしにきたんですか？」

　目を尖とがらせて、睨にらんだ。

「いや……、忘れ物を届けにきたんだけど」

　僕は彼女の携帯電話を見せる。

「いりません」

「そういうわけにはいかないだろ」

　言いながら渡そうと近づくと、

「だから、近づかないでください」

　文月は後ずさり、水みず飛沫しぶきの飛ぶ滝壷に近づいた。僕は再び立ち止まる。

「あのさ。さっきさ……」

「なんですか？」

「文月のおばあちゃんから電話があった」

　文月がハッとした表情になる。

「……文月の父さん、こっちに来ているんだろ？」

「電話に出たんですか？」

「悪いとは思ってるよ。でも行きがかり上、そうなったんだよ」

「むむむ」

　文月は涙目で、プイッと横を向く。トレードマークのポニーテールが揺れる。

「文月の父さん……なんか、昼のバスで帰るらしいよ」

「そうですか。でも私には関係ないです」

「なんか、帰ったらすぐ、遠くにいくみたいだけど……」

「……マレーシア」

　ボソッと言う。

「知ってるの？」

「……二年間は帰ってこないそうです」

「そこまで知ってるんなら、会いにいけばいいのに」

「いやです」

「なんで？」

「天あま乃のさんには関係ないと言っています」

　ものすごく怖い顔で睨にらまれた。

「本当は会いたいんじゃないの？」

「知った風なことを言わないでください……」

　文ふみ月つきは下を向いてしまう。

「私たちの家族のこと、なにも知らないんですから」

「そりゃあ、知らないけどさ」

「……」

　文月は下を向く。

「私は……」

　感情を押し殺したような声で言う。

「私があんな人たちの子供なはずがないんです」

「……」

「だって、そうでなきゃおかしいんです。私のお父さんはダンディなナイスミドルで、お母さんも素敵な人なんです。そんな絵に描いたような理想的な家族の中で育っているはずなんです」

「……」

「だからきっと、私は地球で生まれた子供じゃなくて、違う星から来たんです。きっと、木星から来た、木星人なんです」

「……そういうことかよ……」

　僕は唇を噛かむ。そして、文月をジッと見据えた。

「文月……」

「なによ」

「文月、君、そんな理由で木星人騙っててたの？」

「……」

「自分の親の仲が悪いはずがない。自分がこんなに不幸なはずがない。だから、自分は木星人だって……。それじゃあ、単なる逃避じゃないか」

「逃避してなにが悪いですか？　あの環境にいたら、誰だれだって逃げたくなります。毎日毎日、喧けん嘩かの家だったんです」

　思い出したくもない、という風に叫ぶ。

「いや、それでも逃げるのはいけないって」

　首を振った。

「文ふみ月つきはまだ、恵まれてんだから」

「？　私のどこが恵まれていますか？」

　文月は眉まゆ根ねを寄せる。

「ああ、恵まれているよ。愛あいさんや恋れんに比べたら」

「？」

「僕が言うべきことじゃないかもしれないけど……、愛さんや恋は、両親いないんだ」

「？」

「事故だって」

「……」

　文月は目を見開いたまま、固まる。

「恋の中に木星人が住みついたのも、そのことと関係していると思うけど……。だけど、文月と恋は、木星人として全然違うんだよ」

　ジッと文月を見据える。

「恋は現実から逃げるために木星人になったわけじゃない。恋は自分が木星人だと思いたくて、木星人を演じているわけじゃない。でも、自分は木星人だと確信しているんだ」

「……」

「だから、文月とは決定的に違う」

「……」

　文月は無言で目線を逸そらす。

「お父さんに会いに行こうよ。もう会えなくなるんだよ？」

「そんなの絶対に無理です……」

「どうして……」

「だって。お父さんは私の本当のお父さんじゃないから。私は木星人だから」

　文月は首を振る。

「そう……」

　これ以上、言いようがないと思う。文月と知り合ってまだ日の浅い僕が、彼女の両親がどんな人かも知らない僕が、これ以上なにが言えるのか。絶対に、会いに行け、なんて。そんなこと……。

　その時――、

「ゆう!!」

　凛りんとした声が響いた。

　振りかえる。険しい表情の恋が立っていた。その横には愛さんも。

「お前、こんなところで何をやっているんだ!?」

　恋れんはすごい迫力で、僕たちのいる方に近づいてくる。

「来ないでください！　恋さんも、関係ないです」

「関係ある！」

　近づきながら、頭を振る。

「だってお前、そろそろ期限が近づいているんだろう？」

「？」

「地球での任務の期限が！」

　僕はポカンと口を開けて、恋を見る。

　なぜこの状況でその話が……!?

「お前が期限内に任務を果たせなかったら、私は困るんだ。だって、私はお前と同じ木星人なんだから！」

　恋は両手を広げた。

「もちろん任務自体が遂行されず来きたるべき木星移住に支障がきても困る。でも、それだけじゃない。お前が任務に失敗して帰郷させられるのもイヤなんだ。なぜなら、お前は地球で初めて出会った同胞なんだから！」

　チェーンの前に立ち、恋は文ふみ月つきを指差す。

「……」

　文月はなんて答えればいいのか分からない様子で黙ってしまう。

「ゆう」

　恋が優しげに笑う。正直に言おう。ちょっと怖い。

「任務がうまくいかず、焦っているのは分かる。そのせいで、地球人としてのアイデンティティとの共生が難しくなっているのも分かる。私も、時々、自分が木星人なのか地球人なのか、分からなくなることがあるくらいだ」

　恋は諭すような口調で話す。

「でも、忘れてはいけないことが一つある。それはっ！」

　目をカッと見開き、叫んだ。

「それは、私たちの根っこは木星にあるってことだ！」

「！」

　僕は恋と同じように、目を大きくした。文月も愛あいさんも同様だ。そして、たぶんみんな同じことを考えている。

　意味が……分からない。

「任務を果たす期限が近いというのなら、もう仕方がない。もっと標準的でない方法をやるしかないんじゃないか？」



    


  
    
      



    


  
    
      　恋れんがいかがわしい助言を与える講師のように、人差指を動かした。

「標準的でない方法？」

　文ふみ月つきの代わりに僕が尋ねる。

「考えてもみろ。我々は木星人だ。そもそも、地球の法律に縛られることはない」

「へ？」

「つまり、誰だれか地球人の♂を捕まえて、強制的に交配すればいい」

「それって犯罪だよ！」

「木星人は地球の法律には従わなくていいんだ。問題ない」

「おおありだよ！」

「ゆう。もし本当に悩んでいるというなら、少々、強引だがそういう方法もあるんだ。我々も協力してもいい」

「協力できないよ！」

　恋は僕のことなどガン無視して、文月を超真剣な顔で見る。

　文月はそんな恋に呆ぼう然ぜんとしている。

　口をパカッと開けて、恋が何を言っているのか理解できない、という顔をしている。その気持ち、僕にはよく分かるよ。

　でも、

　やがて、



　プッ――、と。文ふみ月つきは噴き出した。

　そして、ハハハハと笑い出す。

　腹を抱えて、マジ笑いだ。

「そうでした。私は木星人でした」

　笑いながら、そんなことを言う。

　今度は僕の方がポカンと文月を見つめてしまった。精神的に追いつめられて、情緒がおかしくなったんじゃないかとすら思う。

「地球人は仮の姿、でしたね」

「当然だ。あくまで任務上のカバーだ。そこのところを忘れてはいけない」

「そうでした」

　文月は笑いながら、目に浮かんだ涙を拭ふく。

「じゃあお父さんは仮の父、お母さんは仮の母ですよね？」

「そうだ。ちなみに一ひと片ひら愛あいは所しよ詮せん、仮の姉だ」

「ガ―――ン」

　愛さんが一人、今更ながらにショックを受けている。

「そっか。仮のお父さんですね。だったら……。だったら仮のお父さんなら、別に会ったって問題ないのかもしれません」

　文月は恋れんを見る。

「会わなくてもいいし、会ってもいいだろう。仮なのだ。そんなに重く考えること、ないじゃないか。二度と会えなくてもいいくらいだ」

「そういうものなの!?」

　思わずツッコミを入れてしまう。

「じゃあ……会おうかな」

　文月がポツリと言う。

「それは、会った方がいいんじゃないかな？」

　僕が顔を見ながら言うと、文月は「うん」と頷うなずいた。

「そういうことなら、文月ちゃん」

　愛さんが時計を見る。

「急いで行かないと。もう、あまり時間ないわ」

　愛さんに言われて初めて、文月は焦りの表情を浮かべた。

「とにかく、急ごうよ」

　僕は文月に近づいていき、手を差し出した。

　文ふみ月つきは一瞬、恋れんを気にする素振りをした後、僕の手を取った。そして、ギュッと握りしめ、鎖を飛び越えてきた。





　キャンプ場から麓ふもとまでバスで下り、そこからは走りだ。

　僕たちの住む街から空港行きの高速バスが出ているのは、街で一番大きなバスターミナルだけだ。僕たちはそこに当たりをつけて、街の中を走りぬけた。

「バスの時刻っていつか分かりますか？」

　腕時計は十二時ちょい前の時間を指している。

「よく知りませんが、高速バスは比較的、キリのよい時間に出ますね」

　愛あいさんが、ハアハアと肩で息をしながら言う。

「じゃあ、正午のバスってことは、十二時きっかりとか？」

「そうかもしれません」

　もしそうなら、間に合うかどうかギリギリのところだ。バスターミナルまで、後五分はかかる。

　駆けながら横の文月に目をやる。

　必死な形相で走っていた。顔に一杯汗を浮かべ、ハアハアと荒い息を吐ついている。今は、本当の父親に会いたい、と思っているのだろう。

「ハアハア……。ショータ、ちょっと速いぞ」

　後方を走る恋から、クレームが飛んでくる。でも、僕たちは聞こえないふりをした。

　恋のヤツ、足が遅いわけでもないのに、愛さんよりも遅れている。理由は首からぶら下げた虫むし籠かご。大量の可哀かわいそうな蝉せみが入っているあれだ。本気で蝉たちを街に移住させるつもりだったらしく、キャンプ場から持って山を下った。だが、顔よりも大きい籠を後生大事にぶら下げているせいで、ものすごく走りづらいらしい。

「恋！　それ、その辺においていったら？」

　前を向いたまま走る。

「駄目だ。せっかくの戦利品を、地球人に略奪されるかもしれないじゃないか」

「小学生でもそんなことしないって」

　走りながら僕が叫んだその時、ピピッと腕のデジタル時計が正午を告げる。その直後、視線の先にバスターミナルの看板が見えてきた。

「よし。ついたっ……」

　そう、呟つぶやくのとほぼ同時――。

　バスターミナルから一台の高速バスが僕たちの走る歩道の横の国道に曲がってきた。空港直行のバス。

「まさかあれ、じゃないよね？」

「た、たぶん、あれです」

　文ふみ月つきの顔が青ざめる。

　国道をこちらに向かってくるバス。グングン加速している。

　僕は咄とつ嗟さに文月の手を掴つかむ。今にも飛び出しそうだった。

「お父さん……」

　向かってくるバスに向かって文月が呟つぶやく。

（どうする――）

　僕は刹せつ那なの間に、頭の中のありとあらゆる脳細胞をフル稼働して、加速するバスを止める方法を考える。

　そして結論が出る。

　無理だって。

　それこそ文月がやろうとしたように、飛び出して、バスの走行を妨害しない限り無理。だが、相手は加速するバス。停とまりきれなければ、大おお怪け我がじゃ済まない。そんなリスクはとれない。

　あともう少し早くキャンプ場を出ていれば――。

　そんな後悔の念が脳裏によぎる。

　僕だけでも、とろい恋れんを無視して全速力で走っていればと。

　僕も文月も諦あきらめたように、走るのを止やめる。よたよたと歩きながら、こちらに向かってくるバスに徒労感溢あふれる視線を送る。

　背後でドタンと派手な音がした。

　一人遅れていた一ひと片ひら恋が、思いっきり顔から転倒していた。

　僕はそれどころじゃなかったので、恋から、目の前に差し掛かろうとしていたバスへ再び視線を向ける。

　どうやったらこの加速する超重量物を停められるか。

　そんなの、もう奇跡でも起きなきゃ無理だ。僕がそう思った時――。



　奇跡が起きた。



　言っておくけど、僕は今まで奇跡などというものを信じたことはない。

　世界に存在するのはイベントの発生する確率のみ。全すべての事象は高確率から低確率まで、広くに分類される。そして、奇跡というのは、低確率の素晴らしい事象が起きたことを指す。そう思っていた。

　でも、それでも、奇跡は起きたのだ。

　僕たちの前を走りぬけようとしていたバス。

　どんどん加速していき制限速度に達しようとしていたバスが突然、キュキュキュ―――とスキール音を上げながら、結構な急制動をかけ、僕たちの目の前で停とまったのだ。

　バスの運転席で運転手が驚きよう愕がくの表情で硬直していた。バスの乗客も、見開いた目を窓の外に向けていた。そして僕も、同じような顔をしていた。

　一体、バスに何が起きたのか？

　起きた事実のみを説明する。巨大な黒い影が、バスの目の前に現れたのだ。まるで大きな手のような、巨大な影が。それがバスの進行方向に突如として現れた。だから運転手は驚いてブレーキを踏んだのだ。

　影の正体。それは――、

　蝉せみ。

　それも大量の。百匹強の数の蝉が、一斉にバスの目の前を横切るように飛ひ翔しようした。その余りの数のせいで、大きな影のように見えたのだ。

　言うまでもないことだけど、なにもないところから、突如として蝉が現れるはずがない。蝉はいるべき場所から出てきた。

　恋れんが首からぶら下げていた大きな虫むし籠かごから……。

　恋がこけた時、アスファルトの道路に激突した籠の口が取れた。そして、世界一の蝉せん口こう密度を誇っていた環境から解放された蝉たちが、我先に飛び出したのだった。

　国道を渡った蝉は、思い思いの方向に散っていった。結果的に、街に蝉を戻そうとしていた恋の願望がかなってしまった。

　相変わらず停止したままのバス。

　停車したバスの後に、普通の乗用車もたまり始めている。

　呆ぼう然ぜんとしている僕たちだが、いつまでも固まっている場合ではなかった。我に返った運転手が、バスを再発進させるかもしれない。

　僕は植えこみを飛び越え、バスの前に走り出た。そして、運転手さん側の窓の下に立つ。

「すみませ――――ん。ちょっと、乗り口を開けてくれませんか？」

　なんて理由をつけるか分からず、要求だけしてみた。

　呆然としていた運転手がふと我に返ってどうするべきか考えていると、運転席の横にジャケット姿のナイスミドルな男性がやってきた。運転手に何かを告げる。

　直後、乗り口のドアが開き、男性が降りてくる。

「お父さん……」

　文ふみ月つきが僕の横を通り過ぎ、男性に駆けよっていった。





　その後のことは、詳しくは説明しなくてもいいかもしれない。なんというか、まるで映画の１シーンみたいな光景だった。

　父と娘の美しい愛情。

　ただ一つ、ケチをつけるとしたら、国道の真ん中でハグしているのは、自動車の通行の妨げになるのでやめた方がいいかな、と。

　でも、僕も、恋れんも愛あいさんも、バスの運転手も乗客も、誰だれも注意したりはしなかった。



    


  
    
      


エピローグ







　夏休みも残り二週間足らず。相変わらず暑い日は続いている。

　お盆を父親の実家で過ごし、こっちに戻ってきてすぐのある日のこと……。例年ならば新学期に向けて家で万全過ぎる予習をしている時期だというのに、僕はなぜか朝から学校に来ていた。恋から電話があったからだ。

「教師がまた学校に来いというんだ」

　電話の先で恋はそんなことを言っていた。聞くところによると、追試を受けて単位はもらったがそれは教師たちのお目こぼしに過ぎなかったらしい。補講として大量のプリントを夏休みの学校で解く必要があるという。

　そんなわけで、僕は蝉せみの声が鳴り響く空調の無い教室で、愛さんと一緒に恋の補講を手伝っているのだ。

「そもそも、どうして数学なんてしないといけないんだ？」

　恋は鼻にシャーペンを挟むという、今時小学生でもしない仕草をしてやる気のなさをアピールする。僕と愛あいさんは恋れんの逃亡を妨げるように両りよう脇わきの席に座って、先生から託された膨大な補講プリントの中味を確認している。

「数学は大事だろ」

　僕は呆あきれ顔がおを恋に向けた。

「恋が乗ってきたことになっている宇宙船だって、数学がなかったら作ることもできないんだぞ」

「そんなことはない。木星人は数学なしで宇宙船を作ってる」

「どうやって!?」

「気合だ。木星人には気合がある」

「木星人の癖に精神論？」

「まあまあ。宇宙船はともかく、数学は大事ですよ」

　愛さんから優しくかつ有無を言わせぬ口調で言われると、恋は「ぶう」と口を尖とがらせ、補講プリントに目を通す。

「ショータ、これ、分からない――」

　いきなり最初の問題を、シャーペンで指差した。

「どれ」

　僕は立ちあがって、覗のぞきこむ。

「これ前にも教えただろう。どうしてできないの？」

「理由を一つ挙げるとすれば、家庭教師の教え方が悪いからだな」

「ひどいな。僕のせいなの？」

「だって他にない」

　恋はフンと鼻を鳴らす。

「そう？　沢山あるんじゃないの？」

「例えば？」

「教え子の授業態度とか……」

「私は真面目まじめにやった。死ぬ気で頑張ったんだ」

　恋は怖い顔で牙きばを、いや八重歯を剥むく。

「そ、そうだね。恋はよく頑張ったよね」

　あんま言うと本気でいじけそうなので、途中で止やめておいた。

　僕は追試の時に教えたことをもう一度、教える。さすがに二回目なので理解が速く、すぐにプリントの問題を解き始めてくれた。

「じゃあ、しばらくこの単元の問題をやっつけちゃっててよ。ちょっと僕、ジュースを買いにいくから」

「私はミツヤサイ○ーレモン味がいい」

「誰だれも恋れんのまで買ってくるとは言ってないよ。まあいいけど……。ってか、サイ○ーレモン味って、キリ○レモンとは違うの？」

「違うな。ミツヤサ○ダーレモン味だ」

「そんなのあったっけ？」

　僕は眉まゆ根ねを寄せつつ、愛あいさんの方を向く。

「愛さんも何か欲しいですか？」

「私は大丈夫です」

　ニコリと笑って首を横に振る。

　多分、真面目まじめだから教室でジュースを飲みたくないのだろう。それを言わない奥ゆかしさが僕は好きです。



　売店前の自販機を目指して、僕は校内を歩く。

　図書室の前を通った時、僕は足を止めて中を覗のぞく。文ふみ月つきがいるかなと思った。

「いないか」

　僕は肩をすくめる。

　感動のバス停どめ以来、文月とは会ってない。

　父親について東京に戻ったことまでは知っている。でも、その後は、お盆になって僕もここを離れたから知らない。メールも貰もらってないし。

「まだ、戻ってきてないのかな」

　肩をすくめて、また売店に向かおうとした時、

「誰をお探しですか？」

　背後からそんな声が聞こえた。

　文月が立っていた。

　なぜか僕が知る文月と、ちょっと違って見えた。たぶん、ここの学校の制服を着て、髪はポニーテールからショートカットにしたからだ。

「もう帰ってきてたんだ」

　ややぎこちない感じで話しかけた。

「うん。でも昨日帰ってきたところです」

　文月はニコッと笑った。

「そっかあ」

　僕は改めて文月を下から上まで見る。

「なんだか、ちょっと、日焼けした？」

「マレーシアに行ってましたから。あっちは太陽がすごいです。バリバリです」

「あ、そうなんだ。父さんと一緒に？」

「髪もその時にバッサリです」

　ショートになった髪をハラリとかきあげる。

　僕は少しだけホッとした。一応、父親と和解はできたらしい。

「あのですね……」

　文ふみ月つきは穏やかな表情で、僕を見つめる。

「あの後、よくお母さんともお父さんとも話しました」

「……そう」

「二人に私の気持ちをぶつけました。初めてでしたが、二人とも聞いてくれました。それで、話してみて分かったんです。自分がずっと、逃げてたってことが。天あま乃のさんが言っていた通りでした」

　文月は優しげな笑みを浮かべる。

「でもね。それでも、二人が別れちゃうのは仕方ないと思います。それはお父さんとお母さんの問題だから。私がそれを止めちゃいけないと思うんです」

「……」

「でも、だからって、私が二人の子供だってことを、否定することはできないって分かりました。バラバラになっても、二人が私のお父さんだったり、お母さんだったりすることに変わりはないって。気がついたんです」

「そっか」

　僕は小さく笑みを浮かべる。

　強いな、って思う。自分でそんな結論にたどりつけたなんて、と。

「こんな風に考えられるようになったの、天乃さんのお陰です」

　文月ははにかむように頬ほおを染める。

「いや、どうかな。僕はあんま何も言ってないし」

「そうですね。関係ないですね」

「あっさり否定!?」

　思わず、ズコッてなる。

「嘘うそです。天乃さんと恋れんさんのお陰だって分かってます」

　文月はまた笑う。

「でも、じゃあ、もう文月が木星人でいる必要はなくなったの？」

「そうですね。必要はなくなりました」

　肩をすくめる。

「そっか。じゃあ、恋にも言っておかないと。文月の中の宇宙人は、無事に任務を終えて木星に戻ったって」

「それはしなくていいです」

　文ふみ月つきはニコッと笑った。

「必要性はなくなりましたが、私、まだ木星人、やっていきます」

「え、そうなの!?」

「だって楽です。誰だれからも声かけられませんし、面倒なことをしなくてもいいですし。木星人、かなりいいです。お勧めです」

　ケタケタと笑った。

「そんな理由で木星人を自称するの!?」

「うん。だから、これからも“〝全木星人連盟”〟続けます！」

　ビシッと指を立てる。

「はあ……」

　なんだか嬉うれしいような残念なような、複雑な気持ちになる。

「まあ、天あま乃のさんにはご迷惑がかかるかもしれませんが」

「別に迷惑ってことはないけどさ……う――ん」

　僕は眉まゆ根ねを寄せる。

「でも、木星人を続けるとしたら、例の任務はどうすんの？　これからも、ずっと文月の任務につきあうのだけは勘弁して欲しいよ」

「大丈夫。その辺は適当に任務完了したって言っておきます」

「あいつ、信じるかなあ」

「……どうしても信じてくれなかったら……」

　文月はほんの少し頬ほおを染める。

「天乃さんが相手になってくれたって言います」

「ちょっ！」

　僕は仰のけ反ぞる。

「それだけは止やめて。僕、恋れんと愛あいさんに殺されるから」

「ふっふっふ」

　文月はニヤリと笑う。

「それがイヤだったら、これから私の言う通りにしてください」

「明確な脅迫――!?」

　僕が悲鳴を上げていると、文月は満面の笑みを浮かべてペコリと頭を下げた。

「じゃあ、これからもよろしくです」

「お、おう」

　僕も小さく頭を下げる。

「あのさ。これから恋のパシリでジュース買いにいくんだけど」

　コメカミを掻かきながら言う。

「一緒に行く？」

「天あま乃のさんのおごりなら」

「マジで？　まあ、別にいいけど」

「冗談です。じゃあ、行きましょう。私も少し喉のどが渇いています」

　文ふみ月つきは僕の腕を取って走り出す。

「おい、ちょっと待て」

　僕は文月の揺れる短い髪を見ながら、悲鳴を上げる。



　夏休みはそろそろ終わろうとしている。

　でも僕のいつもと違う夏は、もう少し続きそうな気がした。



いもうとがかり２　おわり
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　明けましておめでとうございます。月つき見みでございます。



　最近、慢まん性せい疲ひ労ろうのせいか、女性のパンツへの興味が減少しています。

　緊急事態です。

　マンガや小説にヒロインのパンツが出てきても、ブルマが露出しても、スクール水着に着替えても、黒タイツにもガーターベルトにもフーンな感じで、全く動じなくなりました。以前のように胸がドキドキしません。目を細めたり、口がニヤけたりもしません。沈着冷静です。どうしたことでしょう。

　思い返せば、パンツへの興味が一番マックスだったのは、小学校４年生くらいだったような気がします。マセガキですね。でも、ドキドキレベルが頂点でした。その後は緩やかに下降していき、現在、人生でのミニマムを更新中です。パンツがなんだという感じです。どんどん来い、な余裕すらあります。

　今では女性の下着屋に一人で入れます。ワコールとかトリンプとか、照れずに口にできます。お店の色鮮やかな下着を前に、冷静にデザインを論評できる域に達しています。このままだと、なんだか悟りが開けそうです。



　それはともかく、いもうとがかり２巻です。勝手に“〝いもがか”〟と略して呼んでます。つまり、“〝いもがか２”〟です。ゴロが悪いので使ってもらえそうにないですが、僕は使い続けますよ。

　２巻ですが、新キャラが登場します。なかなかよい子です。好きになっていただければ幸いです。



　恒例の謝辞です。

　担当のＴさま。クリスマス・年末進行、ありがとうございました。校正さま、印刷のみなさまにも感謝です。また編集長さま、恒例のクリスマスケーキとメッセージ、ありがとうございました。また、絵師のｐｕｎ２さまにもマジ感謝。次もよろしくです。

　最後になりましたが、今回も月見の本を手にとってくださって、ありがとうございました。今年も精進いたします。

月見　草そう平へい



    


  
    
      　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。『かぐや魔王式！』でブレイク。



　イラスト

　ｐｕｎ２（ぷんぷん）

　　妹が狩り…３ＤＳのモンハンを始めました。
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